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一　神しん獣じゆうの縁えにし




　一日にして、運命が変わる。

　そんな出来事がまさか我が身に降りかかろうとは、生まれてこの方、考えたこともなかった。

　修しゆう莉りは庶しよ民みんだ。山やま間あいにある小さな町で父と母が営む薬屋を手伝い、甘えざかりの弟の面めん倒どうを見ている、ごく平へい凡ぼんな十八歳である。

　いつか自分も一人前の薬くす師しとなって、誰だれかと結けつ婚こんし店を継つぐのだろう。そんないまの生活と地続きの未来を、疑いもせずに生きてきた。

　ほんの三日前。田舎いなか町にはおよそ似つかわしくない立派な馬車に乗って、皇こう帝てい陛下の使者と名乗る男が現れるまでは。

　──おめでとうございます。修莉さまはこのたび、今上陛下の連れん理り梓しに指名されました。

　──……はいっ？

　唐とう突とつ、かつ一方的な言こと祝ほぎに、修莉はぽかんとするしかなかった。同席していた父と母も、そっくり同じ顔をしていたに違ちがいない。

　それは、まったくもってありえない話だった。流行はやり病やまいで首都の薬が底をついたとか、薬師の人手が足りないから応おう援えんにきてほしいとか、そんな相談のほうがまだわかる。

　──あの。なにかの間違いだと思うんですけど。

　──いいえ。神獣のご託たく宣せん、ひいては昊こう天てんの神かみのご意思に、間違いはございません。

　修莉は思いきり頭を抱かかえた。この『昊こう国こく』で生まれた者ならば、昊天の神とその使いである神獣の意思を持ち出されては、異議を申し立てることなどできるわけがない。神と神獣の加護の下もとに栄さかえてきた、大陸一の大国なのだから。

　連理梓──それは、古くから存在する官職のひとつだ。

　昊こうの国くにには、皇帝陛下と連理梓の二人で、皇太子を養育するという習わしがある。とはいえ連理梓は単なる子こ守もり役というわけではなく、その名の示すとおり、連理の枝のごとく皇帝陛下と一体となって政務をこなす最側近でもあった。

　今上を支え、次代へとつなぐこの重要な役職には、ゆくゆくは国政の柱となる力量を備えた若く美しい男が選ばれるというのが通説だ。まさに、花形中の花形。野心のある男なら一度は憧あこがれると言われているが、通常の官かん吏り登用試験の合否とは、実のところまったく関係がない。

　連理梓を選ぶのは昊天の神だ。そして、神の意思を伝える神獣の託宣によって指名された者だけが、栄光の地位に就つくことを許されるのである。

　どんなに才覚があっても、家いえ柄がらがよくても、選ばれる保証はない。さらには高級官吏の中で、唯ゆい一いつ、皇帝陛下の意向が介かい在ざいしない人事でもある。

　それでは運任せの籤くじのようなものではないか──。ともすればそんな反感を買いそうなこのやり方が連綿と続いているのは、過去の連理梓たちが皆みな、傑けつ物ぶつだったからである。

　将軍や軍師のように武芸に秀ひいでた者や、学者のように叡えい智ちを誇ほこる者はもちろんのこと、書家や楽士のように芸術を極きわめた者から料理人や冒ぼう険けん家のような変わり種まで、あらゆる分野から一流の人材が登用されたという記録が残っている。そして彼らは揃そろって、皇帝陛下とその時代にとってなくてはならない存在──神獣の縁を結ぶ英えい雄ゆうだと称しよう讃さんされたのだ。

　一方、修莉はといえば。

　頭の出来は、可もなく不可もなく。武術の心得も、芸事の嗜たしなみもなく、取り柄えといえば少しばかり手先が器用なことくらいだろうか。容姿はいわゆる十人並みだ。癖くせのない黒目と短い黒くろ髪かみに、三日月眉まゆと小さな唇くちびる。やけに細長く生まれついた手足は成人男性としての貫かん禄ろくに欠けており、残念ながら「美しい」とは形容しがたい。

　すべてにおいて並をゆく、どこにでもいる平民のひとり──それが修莉だ。つまりは連理梓など、かろうじて「若い」という条件にしか当てはまらず、城で働いて名をあげたいといった野心もない修莉にとって、まったく縁のない職業なのである。

　──明後日あさつての朝、お迎むかえに上がります。どうぞ、お心残りのないようにお過ごしください。

　使者がそう言って去ったあともまだ、信じることはできなかった。神託を軽かろんじるつもりは毛頭ない。けれど話が大きすぎて、不安ばかりが先に立つ。真に受けて馬車に乗ったが最後、人買いに売り飛ばされてもおかしくないのでは、と。

　しかし、周囲の反応は違った。隣となり近きん所じよの面々に常連客、果ては一度も口をきいたことのない役場のお偉えら方がたまでが押し寄せて、降って湧わいた名めい誉よに大おお騒さわぎしたのである。

　万歳と激げき励れいが飛び交かう中、ただひとり弟は泣いた。おにいちゃんどこいくの、いやだぼくもつれてってと、小さなその手で必死にすがりついて。

　家族との別れを惜おしむために与あたえられた時間は、あまりにも短かった。迎えの馬車に乗り、故郷を出たのが昨日の朝だ。

　連理梓に指名された実感も、それを引き受ける覚かく悟ごも、辞退したいと言う度胸さえもなく、ただ戸と惑まどいだけを抱いだいた修莉を乗せて、馬車は首都までの道を走り続けた。

「いたた……」

　約一日半、ほぼ座りっぱなしで痛む腰こしをさする。頭の中は使者から習った御ご前ぜんでの作法と、泣き疲つかれて眠ねむった弟の顔でいっぱいだった。

「城下の大通りに入りました。もうすぐ着きますよ」

　喧けん騒そうに誘さそわれて、修莉は窓の外に目を向けた。露ろ店てんが所ところ狭せましと連なる大通りは、売り買いをする人で溢あふれている。色とりどりの絹の店や、簪かんざしのような細工物を商あきなう店で品定めする者もいれば、天てん秤びん棒ぼうを担かついで蒸むし餅もちを売り歩く者もいた。みずみずしい青物の並ぶ屋台の隣では、揚あげた魚や炒いためた肉が飛ぶように売れてゆく。人の数も品の数も、故郷の比ではない。

　雑多で活気に満ちた一角を抜ぬけ、濠ほりにかけられた橋を渡わたったところで、御ぎよ者しやは使者の指示に従ってゆっくりと馬車を止めた。

「こちらが正門です。長旅お疲れさまでございました。ここからは歩いてまいりましょう」

　金の鋲びようを打った朱しゆ塗ぬりの門が、蒼そう穹きゆうに映はえる。くぐり抜けた先には、早春を祝うかのごとく惜しみなく花をつけた李すももと杏あんずの木が並び、五ご色しきの神獣旗がはためく広場の向こうには、黄色い瑠る璃り瓦がわらで葺ふいた屋根がいくつも見えた。目の前に広がる極ごく彩さい色しきの眺ながめに、感かん嘆たんのため息が出る。

　首都にくることなど、一生ないと思っていた。ましてやその中心、皇帝陛下の住まいである万ばん天てん城じようを訪おとずれる日がこようとは。

　城内は柱の一本に至るまで鮮あざやかな彩色と精せい緻ちな鳥獣の彫ちよう刻こくが施ほどこされており、その壮そう麗れいさについきょろきょろとしてしまう。すれ違う人とやたらと目が合うのは、そんな姿が滑こつ稽けいなだけではなく、修莉が連理梓候補の男だと知られているからだろう。

　ああ、あいつが例の。はっきりと言葉にせずとも、丸まる腰ごしのよそ者に向けられる視線は雄ゆう弁べんで、修莉の肌はだをちくちくと刺さした。

「任命式の準備は万ばん端たん整っております。さあ、中へ」

「えっ、もう始まるんですか？」

「はい。皇帝陛下がお待ちですので」

　こちらの心は、まだまだ準備中だというのに。だが、待ってほしいと言える相手ではない。使者に背中を押されるようにして、広間へと足を踏ふみ入れる。

　その空気の重さたるや、尋じん常じようではなかった。ずらりと並んだ衛え士じと官吏が一いつ斉せいに振ふり向くと、寒気にも似た緊きん張ちようがぞくぞくっと背中を駆かけ上がる。

　どんな不ふ審しんな動きも見み逃のがすまいと四方八方から警けい戒かいの目が光る中、香こう炉ろから漂ただよう煙けむりの向こうに、修莉は生まれてはじめてその人の姿を見た。

「昊国皇帝陛下、楊よう玄げんさまです」

　先帝の崩ほう御ぎよから一年後に即そく位いして、はや三年。堂々たる風ふ情ぜいで玉座に腰を下ろす二十四歳の若き皇帝だ。

「は、はじめまして……修莉と申します」

「こちらへ」

　緊張で硬かたくなった手足は、なかなかうまく動かない。ぎこちない仕草でどうにか叩こう頭とうすると、近づくことが許可された。玉座の前で跪ひざまずいて顔を上げると、皇帝陛下の完成した美び丈じよう夫ふぶりにただただ圧あつ倒とうされてしまう。　>>>♥

　結ゆい上げた黒髪に金の簪を挿さし、大輪の牡ぼ丹たんを織り表した錦きん袍ぽうに佩はい玉ぎよくを帯びた姿は、高貴な生まれゆえの存在感と国を背負って立つ力強さに溢れていた。きりりとした眉と澄すんだ双そう眸ぼうは、噂うわさに違たがわぬ聡そう明めいさを思わせる。やや厚みのある唇は薄うす紅べに色いろで、端たん整せいな面おも差ざしに華はなを添そえるのに一役買っていた。

　しかしなにより目を引くのは、人の身体からだでありながら、ぴんと立つ黒毛の獣けもの耳みみと尻尾しつぽを持つその姿である。これぞ、神しん獣じゆうの血を引く者──昊天の神によって遣つかわされた、聖なる獣の子孫たる証あかしだった。

「若いな。歳としは？」

「じゅ……十八、です」

　口の中が渇かわいて、喉のどに貼はりつくような声が出てしまう。

「故郷ではどんな仕事を？」

「店の手伝いを……、あ、薬屋なんですけど。父が薬くす師しで、僕は見習いというか」

「ほう。では、薬学に詳くわしいと」

「いえっ。まだ、そんなには……」

　盛り上がらない問答に、しんと間が空く。その心にはさざ波ひとつ立たなかったのだろうとはっきりとわかる声で、楊玄は言った。

「そなた、選ばれたのが私の代でよかったな」

「？　ええと……」

　発言の意図がよくわからない。しかし惑まどう修莉など気にも留めず、楊玄は冷めた声で続ける。

「もし政務においても右みぎ腕うでとなるような人材を期待する皇こう帝ていだったら、さぞ落らく胆たんしただろう」

「それは……」

　張りつめていた場の空気がざわりと動いた。

「私は先人たちとは違ちがう。神託を受け入れることと、その人物を重用するかどうかは、別の話だ。だから、そなたも肩かたの力を抜くように」

　よかったそれなら気楽にいこう、と思えるほど鈍にぶくはなかった。

　楊玄はごく婉えん曲きよくに、修莉のことを「皇帝に仕えるには器量が乏とぼしい」と言ったのだ。神託で指名されたという理由だけで、そんな男を取り立てるつもりはない、ということも。

　返す言葉もなく、修莉はその場に固まった。じわじわと押し寄せる後こう悔かいが、胸を締しめつける。

　いったいどうしてここまできてしまったのだろう。流されてばかりいないで、自分には無理だと言えばよかった。これではとんだ身のほど知らずではないか。

　恥はずかしさのあまり、顔を伏ふせたそのときだった。

「──陛下。いささかお言葉がすぎるようですが」

　やんわりと諫いさめる声が、気まずい静けさを打ち破った。助け船を出してくれたのは、玉座の傍かたわらに控ひかえていた背の高い男だ。

「見たままの感想を申したまでです、兄上」

「思ったことをすべて口に出すのが最善とはかぎらないのでは？」

　冷静な指し摘てきに、楊玄がばつの悪そうな顔で口を噤つぐむ。「兄上」と呼ばれた男はその様子を一いち瞥べつすると、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを細めて微笑ほほえんだ。

「万天城へようこそ、修莉どの。私は神官長を務める李り珀はくと申します」

　深緑色の地に金糸で刺し繡しゆうを施した深衣に、桃もも珊さん瑚ごの首くび飾かざり。慎つつましくも美しい衣い装しようは、昊国の神事を取り仕切る神官長によく似合った。ゆるく波打つ亜あ麻ま色いろの長ちよう髪はつからは、同じ色の立ち耳が覗のぞいている。先帝の長男である李珀は、確か楊玄より四つほど年上のはずだ。

「緊張するのも、無理からぬこと。陛下はどうも、お顔が怖こわくていけない」

「あっ、いえ……そういうわけでは」

　誤解されては大変だと、慌あわてて訂てい正せいする。しかし李珀は場を和なごませようとしただけのようで、「冗じよう談だんですよ」と笑って会話を流した。

「いきなり連れてこられて、驚おどろいたでしょう？　神しん託たくに則のつとってきみを呼び寄せたのは私です。慣れるまでは私が指南役を務めますので、困ったことがあれば遠えん慮りよせずに教えてください」

「はい……、よろしくお願いします」

「それにしても、こんな堅かた苦くるしい場所で申し訳ない。本当は神しん殿でんで迎むかえようと準備していたのですが、皇帝陛下はどうもその案がお気に召めさなかったようで、断られてしまって」

「お気に召さなかったもなにも」

　それまで黙だまっていた楊玄が、不本意そうに口を挟はさむ。

「事前の相談もなく、口出しもさせず。そんなやり方に、こちらが従うとでも？　警備の人間すら立ち入りを拒こばむ場所で、式典などできるわけないでしょう」

「これは心外。我が国の神聖なる場所を、まるで物ぶつ騒そうだと言わんばかりのご発言とは」

「何事も秘密主義なそちらの神官方が、こちらの信しん頼らいを損そこなうような行いをしているとは思いませんか？　兄上の監かん督とくには、少々疑問を感じます」

　慇いん懃ぎんな口調ながらどことなくぎすぎすした会話に思えるのは、気のせいだろうか。二人の言葉には、式典に対する文句以上の含ふくみがあるように聞こえる。

　ほかの列席者も察したのか、広間の空気がぴりっと震ふるえた。が、皇帝と神官長の間に割って入ることができる者はいないらしい。

　重苦しい沈ちん黙もくの中、そろそろと遠慮がちに手を挙げたのは、李珀の隣となりに立つ少年だった。

「あの……、ぼくもご挨あい拶さつをしてよろしいですか？」

　その申し出に、睨にらみあっていた二人が目を逸そらす。しかめ面つらをした楊玄が答えるよりも早く李珀がうなずいてみせると、華やかな紅くれないの袍ほう衫さんを着た少年はほっとした顔で一歩前に出た。

　その姿を見れば、説明を受けずとも予想がつく。立ち耳と尻尾は、皇族の証。これから修莉が連理梓として養育する、次代の皇帝──昊国の皇太子だ。

「はじめまして、修莉さま。桃とう寧ねいと申します。お会いできるのを楽しみにしておりました」

　空色の瞳を輝かがやかせて笑う顔が、なんとも愛らしい。肩のところでくるんと巻いた髪かみも、見るからに柔やわらかそうな耳と尻尾も、雪を思わせる銀白色だ。声も体つきも幼いながらどこか大人びて見えるのは、血筋が醸かもす風格とでもいうのだろうか。

「皇太子の桃寧は、陛下と私の異母弟にあたります。今年で七歳」

　首都へ向かう道中、馬車の中で教えられた付け焼き刃ばの知識を思い出す。桃寧は先帝が晩年に迎えた妃きさきの息子むすこだ。

　一通りの挨拶が終わると、使者が書面を持ってきた。楊玄がそれを受け取り、よく通る声で淡たん々たんと読み上げる。修莉に対して一いつ切さいの期待をしていないとはいえ、故郷へ送り返すつもりはないらしい。なんだか安心したような残念なような、複雑な気持ちになる。

「──そなたを皇帝の名において、連理梓として任命する」

「謹つつしんでお受けいたします」

　たった一枚の書面は、とても軽い。たとえ皇帝の印があろうと、紙一枚の重量に変わりはないと考えるのは不敬だろうか。それでもこの紙は確実に、修莉の人生を変えてしまう。

　生まれたときからずっと、見上げた空には神様が住んでいると教えられて育った。昊国は、神様の使いである神獣の力によって守られているのだと。

　いま目の前には、その血を引く男がいる。修莉はこの日、お伽とぎ噺ばなしにも等しい遙はるかな存在から新たな運命を与あたえられたのだ。





◇






　広間で薫たかれていた香こうに、いつの間にか酔よっていたのだろう。任命式を終えて外に出ると、新しん鮮せんな空気が心地ここちよかった。

「あぁ、式典というのはいつもながら肩が凝こるね。……きみももう楽にしていいよ、修莉」

　楊玄が去った頃ころ合あいを見計らって、李珀の口調がくだけたものに変わる。堅苦しい場が苦手なのは修莉も同じだが、神官長が気さくな発言をすることに驚いた。

「さあ、今晩は新しい連理梓のお披ひ露ろ目めを兼かねた、歓かん迎げいの宴うたげだ。疲つかれているところ悪いけど、もうしばらくつきあってもらうよ」

　宴には官服で出席する必要があるというので、身み支じ度たくをするために別の部屋へと移動する。ここでも世話を焼いてくれるのは、指南役の李珀だ。

　新米連理梓に支給された官服は、白地に青と銀の瑞ずい雲うん文様を施ほどこした袍と褲子ズボン、それに長ちよう靴かを合わせたものだった。動きやすいのはいいが、衣装に着られている感じはどうにも否いなめない。とにかく寸法が合っていないのが致ち命めい的てきで、肩かた幅はばも腰こし回まわりもぶかぶかなのが泣けてくる。

　それでも「ひとまず平均的な成人男性の体格に合わせたのですが……」と申し訳なさそうにするお針子を前にしては、「いえいえ、こちらが貧相ですみません」と言うしかなかった。

「修莉さまは、白がとってもお似合いですね」

「桃寧さま……ありがとうございます」

　着き替がえに付き添そってくれた桃寧のやさしい言葉が、拗すねそうになっていた心にじんと沁しみた。

「修莉さま、ぼくのことは桃寧とお呼びください」

「えっ……皇太子さまをですか？」

　そんなことはできないと当然のごとく固辞すると、李珀までもが「構わないよ」と賛同する。

「連理梓と皇太子は、師し弟ていのような関係と言ってもいいんだから。言葉も楽にして。修莉には確か、弟がいるんだよね？」

「はい。四歳になります」

「桃寧のほうが少しお兄さんだな。同じ感覚というのも難しいかもしれないけど、それくらい気負わずに接してほしい。な、桃寧」

「はい。あの、ぼくも修莉さまのことを先生とお呼びしてよろしいですか？」

　教師でもないのにそう呼ばれるのは、少しばかり面おも映はゆい。けれども「修莉さま」よりは、よほど気が楽だった。

「はい、もちろんです」

「あぁ、まだ硬かたい硬い。これからよろしく、でいいよ」

　はいもう一度、と指導が入る。修莉は腹を決めて、桃寧の顔をじっと見た。

「……これからよろしく、桃寧」

「はい、こちらこそ！」

　元気のいい返事と同時に、桃寧の白い耳がぴくぴくっと動く。不意打ちの愛らしさに思わずくすりと笑うと、この城にきてはじめて肩の力が抜ぬけたような気がした。

「うん、いい感じだ。……しかし、官服についてはすまなかったね。きちんと仕立て直すから、今日のところは許してほしい」

「いえっ、そんな。こんないい着物に立派な刺繡まで……僕にはもったいないくらいです」

「気に入ってくれたのなら嬉うれしいよ。この青せい銀ぎんの瑞雲は昊国古来の吉きつ祥しよう文様のひとつで、官かん吏りの頂点たる連理梓の証あかしでもある。──宴ではきみと同じくらい、注目を集めるだろうね」

　李珀の言葉は重かった。野心なんて、かけらもない。望んで就ついた座ではない。けれど意思とは関係なしに、序列に組み込まれてしまう。修莉自身は、まだなにひとつ成していないのに。

　うつむいた修莉の弱気を、李珀は見み透すかしているのだろう。諭さとすように、鼓こ舞ぶするように、修莉の瞳を見み据すえて言った。

「きみが連理梓に選ばれたことには、必ず意味がある。その意味を見つけられるかどうかは、これからのきみ次し第だいだと私は思うよ」







　文武百官が集まった宴は、壮そう観かんの一言だった。生花で飾かざられた広間には奏楽の音ね色いろが響ひびき、卓たく上じようには豪ごう勢せいな料理と各地の銘めい酒しゆがずらりと並んでいる。

　故郷の宴えん席せきとはまるで違ちがう、きらびやかな世界。気け圧おされるばかりの修莉の前に入れ替かわり立ち替わりやってくるのは、万天城の高官たちだ。

　彼らは修莉を一目見て、まず容姿の凡ぼん庸ようさに驚おどろく。次に会話を通じて軍事の才やら教養やらを測ろうとするのだが、ことごとく空から振ぶりに終わってまた驚き、最後は一様に落らく胆たんする。

　がっかりされるのはまだましで、若い官吏の中には修莉に対して露ろ骨こつに不服そうな顔をする者もいた。

　品定めするような視線を一身に浴びながら、延々と愛あい想そ笑わらい。感じたことのない類たぐいの疲ひ労ろうで、宴が終わる頃ころにはくたくただった。

　今晩はもう、一刻も早く眠ねむりたい。だが、世話係の女じよ官かんのあとをついて寝しん房ぼうへと歩いていく途と中ちゆうで忘れ物に気がついた。官服に着替えるときに脱ぬいだ着物と実家から持ってきた荷物を、そのまま置いてきてしまったのだ。

「僕、取りに戻もどります」

「おひとりで平気ですか？」

「はい。すみませんけど、ちょっと待っててください」

　記き憶おくを頼たよりに、夜の廊ろう下かを足早に歩く。手て燭しよくを借りてくればよかったと後こう悔かいしつつ、覚えのある角を曲がったところで、「あれ？」と首を傾かしげた。

「ここじゃなかったっけ……？」

　似たような柱と壁かべが続く単調な景色に、惑まどわされたのかもしれない。それでも引き返すよりはと歩き回っているうちに、暗くら闇やみの向こうから人の気配を感じた。微かすかだが会話のような声も聞こえる。恥はじを忍しのんで道を尋たずねようと、声がする方向へ近づいていき──、

「……だからって、なんであんなのが連理梓なんだ？」

　すんでのところで、足を止めた。

　動くに動けず、息を殺してその場に留とどまる。男は闇に紛まぎれた修莉の存在には気づきもせず、同どう僚りようらしき相手の男に話し続けた。

　凡ぼん人じん。庶しよ民みん。官服も着こなせないやせっぽち。陛下とは、不ふ釣つり合いにもほどがある──。

　不快感を露あらわにして吐はき捨てた男の声には聞き覚えがあった。宴席で修莉を睨ねめつけてきた、若い文官のものだ。

「前代未聞だよな。陛下もお気の毒に」

「私たちだって、いい面つらの皮だ。あんなのに出し抜かれるなんて、いままで必死にやってきたのが莫ば迦かみたいじゃないか」

「まあ、落ち着けよ。そんな男なら、早晩、御お役やく御ご免めんになる可能性だってある」

「ふん。それこそ、前代未聞だな」

　男はそれで溜りゆう飲いんを下げたのだろう。静かな廊下に高こう慢まんな笑い声を響かせながら去っていく。

　どうしようもない悔くやしさで、修莉はその場に立ち尽つくした。凡人で悪かったなと言うことができたら、どんなによかったか。けど、どうして自分にこんな大役が回ってきたのかいまだにわからない修莉に、反論などできるわけがない。

「……修莉さま？」

　気がつくと、世話係の女官がそばにいた。

「お戻りが遅おそいので、心配しました」

「……すみません。迷っちゃって」

「慣れるまではわかりづらいものです。……ところで、お待ちしている間に修莉さまをお連れした使者が通りかかったので、お荷物のことを訊きいてみたのですが……」

　女官は、すまなそうな表情を浮うかべて言った。「処分されたとのことです」

「えっ、処分って……捨てたってことですか？」

「おそらくは……」

「そんな──どうして！」

「修莉さまはこれから、皇こう帝てい陛下のおそば近くに仕えられる身です。危険なものや不ふ審しんなものがないかどうか、規則に従って検分したということですが」

「そんなもの、持ち込むわけないじゃないですか！」

　信用されていない。その事実が、ひどく修莉を傷つけた。女官の言うことはわかる。きっとこの城には、修莉の知らない規則がいくつもあるのだろう。今日田舎いなかから出てきたばかりの男が安全かどうかなんて、誰だれにもわからない。

　だからといって、人のものを勝手に捨てるのか。得体の知れない輩やからの持ち物だから、高価なものは見当たらないから、そんな理由で判じるのか。

　女官は修莉の剣けん幕まくに戸と惑まどう素そ振ぶりを見せながらも、突とつ然ぜんはっと顔色を変えて一歩下がった。その理由は、すぐに知れる。

「なんの騒さわぎだ？」

　修莉の背後から、楊玄が現れたのだ。

「夜分に騒ぎたてまして申し訳ございません。修莉さまを寝房にお送りするところです」

「もう下がっていい。私が送っていく」

　女官がその場を辞すと、期せずして二人きりになる。楊玄は送っていくと言いながらも歩きだそうとはしない。

「なにがあった？」

「……僕の荷物が、捨てられたと聞きました」

「中身は？」

「数日分の着き替がえです」

「それだけか」

「あとは、帳面とか硯すずりとか……」

　修莉の説明にも、そうか、と気のない相あい槌づちしか返ってこない。楊玄が修莉の所持品に興味がないのは明らかだった。

「なら、誰かが検分したあとで処分したのだろう。今後、そなたの身の回りのものは城で用意することになっている」

「けど、僕は」

「ほかに必要なものがあれば、申し出るんだな」

「…………。だったら、筆と紙を使わせてください。家族に手紙を書きたいんです」

　故郷とはなにもかも違う景色に驚いたことや、とても緊きん張ちようした任命式のことを皆みなに伝えたい。家族を思って筆をとることで、心を慰なぐさめたかった。しかし、

「それは許可できない」

「……えっ？」

　返ってきた非情な声に、修莉は耳を疑った。納なつ得とくいかずに食い下がろうとして、まなざしの冷たさに怯ひるむ。

「──修莉」

　目を見て名前を呼ばれたのは、はじめてのことだった。宵よい闇やみの中でさえもはっきりとわかる、射すくめるような視線に息を吞のむ。

「私は、そなたのことをまったく知らない。それでも、見かけや経歴でそなたの資質を断じるような真似まねはしないつもりだ。ただ、ひとつだけ言えるのは──故郷を思って泣きべそをかくような男に、私の連理梓は務まらないだろう」

　修莉がどんな人間なのか、楊玄は自分の目で見み極きわめると言った。そしてその慧けい眼がんで、修莉の心の弱さを見み抜ぬいたのだ。

「そなたは任命式で、自分は見習いだと弱よわ腰ごしになったな。私は、見習いであったことを責めるつもりはない。だが自分に自信を持てない人間を信じようとする者が、どれほどいると思う？　少なくとも、私は信しん頼らいしない──つまりそんな連理梓なら、私には必要ないということだ」

　任命すると言ったその口で、必要ないと言いきる。凜りんとしたその声に、躊ちゆう躇ちよは微み塵じんもない。

「たとえまだ自信がなくとも、周りにそれを悟さとらせるな。そなたをここに呼んだのは神しん獣じゆうだが、いると決めたのはそなた自身なのだからな」

　楊玄の言うことは正しい。任命式で恥をかいても帰らず、役目を引き受けた以上、その責任は修莉のものでしかなかった。

「もう行くぞ。廊下で夜明かししたくなければ、ついてこい」

「────はい」

　泣くまい。一いつ滴てきたりとも、涙なみだを零こぼすまい。

　鼻の奥がつんと痛くなったのを、唇くちびるを嚙かんでやり過ごした。

　修莉にだって、意地がある。







二　小さな一歩




　連れん理り梓しは、皇帝陛下及および皇太子とひとつ屋根の下で暮らすのが、古くからの習わしである。

　宮きゆう殿でんの名は、環かん青せい宮きゆう。赤や青、緑や黄といった鮮せん烈れつな色の装そう飾しよくに溢あふれる万天城の『表』部分とは異なり、静けさを深めるような白い楼ろう閣かくを中心とした離はなれの宮だ。

　自然の山水を模した庭は専用の射しや騎き場じようがあるほど広く、季節の花が咲さき揃そろう。いまの季節、牡ぼ丹たんや木もつ香こう茨ばらが陽光を受けてきらめく眺ながめは本当に見事だ。

　修莉はすぐに、この美しい離り宮きゆうが好きになった。城の中ちゆう枢すうからは距きよ離りが離れているおかげで、官かん吏りたちの噂うわさ話ばなしのような雑音も聞こえてこない。

　身の丈たけに合わないほど快適な、新しい生活。自分の職責を果たさなければここに住まう資格はないというのに、無手で登城した修莉は、なにをすればいいのかさっぱりわからなかった。

　連理梓の役目は、皇太子の養育である。されども身の回りの世話は侍じ女じよが、勉学においては一流の教師がすでにおり、修莉の出番はまずこない。

　本来であれば、養育は皇帝陛下と連理梓、二人の仕事だ。しかし楊玄は政務にかかりきりで、環青宮で顔を見ることすら稀まれだった。

　困り果てた修莉に「なら、桃寧の授業に同席してみては？」と助言をくれたのは、指南役の李珀である。このありがたい提案に一も二もなくうなずき、桃寧と机を並べる日々が始まった。

　七歳向けの授業といっても、修莉が幼い頃ころに習った内容とはわけが違ちがう。地理歴史に始まり算術や詩作、書道に歌か舞ぶ音おん曲ぎよく、馬術に拳けん法ぽうと幅はば広ひろく、目が回るほど忙いそがしい。

　教師たちは皆、修莉と桃寧を生徒として等しく扱あつかう。大量の宿題をこなすのは骨が折れたが、その苦労を補って余りあるくらい、桃寧と共に学ぶことで得るものは大きかった。

　──修莉先生と授業を受けるのは、とっても楽しいです。

　桃寧はちょっとはにかみながら、そんなことを言う。学校へ行く必要のない桃寧に、学友はいない。教師の能力に申し分はなくとも、たわいもない話のできる間あいだ柄がらの友人がいないという寂さびしさは、また別の問題なのだろう。ふと見せる横顔は幼いたい気けで、つい故郷の弟を重ねてしまう。

　どんなに利発でも、桃寧はまだ七歳だ。昊こうの皇族は乳母うばの手によって育てられるのが普ふ通つうで、乳ち離ばなれのあとも母親と離れて暮らし、厳しい教育を受ける慣習がある。

　父親である先帝はすでに亡なく、母親である皇太后は息災だが滅めつ多たに会えず。そんな環かん境きようで、肉親である兄の──とりわけ皇太子の手本となるであろう楊玄の──存在がどれほど大きいかは、考えるまでもなかった。

　桃寧はよく、楊玄の話をする。能筆で、美しい書がいくつも扁へん額がくになっていること。瓜うりと柿かきが好きなこと。怒おこるとものすごく怖こわいこと。どんなに忙しくても、風邪かぜを引いたときには必ず顔を見にきてくれること。毎晩遅おそくまで働いて、身体からだを壊こわさないか心配していること──。

　自じ慢まんの兄について話すときの桃寧はとても嬉うれしそうで、ほんの少しだけ寂しげな顔になる。決して口には出さないけれど、もっと一いつ緒しよにいたいのだろう。

　不思議なもので、そんな話を聞けば聞くほど、楊玄に対してほのかにだが親しみが湧わくのを感じた。皇こう帝てい陛下ではなく、ひとりの兄としての素す顔がおを覗のぞき見しているような気分とでもいうのだろうか。あの秋しゆう霜そうのような厳しさに触ふれてもなお、近づきたいと思う自分がいる。

　もっときちんと、話せるようになりたい。怯まないだけの強さで、正面から向き合いたい。

　しかし残念なことに、距離を縮める機会は一向に訪おとずれなかった。







　その日は珍めずらしく、修莉ひとりで万天城内へと出向いていた。用向きは、連理梓の就任に伴ともなう戸こ籍せきの更こう新しんなどの事務手続きである。

　煩はん雑ざつなやりとりを終えて足どり軽く帰る途と中ちゆう、うら寂しい一角でふと立ち止まった。行ゆき道では通った覚えがない場所だ。

「……道、間ま違ちがえたかな……」

　いくつもの殿堂が集まり迷めい路ろさながらに入り組むそこは、昼日中だというのに人通りがない。

　ひっそりとした辺りの空気に、登城した晩の記き憶おくが蘇よみがえる。またも陰かげ口ぐちの現場に行き合うとは思わないが、帰り道を探す足は自然と速くなった。

　ひとり右往左往し、黒くろ塗ぬりの門をくぐると、ようやく知った場所に出る。ほっと胸を撫なで下ろしたところで、揃いの官服を身につけてきびきびと歩く集団とかちあった。

　文官と思おぼしき彼らを引き連れて歩いていたのは、ほかでもない。黒い立ち耳と尻尾しつぽが映はえる、黄色い袍ほう衫さん姿の楊玄だ。

「あ、陛下──、」

　挨あい拶さつしようと思ったその瞬しゆん間かんだった。集団の中から男がひとり、修莉を見るなり「おい」と声をかけてくる。

「おまえ、こんなところでなにをしている？」

「え……えっ？」

　やましいこともないのに、剣けん吞のんな声につい一歩引いてしまう。たじろぐ修莉を上から下までじろじろと眺めるこの男は、楊玄の部下だろうか。

「特になにも……環青宮に帰る途中で迷っちゃって……」

「それだけの理由でこの門を通ったと？　迷ったとしてもほかに道はあるだろうに……まさか成り上がりの分際で、言い訳するつもりではなかろうな？」

「そんな」

　威い圧あつ的な言葉選びに、思わず声を失った。言い訳するつもりもなにも、修莉は本当に迷っていただけなのだ。

「あの……ここって、立ち入り禁止だったんですか？」

　修莉の質問で、ほかの文官たちもにわかにざわめく。難なん癖くせをつけてきた男のこめかみには、くっきりと青筋が立った。

「陛下の御ご前ぜんで礼を失するような真似をした上、よくもそんな無知を晒さらせたものだな……？」

　地を這はうような低い声に、思わず後ずさる。その場の誰だれも、修莉の肩かたを持ってはくれない。

　さすがに自分のほうがおかしいのかと、だんだん弱気になってくる。頭のひとつも下げて、折れたほうがいいのかと。けれどやっぱり、身に覚えのない咎とがだ。

　謝る代わりに、男の顔を直視する。自信のなさを悟られるなと、いつかの教えがそうさせた。

「なんだ、その顔は……？　反論があるというのか」

「……僕は偶ぐう然ぜん、ここを通りかかっただけです」

　相手を言い負かすような言葉は持ち合わせていない。それでもわずかに見せた負けん気は、男の癇かんに障さわったらしい。怒いかりが燃え立つ気配を感じて、身体がすくんだそのときだった。

「──もう充じゆう分ぶんだろう。それくらいにしておけ」

　男を制したのは、楊玄の静かな声だった。

「しかし陛下、こんな……」

「私が、いいと言っている」

　有う無むを言わさぬその声に、勘かん気きを感じとったのか。男は不本意そうに引き下がり、そのままほかの部下たちと立ち去るように言い渡わたされた。

　修莉と二人だけになったのを確かく認にんして、楊玄が口を開く。

「そなた、この門のことを知らないのか？」

「通るのははじめてですけど……」

　よく見ると、華か北ほく門もんという扁額が掲かかげてあった。しかし、それ以上の情報は持っていない。

「あの男が怒ったのは、そなたがこの門を通ったからだ」

「え……、こんな誰でも通れるような門をですか？」

「そうだ。この門は神しん殿でんの関係者しか使わない。もし使えば、神殿側に与くみするのと同義だと言えよう」

　まるで神殿を敵方扱いするような言い方に、わずかな引っかかりを覚えた。確かに神殿は神職者しか立ち入ることができないと説明を受けているが、そういう話とは違うように聞こえる。

　思えば任命式の場でも、楊玄の言動には李珀とその部下への不信感が見え隠かくれしていた。

　おぼろげながら、二人の関係が見えてくる。もしかすると楊玄と李珀は──皇帝側と神殿側は、仲がよくないのだろうか？

　──しかし、修莉に他意がなかったのは本当だ。

「与するなんて僕、そんなつもりは……」

「ないと言いたいのか？　だが、そなたにそのつもりがなくとも、周りからは間違いなくそう見えるだろうな」

　個人ではなく立場の問題だと楊玄は言う。事実どうあるかではなく、どう見られるかが肝かん要ようなのだと。そして、修莉はその視点を持っていなかった。

「人は皆みな、そなたのことを官職で判断する。……いくらそなたでも、まさか自分が連理梓だということを忘れてはいまい？」

　自覚が欠けていると言外に指し摘てきする声は呆あきれていた。新米であっても、連理梓であることに変わりはない。修莉は確実に、皇帝側の人間だと見られているのだ。

「……不勉強ですみません。僕が軽けい率そつでした」

「わかったなら、次からは気をつけるんだな」

「はい。……けど、あの……」

「なんだ？」

「陛下と李珀さまは、その……、仲が悪いんですか？」

「──……」

　楊玄は驚おどろきの目を瞠みはり、まじまじと修莉を見た。もしや、まずいことを訊きいたのだろうか。こちらが顔を見返すと、ついと視線を逸そらされてしまう。「そなたには関係ないことだ」

　答えるでもなく、叱しかるでもなく。そっけない返事は、兄弟間のことに立ち入るなという意思表示のように思えた。

「帰り道はわかるのか」

「あ……はい。ここまでくればもう平気です」

　道に迷ったと言ったのを、覚えていてくれた。意外な面めん倒どう見みのよさに、そういえばあの晩もきっちり寝しん房ぼうの前まで連れていってくれたな、と思い出す。

　ひとりで帰れると知って去ろうとする楊玄を見て、ふと、このまま会話を終わらせてしまうのが惜おしくなった。きっかけはともかく、久しぶりに顔を見て話すことができたのだ。

「あの、陛下。よかったら今日は、環青宮でお昼をご一緒しませんか？」

「昼ひる餉げを？」

「はい。桃寧もきっと喜ぶと思います。それにええと……、あ、そうだ！　今日は初物の瓜が出るって聞きましたよ。桃寧が教えてくれたんです、陛下がお好きだって」

「あ、ああ……」

「中庭の花はな海かい棠どうも、綺き麗れいに咲さきましたよ。それから……、燕つばめ！　曲廊に巣を作った燕の雛ひなが孵かえったんです。陛下にもお見せしたいなと思ってて」

　どうにかして気を引けないか。その一心で、つたないながらも誘さそい文句を考える。楊玄はひとしきり話を聞いてくれたが、最後には静かに首を振ふった。

「悪いが、戻もどっている暇ひまはない」

「……そ、そうですか……」

　勢い任せに喋しやべった自分が、ちょっと恥はずかしくなる。忙いそがしいというのに、好物が出るというだけで「そうか、では」と戻ってくるわけはないだろうに。花だって燕だって、楊玄にとっては珍めずらしくもなんともないに違ちがいない。

　空回りした自分に気落ちしながら、楊玄の背中と尻尾を見送った。







　環青宮に戻った修莉を出で迎むかえたのは、いまにも泣きだしそうなほどにどんよりと顔を曇くもらせた桃寧だった。

「どっ、どうしたの!?」

「先生……」

　いったいなにがあったというのか。桃寧はがっくりと肩を落とし、いつもはご機き嫌げんな尻尾も力なく垂れ下がっている。おまけに獣じゆう毛もうと着物の裾すそが、なぜか土で汚よごれていた。

「午前中は二に胡この授業だったよね？」

「早く終わったので、馬に乗ろうと思って射騎場に行ったんです。そしたら走っている途と中ちゆうで落馬してしまって……」

「怪け我がは!?」

「ありません。……でも」

　冴さえない表情のまま、おずおずと腕うでを持ち上げる。どれどれと見てみると、袖そで付つけの部分がものの見事に破れていた。

「ああ、落ちたときどこかに引っかけたのかな……？　けど、桃寧に怪我がなくて本当によかったよ」

「でもぼく……修莉先生がいらっしゃる前の日にも一着、だめにしてしまったんです。普ふ段だん着ぎで馬に乗ってはいけないと、侍じ女じよから言われていたのに……」

　しょげていたのも納なつ得とくがいく。落馬するほど無む茶ちやな乗り方をした理由も、大方想像はついた。

　きっかけはおそらく、二胡の授業だ。文武両道を地で行く桃寧だが、歌か舞ぶ音おん曲ぎよくは大の苦手ときている。きっと二胡と格かく闘とうしたあとに気晴らしで馬を駆かり、羽目を外してしまったのだろう。

　年相応のやんちゃ心を見み逃のがすことにはいささかのためらいもないのだが、問題は破れた着物だ。隠したところで早晩見つかるだろうし、余計に激しい雷かみなりを落とされるのは目に見えている。

　ならば──。

「僕が縫ぬってあげようか？」

「えっ……修莉先生が？」

「うん。こんなにいい生き地じではやったことないけど、できると思う」

「本当ですか……！　ぜひ、ぜひお願いします！」

　破れた部分を確認すると、縫い目が切れただけで、生地は裂さけておらずほっとする。さして時間をかけずに縫い終わり、「できたよ」と見せると、桃寧は頰ほおをぱっと紅潮させた。

「先生、すごい……すっかり元通りではありませんか！」

「これならきっと、近くでよく見ないとわからないよ」

　我ながら満足のいく仕上がりだ。「修莉は手先が器用だから」と、実家の母親から丸投げされていた針仕事の経験が、まさかこんなところで役に立つとは。

「ありがとうございます。……ぼく、大切に着ます」

　着物をぎゅっと胸に抱いだく姿に、愛いとしさが溢あふれそうになる。修莉はそっと、桃寧の頭を撫なでた。柔やわらかな耳をぺたんと寝ねかせて、桃寧がにっこり笑う。

　やっぱり可愛かわいいなあ、と思ったそのときだった。桃寧の身体からだが不意に、ゆらりと傾かしいだ。

　重心がずれたような不自然さに一いつ瞬しゆん、自分のほうが眩暈めまいでも起こしたのかと錯さつ覚かくする。

　突とつ如じよとしてもうもうと立ちこめる錦にしき色の煙けむりに、修莉は目を瞬しばたたいた。噓うそ、という呟つぶやきが知らずと唇くちびるから零こぼれる。

　さっきまで桃寧がいたはずの場所に現れたのは、小さな白い獣けものだった。

「……もしかして……桃寧？」

『驚かせてごめんなさい、先生。ぼく、すごく嬉うれしくって……、変身してしまいました』

　目の前にちょこんと座る獣と、普ふ段だんの桃寧を頭の中で結びつけるのは、ひどく難しかった。しかし、どこかにこだましているように聞こえてくる不思議な声も、こちらをじっと見つめる空色の瞳ひとみも、まぎれもなく桃寧のものだ。

　昊を守護する聖なる獣がいま、修莉の目の前にいる。その信じがたい事実に、心が震ふるえた。

　姿形は狼おおかみに似ている。まだ幼獣だからだろう、子犬のように愛らしい。雪原を思わせる白銀の毛並みは美しく、ふわふわ、ころころと動くさまは、まるで雪玉のようだ。ふこふこの体温が愛しくて、思わずぎゅっと抱だきしめてしまう。　>>>♥

『ふふふ、先生、くすぐったいです』

「あっ、ごめん」

　桃寧が身じろぎすると毛玉が腕の中でくるりと回り、ふさふさの尻尾しつぽが頰をくすぐった。

　心地ここちよい手て触ざわりに誘われ、柔らかな耳の裏から背中を通って、お腹なかまでくまなく撫で回す。

　すると桃寧は耐たえきれなかったようで、声を上げて笑った。笑いすぎて修莉の腕を飛び出し、とうとうころんと床ゆかに転げてしまう。

『先生ってばもう。こんなに笑ったら、お腹があったかくなってしまうじゃないですか』

「ごめん、ごめん」

　謝りながらもついつい手が動く。ひゃあ、とひっくり返ったような桃寧の声がまたツボで、修莉も笑いが止まらない。

　どれくらいの時間、そうしていたのだろうか。夢中になりすぎて、客人に気づくのが遅おくれてしまった。

「おや、これは……ずいぶんと賑にぎやかだね」

「李珀さま!?」

「驚おどろかせて申し訳ない。扉とびらを叩たたいたんだけど、返事がなかったものだから」

　修莉の居室に入ってきたのは李珀だった。失礼しました、と笑い泣きの涙なみだを拭ふき、立とうとした瞬間、

『申し訳ございません、兄上!!』

　桃寧が、目にも留まらぬ速さで起き上がるや否や、ぴしっ！　と姿勢を正した。常つね日ひ頃ごろから礼れい儀ぎ正ただしいとはいえ、さっきまでとあまりにも違う様子に驚く。

「……桃寧。そんなにかしこまらなくていいよ。修莉がびっくりしてる」

　李珀は苦笑いするが、桃寧は微び動どうだにしない。

「あの……？」

「すまないね、これはその……習慣のようなものだよ。私たちはみだりに変身しないように、幼い頃ころから厳しく言われて育つんだ。神獣の力は感情と密接に結びついていて、制せい御ぎよすることを学ばないと、すぐに姿が変わってしまう。子供のうちはほら、楽しかったり、悲しかったり、怒おこったり……特に激しいだろう？」

　感情そのものが、姿を変える力になる。それは修莉がはじめて知った、神獣の秘密だった。

　神獣の姿は神聖なものであり、非日常的な存在である。平時にころころと変身することなどあってはならない──。理り屈くつはわかるが、大人ならまだしも、子供にとっては難題だろう。

　猛もう省せいする桃寧に対して、李珀は寛かん容ようだ。あまりはしゃぎすぎないように、と釘くぎを刺さすだけに留とどまった。

「ところで李珀さま、どうしてこんなところまで……？」

　ついさっき、楊玄とその部下と交かわした会話を思い出す。あの黒くろ塗ぬりの門が神しん殿でん側の領域というなら、環青宮は間ま違ちがいなく皇こう帝てい側の領域だ。それなのに、神殿側の筆頭である李珀は平然とここにいる。侍女たちに止められた様子もないのは、指南役だからなのだろうか？

「きみたちの様子を見にきたんだよ。特に修莉のね」

　混乱する修莉とは裏腹に、李珀は世間話でもしにきたかのような気軽さだ。

　連理梓に就任して、はや一ひと月つき。新しい生活に慣れたかどうか、不便はないか。そんなことを確かく認にんしにきたというが、桃寧にひしと寄り添そう修莉を見て、「私の出る幕はなさそうだね」と結論を出した。

「二人とも、すっかり打ち解けたみたいでなにより。修莉もここに馴な染じんできたみたいだし、言うことないよ。……それにしても、いったいどんな愉ゆ快かいなことがあったっていうんだい？」

　修莉たちは顔を見合わせた。この場にいるのは幸い李珀ひとりだ。内ない緒しよにしてくださいねと念を押して、桃寧の着物が破れた経けい緯いと、それを繕つくろったことを打ち明けた。縫い合わせた袖を見せると、李珀はしばらく目を凝こらし、やがて「ああ！」と驚きよう嘆たんする。

「驚いた……、ちっとも気がつかなかったよ。実に見事な腕うで前まえだね」

「ありがとうございます。……細かい作業は、結構得意なんです」

　針仕事だけではなく、桶おけの箍たがを直したり、扇おうぎの柄えを取り替かえたり、栗くりの皮を山ほど剝むいたりと、とにかく手先を使う細々としたことは、修莉の仕事だった。ただ器用というだけで、特別な技術を身につけているわけではないのだが、李珀は興味深そうに話を聞いてくれる。

「なるほどね。よかったな桃寧、これなら秘密は守れるだろう」

　李珀に頭を撫でられた桃寧は、返事の代わりに尻尾をぶんぶんと振ふった。

「──ところで、楊玄とは最近どうかな。うまくやっている？」

　任命式のような公式の場ではないからか、李珀は弟のことを敬けい称しようではなく名前で呼んだ。

　それにしても、抜ぬき打ち試験のような質問である。

「えっと……、陛下とは、あんまり」

　情けないなと思いながらも、正直に話した。ろくに顔を合わせる機会もなく、会えば今日のように説教を受けてしまう始末だ。まともにできるのは挨あい拶さつくらいで、会話が弾はずんだことなど一度もない。

「ふうん。こちらは難航しているということか」

「このままじゃよくないとは思うんですけど……、とっかかりがあまりにもなくて」

　神しん獣じゆうの縁えにしにより結ばれた皇帝陛下と連理梓が、手を取りあって皇太子を養育する──それが受け継つがれてきた伝統であり、あるべき姿だと歴史は語る。

　しかし現実は、自覚も自信もない、とりたてて特技もない、ないないづくしの連理梓は皇帝陛下に見向きもしてもらえなかった。やはり自分では力不足なのかもしれないと、油断するとつい思考が暗く翳かげる。

　桃寧がいなければ、とっくに心が折れていただろう。修莉のことをまっすぐに慕したってくれる姿に、何度励はげまされたことか。

『……兄上とは滅めつ多たにお会いできませんからね』

　ぽつりと言うその声に、修莉ははっとした。桃寧もまた、楊玄の背中を追いかけているのだ。きっと、物心ついたときからずっと。

　振り向いてもらえなくても挫くじけず、寂さびしいと駄だ々だをこねることもしない。修莉からすれば、桃寧は聞き分けがよすぎる。

　多た忙ぼうな楊玄を捕つかまえて遊び相手になってほしいとは言わない。せめて、食しよく卓たくだけでも一いつ緒しよに囲んでくれたら──そんなことを考えて、さっきはっきりと断られたことを思い出す。

「まあ、そう焦あせることはないよ。あいつの頭が固いのはいまに始まったことじゃないんだから。きみはきみのままでいればいい」

　李珀はどうも、楊玄に対して手厳しい。指南役として修莉の肩かたを持ってくれるのだとしてもそうですねとうなずくのは気が引けて、迷った末に「はい」とだけ返事をした。





◇






　うららかに晴れたその日、桃寧は朝からご機き嫌げんだった。

「今日の昼ひる餉げは、焼やき鴨がもですよ」

　まだ朝餉の時間だというのに、桃寧は満面の笑えみだった。どうやら先ほど新しん鮮せんな家鴨あひるが膳ぜん房ぼうに持ち込まれるのを見たらしい。焼鴨は桃寧の大好物だ。

　いつも以上にはりきれば、あっという間に昼がくる。みっちりつまった授業を終えて、お腹はもうぺこぺこだ。

　尻尾ふりふり、弾む足どりで食堂へ向かった桃寧を迎むかえたのは、焼鴨以上のご褒ほう美びだった。

「あ……兄上っ！」

　桃寧が一目散に駆かけ寄った先には、楊玄がいた。昼餉の時間に姿を見せるのははじめてだ。──もしかして、李珀が口くち添ぞえでもしてくれたのだろうか？

「兄上とご一緒できるなんて！　今日はお仕事が早く終わったのですか？」

「まあ、そんなところだ」

「そうなんですね。あぁよかった、今日が焼鴨の日で」

　愛あい想そひとつない返事にもめげず、桃寧は楽しそうに話しかける。大好きな兄と大好物の焼鴨を食べられることが、嬉しくて仕方ないようだった。

　本当はいつもこんなふうに楊玄のそばにいたいのだろう。声をかければ応こたえてくれる、今日のことをその日のうちに話せるような、そんな距きよ離りに。

　桃寧が「ふふふっ」と嬉うれしそうに笑うのと、全身からふわりと錦にしき色の煙けむりが立ちのぼるのは、ほぼ同時だった。するりと着物が抜け落ちて、床ゆかにぶつかった佩はい玉ぎよくがシャランと音をたてる。桃寧の姿は、すでにその場になく──、

「あっ……！」

　ころんと転げた白銀の毛玉に、思わず声が洩もれた。陽光を受けてきらめく雪にも似た美しい毛並みと、快晴の空を思わせる水色の瞳ひとみ。抑おさえきれない喜びが桃寧を神獣の姿に変えた、その瞬しゆん間かんだった。

「──なにをしている！」

　雷かみなりのような怒ど号ごうに打たれて、桃寧の獣毛が一瞬にして逆立った。そばにいた修莉も、配膳のために控ひかえていた侍じ女じよも、誰だれもが息をするのも忘れて凍こおりつく中、すぐさま我に返ってその場で姿勢を正した桃寧を見てはっとする。

　李珀に獣けもの姿を見られたときとまったく同じ、条件反射のような反省。もしかしてその理由はと、いまにして思い当たる。

「……修莉。さてはそなた、見たことがあるな？」

　切れ味鋭するどい視線が、今度はこちらを向いた。しまった、と思ったときにはもう遅おそい。人間が獣姿になったというのに平然としていては、見たことがあると白状しているのと同じだ。

　こんなとき、機転の利きかない自分を恨うらむ。──ごめん、桃寧。

「はっ……はい……見ました。でも、一回だけで」

「回数の問題ではない」

　弁解はなんの意味も持たなかった。抑えた声こわ音ねが、かえって怒いかりの峻しゆん烈れつさを強調する。桃寧は白い尾おをぺったりと床につけ、小さな体たい軀くを丸めて震ふるえていた。

「──桃寧」

　名前を呼ばれるまま、桃寧がおずおずと顔を上げる。抜けるように晴れていた空色の瞳は、見る影かげもない曇くもり空へと変わっていた。

「感情の赴おもむくままに、姿を変えてはならぬ。神獣の姿が特別なものだということは、そなたも知っているはずだな。この身体からだが私たち自身のものだとは、決して考えてはならないと」

『……はい、兄上』

　突とつ如じよとして始まった説教を、修莉はなすすべもなく見守るしかなかった。神獣の力の扱あつかい方について口を挟はさめるわけもなく、かばう言葉も思いつけない。それは侍女たちも同じようで、盆ぼんを持ったままその場から動こうとしなかった。

「民たみを導く存在である私たちが、己おのれを律することができなくてどうする。私たちの不安は民の不安を、不用意な興奮はいらぬ争いを招くと心得るのだ」

『わかっています。でも……でも、ぼくは……』

「言い訳をするな」

　追いつめられてゆく桃寧を見て、胸が引き絞しぼられたように痛くなった。

　桃寧はただ、嬉しかっただけなのに。いつも寂しさを我が慢まんしているぶんだけ、気持ちが堰せきを切って溢あふれてしまっただけだというのに。こんなにも叱しかられる必要があるのだろうか？

『っ、ごめん、なさ……』

　大おお粒つぶの涙なみだが床に落ちる、その刹せつ那な。自分でも驚おどろくくらいはっきりとした声で、修莉は楊玄に向かって口を開いた。

「ちょっと待ってください、陛下」

「なんだ？」

　情でかばうなら容よう赦しやしないぞ──楊玄の清せい冽れつな双そう眸ぼうが、修莉に警告をよこす。それがひどく歯は痒がゆくてならなかった。弟は繊せん細さいだというのに、どうして兄はこんなにも鈍にぶいのだろう。

「桃寧は陛下と一緒に食事ができるというだけで、嬉しくて仕方ないんですよ。それだけじゃありません、いつも『忙いそがしすぎてお食事もまともにとれていないのでは』って、陛下のことを心配しているんです」

「……それで？」

　怯ひるむな。ぐっと腹に力を入れて、その目を見み据すえた。視線の冷たさに気け圧おされて萎しぼみそうになるのを、すんでのところで堪こらえる。

「もっと、桃寧と過ごす時間をとってください」

　皇太子にとって、皇こう帝てい陛下は背中を追うべき存在だろう。骨身を削けずるようにして働く楊玄を見て、公務に対する姿勢を学ぶというのもわかる。でも、この二人の関係はあまりにも寂しい。

「なにを言うかと思えば、そんなことか」

「大事なことです。陛下の顔を見れば、桃寧の不安は解消されます。心が安定すれば、感情を制することもできるようになるとは思いませんか？」

「……神獣の力について勉強したのか？」

「いえ……、感情と結びついている力だという話を聞いただけです。力を扱うことの大変さは、僕にはわかりません。だけど桃寧のことなら知ってます。陛下が思っているよりずっと、桃寧は辛しん抱ぼう強づよいんです。寂しいと思っても、それを口には出しません」

　思い当たる節があったのか、楊玄の表情がわずかに動く。やはり桃寧は楊玄に甘えたことがないのだろう。己を律する強い心を、桃寧はすでに備えているのだ。そしてそれは、兄を見て学んだものに違ちがいなかった。

「それから、陛下のことがすごく好きで……心から尊敬してるってことも」

　桃寧が話してくれる楊玄の姿に、修莉は人として惹ひかれていた。桃寧が発する言葉の中に、楊玄の愛情が見えたからだ。

「桃寧が心から満たされたら、力の制御もきっとうまくできます。そのためには、陛下のお力が必要なんです。お願いします、どうか──」

　未熟だと叱しつ咤たするのではなく、その愛情を注いでください。

　そんな最後の思いは言葉にならず、ただ深く頭を下げた。しんと静まる食堂の中で、自分の心音がやけに大きく聞こえる。怖おじけずに言えた興奮で、やたらと顔が熱い。

「……修莉、もういいから頭を上げなさい」

『先生……』

　ぽかんとした顔の侍女たち。驚きのあまり、涙を引っ込めた桃寧。周りの様子を見てやっと、修莉は自分がしでかしたことの大だい胆たんさに気がついた。

「えっと……」

　冷や汗あせが時間差で流れるのを感じる。やはり怒おこっているだろうかとおそるおそる見た楊玄の顔は、思っていたほど怖こわくなかった。どこか毒気を抜ぬかれた表情で、咳せき払ばらいをひとつする。

「──そなたの主張は、よくわかった」

　その声からは、すっかり険がとれていた。

「幼いうちは特に、感情に伴ともなう力を制御するのは難しい……、私も苦労した覚えがある」

『……兄上がですか？』

　兄の知られざる昔語りに、桃寧が興味を示す。

「ああ。私とて、生まれたときから泰たい然ぜんとしていたわけじゃない。すっかり忘れていたけどな、修莉に指し摘てきされるまでは」

「あ、あの……、わかったようなこと言って、すみません」

　いくら我慢できなかったとはいえ兄弟間の話だ。そればかりか神獣の力にまで意見したのはさすがに出しゃばりすぎだったのではないか。そんな不安が、いまさらながらに湧わいてくる。

　しかし、楊玄は修莉を責めなかった。

「いや……、そなたの言うことは一理ある。私も努力しよう」

「!?　それって──」

「公務に偏かたよった生活は、そろそろ見直したほうがよさそうだ。せめて日に一度は、そなたたちの顔が見られるように」

　楊玄が修莉の主張を認め、受け入れてくれた。

　そのことを理解するまでに、一呼吸分の間が必要だった。

「あ……、ありがとうございます！」

「桃寧。人に戻もどって、着き替がえてきなさい。一いつ緒しよに食事をとるのだろう」

『……はい、兄上！　すぐに！』

　ころころと転がるように駆かけていく桃寧を、侍女が着物を拾って追いかける。その平和な姿に、ふつふつと嬉しさがこみ上げてきた。桃寧の気持ちは、きちんと通じたのだ。もちろん、修莉の思いも。

　言ってよかった。勇気を出して、本当によかった。後先考えない行動も、たまにはいいかもしれない──

「修莉」

「はっ……、はい」

　油断していたところに名前を呼ばれ、思わずぴんと姿勢を正した。「そう怯おびえなくともよい」と楊玄は苦笑いする。

「すまなかったな。そなたが仲ちゆう裁さいしてくれて助かった」

「いえ、そんな」

　つい言いすぎてしまうから、と楊玄は自省する。どうやら、厳しすぎるという意識は持っているらしい。

「桃寧を叱っているときに意見してきたのは、そなたがはじめてだ。皆みな、遠巻きに眺ながめているだけで口を出そうとはしない。……そなた、意外と胆力があるのだな」

「自分でも驚いてます……。あ、でも。陛下が桃寧のためを思っておっしゃってるってことは、わかっているつもりです。もちろん僕だけじゃなくて、本人もきっと」

　楊玄は承知しているとばかりに、鷹おう揚ような態度でうなずいた。

「まあ、こんな耳と尻尾しつぽを持った形なりで国を治めようというのだから、どうしても訓練は必要になる。感情を周りに悟さとられるのは、不都合なことのほうが多い。内政でも外交でも、腹の探さぐり合いはあるからな……動どう揺ようするたびに尻尾を逆立てるわけにはいかないだろう？」

　本心が筒つつ抜ぬけの状態ではきっと、まとまる話もまとまらない。それどころか、気の置けない会話を交かわすことも難しいだろう。

　それを聞いて、「なるほど」と納なつ得とくした。楊玄の耳と尻尾は普ふ段だんからあまり動かず、たとえば人の瞬まばたきのようにごく自然で、ささやかにしか反応しない。

「変身する力は、感情の強弱に左右される面が大きい。逆に言えば、それを制御しようとすることで落ち着きのある行動が身につくのかもしれないが……結局、加減の問題なんだろうな」

　今日の楊玄は、色々なことを話してくれる。どうやって距きよ離りを縮めようかと悩なやんでいた相手だというのに、交わす会話はとても自然で、不思議なことにしっくりくる感じがあった。

「桃寧とはすっかり親しくなったようだな」

「はい。一緒にいるとすごく楽しくて、勉強になります」

「なるほど。それで、そなたの成長も著いちじるしいということか」

　思わぬ指摘に、目を瞬しばたたく。

「……僕、成長していますか？」

「少なくとも、泣きながら私のあとをついてきた男と同一人物とは思えん」

　故郷にすがることも許されず、心細さに惑まどったあの夜。官かん吏りたちの落らく胆たんや敵意を受け止めて傷ついた心を抱かかえ、ひとりで眠ねむったことはまだ記き憶おくに新しい。

　それでも修莉は、この場所に残ることを選んだ。手探りの毎日は一歩ずつ進むのが精せい一いつ杯ぱいで、成長しているかどうかなんて、自分ではわからない。

　だけど、楊玄は気づいてくれた。小さな一歩を認めてくれた。その事実に、じわじわと喜びが湧いてくる。

　しかし──これだけははっきりさせておかねばなるまい。

「あの。僕、泣いてなんかいませんよ」

「……洟はなを啜すする音が聞こえたが？」

「寒かったんです」

　修莉が答えると、わずかな間が空く。そして、楊玄が笑った。苦く笑しようでも失笑でもなく、ただ可笑おかしくてという顔で。　>>>♥

「そなた。なかなかの負けず嫌ぎらいだな」

　今度は、言い返さずにおく。いつもよりずっとやさしい貴重な笑え顔がおを、もう少しだけ眺めていたかった。







三　秘密の薬湯




　李珀から「手伝ってほしい仕事がある」と頼たのまれたのは、気持ちのいい風が吹ふく露ろ台だいに出て桃寧と一緒に緑りよく豆とうの砂さ糖とう漬づけを食べているときだった。

　神しん殿でんの仕事ですか？　と尋たずねた修莉に、李珀は「いや」と首を振ふる。

「頼みたいのは、本の修しゆう繕ぜんなんだ」

　連れ立って向かった先は、蔵ぞう書しよ閣かくだった。李珀は神殿の責任者でありながら、この万天城の書庫にあたる建物の管理人でもあるらしい。

　目下の悩みは古書の傷いたみだそうで、以前から修繕を考えていたものの、頼みの綱つなの司書は細かい作業が苦手ときた。どうしようかと思っていた矢先、手先の器用さにだけは自信のある修莉が現れたというわけである。

　役に立てることがあるなら、なんでもやりたい。指南役たっての依い頼らいを、修莉は二つ返事で引き受けた。

　古い本特有の匂においと静けさに満ちた蔵書閣の書しよ架かには、学術書や地図はもちろん、巷ちまたで人気の物語本まで幅はば広ひろく並んでいる。

「なかなかのものだろう？　収集を担当しているのは私だからね」

　李珀に促うながされて目的の古書を運んできた司書は、修莉の顔を見ると警けい戒かいする素そ振ぶりを見せた。李珀の部下である以上、皇こう帝てい側に属する修莉に対しては思うところがあるのだろう。

　ちょっとやりにくいが、仕方ない。ぎこちない会話を交わしながら、作業に取りかかった。

　切れてしまったかがり糸を外し、似た色の新しい糸を選んで綴とじてゆく。作業は単純だが、貴重な古書を扱あつかっているという緊きん張ちよう感かんがあった。

　糸の張りが均一にならなかったり、糸の長さを見誤ってやり直したりと、慣れるまで時間がかかったが、ようやくかがり終えたときにはそっけない態度だった司書までもが「お見事」と唸うなるほどの出来になった。李珀も「これならすぐにでも貸し出せる」と、満面の笑みだ。

　ひとまず二冊ほど直したところで、その日の作業を終えた。

　ところで自分はいったいどんな本を直したのだろうかと興味本位で一冊手にとると、中身は歴代皇族にまつわる史書だった。いわゆる正史ではなく、著名な史家の手による研究書だ。

「その本、お薦すすめだよ。豆知識みたいな話も豊富で面おも白しろいしね。たとえば……、これとか」

　李珀がそう言って開いてみせたのは、蔵書閣の建造に関かかわったひとりの妃きさきについて書かれた頁ページだった。

「記録によると、かなりの本の虫だったらしくてね。自分の宮に書物が入りきらないと言って、皇帝に『本だけを置いておく宮殿がほしい』とねだったそうだよ」

　一国の妃のおねだりは、規模が違ちがう。しかし、それを叶かなえてしまえる皇帝の力もまた、想像がつかないほど大きい。

　ふと。思い浮うかんだのは、楊玄の顔だった。

　もしも彼が寵ちよう妃ひに甘えられたら、諾だく々だくと従ってしまうのだろうか？

「……ないだろうなあ」

「うん？　なにが？」

「あっ、いえ。なんでもないです」

　至し極ごく勝手な妄もう想そうだが、「無む駄だ遣づかいするな」と叱しかりつける楊玄の姿がありありと目に浮かんだ。自分にも他人にも厳しいあの性格なら、どんな美び姫きを前にしても冷静沈ちん着ちやく、取り乱すことなどないのだろうなと思える。

　それとも──修莉が知らないだけなのだろうか？　もしかしたら、愛をささやくような相手が、どこかにいるのだろうか？

　楊玄と、その隣となりに立つ美しい皇后。二人の並ぶ姿を思い浮かべたその瞬しゆん間かん、もやもやとした摑つかみがたい感情が、修莉の胸を掠かすめた。

　形のないそれに、名前をつけるのは難しい。ただなんとなく、心地ここちが悪い。経験したことのない気持ちに、修莉は惑った。

「……そういえば、陛下にはお妃さまがいらっしゃらないですよね」

「ん？　あぁ、そうだね」

「それって、なにか理由でもあるんですか……？」

　正体不明のもやもやを抱いだきつつ、好こう奇き心しんを装よそおって尋ねる。一いつ般ぱん論ろんとしても、若き皇帝に伴はん侶りよがいないのは不自然だ。在位中に独身を貫つらぬいた例は、早世した場合などを除けばほとんどない。

「さあ？　我が弟ながら時々、なにを考えているのかわからないからね。まあ、女性に相手にされないという理由だとしたら納得だけど」

　楊玄の話になるとやはり、李珀の言葉は棘とげを帯びた。派は閥ばつ争いの色合いとはまた違うように感じるのは、穿うがちすぎだろうか。皇帝側であるところの修莉にいつも親切にしてくれるので、落差が余計に気にかかる。

　異母弟である桃寧と違い、李珀と楊玄は同じ両親から生まれた兄弟だ。二人は幼い頃ころに先帝の正妃であった母親を亡なくしている。

　世せ襲しゆう制の昊国では原則的に長子が帝位を相続するが、現在玉座に就ついている楊玄は次男だ。後継を指名したのは二人の父親である先帝で、その経けい緯いまでは国民に明かされていない。

　皇太子内定の報しらせが出たときの修莉はまだほんの子供だったこともあり、疑問に思った記憶はないのだが、もしかしたら李珀はこの番ばん狂くるわせに思うところがあるのかもしれない。

　修莉はこの話を広げるのを諦あきらめて、薦められた本を借りて帰ることにした。

　やけに騒さわがしい男たちが静かな蔵書閣に大挙してやってきたのは、修莉が手続きをしている最中のことだった。

　男四人が一組となり、「ここ、置いていいかい？」と言うが早いか、なにやら重そうな木箱を次々と運び入れていく。司書は慌あわてて、李珀を呼びに走った。

「まさか、同時に届くとはね……」

「梱こん包ぽうをほどくだけでも一苦労ですよ……」

　計三つの木箱を前にして、李珀と司書がげっそりした顔になる。中身はすべて、李珀が各地から取り寄せた郷土史関連の本らしい。

「あの……僕でよければ、手伝いましょうか？」

「──いいのかい、修莉？」

「はい。お二人でこの量を片付けるのは大変そうですし……人手が多いほうがいいかなって」

　この場に居合わせた者として、見過ごすのはしのびない。修莉が申し出ると、李珀と司書は諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいしてくれた。

　木箱三つにぎっちりと収められた書物の内容は、各地の習しゆう俗ぞくをはじめ地理や生活に至るまでさまざまだ。よくもまあこんなに集めたものだと、李珀の手しゆ腕わんに舌を巻く。

　梱包をほどいて大おお雑ざつ把ぱに分類していると、一冊の本が目に留まった。頑がん丈じように装そう幀ていされた事典の間にひっそりと挟はさまっていた、ひときわ古い本だ。

「これ……」

　気になったのは内容ではない。昊こう国こく語ごとは違う、記号のような文字だ。幼い頃によく遊んだ不思議な双六すごろくに使われていたその文字を、修莉の祖父は「異国の言葉」だと言った。

　文字を組み合わせて単語を作り、できた単語の文字数分だけ駒こまを進める。そんな風変わりな双六で、祖父と何度も勝負した。勝つためのコツは、単語をたくさん覚えることだ。盤ばん上じようには指定された文字数の言葉を作ったり、決められた文字を使って単語を作ったりといった仕し掛かけもあり、長い単語さえ覚えれば勝てるというものでもなかった。

　──修莉、おいで。じいちゃんと勝負だ。

　双六盤を前にして手招きする祖父の楽しそうな顔が、鮮せん明めいに蘇よみがえる。博識な人だった。若い頃は、学問の道を志したこともあるという。

　文字を見ていると、こみ上げてくる懐なつかしさで胸が熱くなった。十年以上も前のことをよく覚えていたものだ。どうにかして祖父に勝ちたいと、必死だったのだろう。

　惜おしむらくは、どこの国の言葉かわからないことだ。祖父からは「男と男の真しん剣けん勝負につき、他言無用」と釘くぎを刺さされて、調べることは敵かなわなかった。多少の知ち恵えをつけてからはさすがに妙みようだなと思ったものの、尋ねたい相手はそのときすでに、この世の人ではなかったのである。

　修莉が手にした本は、伝統的な祭りに関する文ぶん献けんだった。ほかの祭さい祀し関連の書物とまとめて、作業に戻もどる。片付けなくてはならない本は、まだまだ山積みだった。







　すべての木箱を空にしたところで、作業は終しゆう了りようとなった。

　李珀から「予定外の仕事を手伝ってくれたお礼にお茶でも」と招かれたのは、城内の庭園だ。

　ごく私的なものだというその庭園は、環かん青せい宮きゆうのそれとはまったく異なる趣おもむきで整えられていた。花木より果樹のほうが多いのか、吹ふき抜ぬけていく風は甘い香かおりを乗せている。四阿あずまやもまた独特で、繊せん細さいな鍾しよう乳にゆう石せき飾かざりの天てん井じようや、貝かい殻がらや硝子ガラスを敷しきつめた色とりどりの床ゆかが、どこか神秘的なたたずまいを見せていた。

「不思議な雰ふん囲い気きですね。けど、なんだか落ち着きます」

「そう言ってもらえると嬉うれしいね」

　李珀はおいしい薄はつ荷か茶を振ふる舞まってくれただけでなく、たわわに実った茘枝ライチを籐とう籠かごいっぱいに持たせてくれた。

「ありがとうございます！　こんなに立派な果物がとれるんですね」

「桃ももや梨なしも絶品だよ」

「すごいなあ……。そういえばこの庭園、珍めずらしい植物が多いみたいですけど……？」

　球形の茎くきを持つものや、ぷっくりと分厚い葉を持つもの、色も香りも濃こい花をつけるもの。どれも、環青宮の庭や故郷の野山では見たことがない。

「薬くす師しの息子むすこは植物にも詳くわしいのかな。実はこの庭園は、西さい域いきの山水を再現しているんだ」

　昊よりも西にある小国の集まりは、まとめて西域と呼ばれている。いくつかの国とは交易があり、茶葉や織物などが市中にも出回っていた。

「たとえばこれなんて、本来は西域でしか咲さかない花なんだよ」

　李珀は腰こし帯おびに下げた小こ袋ぶくろから、一枚の栞しおりを取り出した。栞には、押し花にした翡ひ翠すい色の花弁があしらってある。海の色とも空の色ともまるで違ちがうどこか幻げん想そう的な色に、修莉は一目で心を奪うばわれた。

「こんな綺き麗れいな色の花、見たことありません」

　昊と西域では風土が違う。李珀はわざわざ土と肥料を西域から取り寄せ、水のやり方や日光の当たり具合を工く夫ふうすることによって、その風土の違いを補い育てているのだと言った。

「……李珀さまは、どうしてそんなに西域がお好きなんですか？」

　よく考えたら、薄荷茶も西域で好まれている茶のひとつだ。植物から建物まで西域を模して造られたこの庭園は、精せい巧こうな箱庭だった。相当の愛着がなければ、ここまではしないだろう。

「私の母の故郷だから──なんて。感傷的な答えで申し訳ないね」

「いえ、そんなことは」

　亡き母の面おも影かげを求めて西域に思いを馳はせる李珀の心情は、察するに余りある。幼くして母親の手を離はなれるのが皇族の常とはいえど、やはり生死の違いは大きい。現に桃寧は年に数度あるという皇太后との面会を励はげみに、日々の勉強を頑がん張ばっているのだ。

「この花は特にね……母上の形見のようなものだから」

「形見、ですか？」

　湿しめっぽく話すつもりはないんだけど、と前置きしてから李珀は語る。

「母上が病びよう床しように臥ふせったのは、私がまだ四つのときだった。侍じ女じよたちに窘たしなめられながら、毎日のように見み舞まいに行ったよ。食欲がなかったから、いちばん喜ばれた見舞いの品は花だった」

　寝しん台だいから起き上がることのできなかった母親は、李珀の持ってくる花でその日の天気や季節の移り変わりを楽しんでいたという。

「私は名案を思いついた。母上の故郷に咲く花を持っていったら、きっと喜ぶだろうってね。大臣たちに、西域まで行って持ってきてくれとせがんだんだ。でなきゃ私を行かせてくれって。……ずいぶん叱しかられたけど、しばらくして私は花を手に入れることができた。私は確信したよ。母上は絶対、元気になるだろうって」

「お母さまは、さぞ喜んだでしょうね」

　愛する我が子が、自分を想おもって選んでくれた品だ。どんな薬よりも元気が出たに違いない。

　しかし、李珀は力なく首を振った。

「……渡わたせなかった。間に合わなかったんだ」

「……」

　悲しい結末に、修莉は目を伏ふせた。閉とざされた部屋の前で、翡翠色の花束を手に立ち尽つくす幼い李珀の姿を想像するだけで、胸が締しめつけられる。

「それからずっと、私はこの花を育てている。弔とむらいなのか、私自身が花に魅みせられてしまったのか……もうわからないんだよ」

　思い出の花が昊の大地に根を張れるよう、心をこめて育てることで、李珀は悲しみを癒いやそうとしているのかもしれない。

「その栞は修莉にあげよう」

「えっ……、でも」

　大切な思い出の品と知っては、受け取れない。

「いいんだ、何枚か同じものがあるから。それに──花は、毎年咲く」

　だから遠えん慮りよしないで、と言われて修莉はありがたく栞を受け取った。美しい花弁に心なしか哀あい愁しゆうを感じるのは、李珀の話を聞いたからだろうか。

「花が咲いたら、見にきてもいいですか？」

「もちろん。あと三み月つきと少し先か……天候にも左右されるから、見み頃ごろになったら招待するよ」

　李珀の──そして楊玄の母親は、どんな女性だったのだろう。ふと、そんなことを思った。

　李珀が四歳なら、楊玄は生まれて間もない頃ころだ。……いまさらながら、その事実に気がつく。おそらく楊玄は、母親の顔も覚えていないに違いない。

　ならば、この花のことは知っているのだろうか。

　兄が心の拠より所にしている、翡翠色をした美しい花のことを。





◇






　その日の夜、修莉は自室で借りてきた史書を読んでいた。

　太古の昔、この地に降りた神しん獣じゆうが人との婚こん姻いんで生なした半神の子が、昊国における建国の祖と言われている。そんな神話の時代から、領土拡大の争いに明け暮れた戦国時代を経へて大陸一の大国となった現代に至るまで、いつの時代も中心にあるのは神獣の存在だ。

　神獣の血を引く子孫は、国を統すべる者と、昊天の神の意思を伝える神官とに分かれて、国を支える。現在でいえば楊玄が前者で、李珀が後者というわけだ。

　一いつ般ぱん庶しよ民みんが神獣に変じた皇族の姿を目にする機会は、一生のうちあって数回と言われている。重大な神事、国の慶けい事じもしくは有事の際、国民の心をひとつにするため、皇族はその姿を神獣へと変えるのだ。いずれも滅めつ多たにあることではない。修莉がもし故郷で一生を終えていたら、その数回の機会すらも得ることはなかっただろう。

　本の虫の妃きさき以外にも、史書には個性豊かな歴代皇族の逸いつ話わが収録されている。そのほとんどはきらびやかな英えい雄ゆう譚たんだったが、ひとつだけ異質な記述があった。

　項こう目もく名は【苦く悩のう】──そこに書かれていたのは、神獣の血を引く皇族のみが罹り患かんしたという奇き病びようの話だ。原因不明、治ち療りよう法は皆かい無む。尋じん常じようならざる高熱が続いたのちに全身が焼けるような痛みに襲おそわれ、やがてはその命を失うという。精細な筆ひつ致ちで描えがかれた患かん者じやの挿さし絵えは、目を背そむけたくなるほど凄せい惨さんだった。

　こんな恐おそろしい病が本当に存在するのだろうか。信じがたい気持ちで、頁ページを繰くる指が震ふるえる。皇族たちがいかに苦しめられたかを書き綴つづった本文は、『神獣の血を引く子孫たちは、偉い大だいなる力でもってこの脅きよう威いを克こく服ふくした』という一文で締めくくられていた。

　現在は根絶している──その事実にほっとすると同時に、それもそうかと納なつ得とくする。皇族を狙ねらい撃うちするような不治の病などというものがまだ残っていたら、皇室への信しん頼らいは失しつ墜ついし、国はたやすく衰すい亡ぼうしてしまうだろう。

　史書というより怪かい談だんを読んだ気分で本を閉じると、すっかり夜が更ふけていた。毎晩遅おそくまで仕事をしている楊玄も、そろそろ環青宮に戻もどってくる頃だろう。

　修莉は史書を片付け、冷やしておいた茘枝を持って部屋を出た。疲つかれて帰ってくるであろう楊玄に差し入れしたくて待っていたのだ。

　喜んでくれるといいな、と思いながら廊ろう下かを歩いていたそのとき。陶とう器きの割れるような音が不意に静せい寂じやくを破り、びくっ！　と心臓が跳はねた。

「っ!?　な……、なんだいまの音……？」

　辺りを見回しても、音の正体はわからなかった。かなり大きな音だったというのに、誰だれかが駆かけつける様子もない。それがどうも不気味で、おのずと急ぎ足になる。

「陛下？　いらっしゃいますか？」

　人の気配はするのに、扉とびらを叩たたいても呼びかけても返事がない。さっきの奇き妙みような音も気になるし、一目でいいから楊玄の顔が見たかった。……このまま長い廊下を歩いて帰るのは怖こわいから、という理由で。

「陛下、入りますよー……」

　叱られたらそのときはそのときだ、と腹をくくって扉を開けたその瞬しゆん間かん。らしくなく焦あせった楊玄の声が、修莉を制止した。

「修莉……!?　待て、来てはならぬ！」

「え……ええっ？　────これは……!?」

　びしょ濡ぬれの床ゆかに散乱するのは、陶器の破は片へんに干ひからびた樹皮や花か蕾らいと、なにかの粉末。

　寝ね間ま着き姿の楊玄はそれらを沈ちん痛つうな面おも持もちで見下ろしている。

「…………どうした、修莉。こんな夜分に」

「ど、どうしたって。訊ききたいのはこっちですよ」

「その……大事ない」

「皇帝陛下の部屋がこんなにめちゃくちゃになっていたら、大事あると思うのが普ふ通つうです」

　修莉の反論に、楊玄はきまりが悪そうな顔になる。しかし現場を押さえられては分が悪いと判断したのか、この惨さん状じように至った経けい緯いをあっさりと白状した。

「薬湯を作ろうとして、手元が狂くるったんだ」

　どれだけ狂っちゃったんですか、と言いたいのをぐっと堪こらえる。散らばっているのは確かに、どれも見覚えのある生薬だ。

「お怪け我がは……なさそうですね、よかった。片付けますから、どいてください」

　楊玄はもう抵てい抗こうせず、修莉に言われるまま端はしに寄る。破片を除き、濡れた床を拭ふいて生薬を拾い集めると、やっとまともな状態に戻った。

「……すまない。ありがとう」

「いいえ、これくらい。……けど薬湯だなんて、どこか具合でも悪いんですか？」

「いや……実は、不ふ眠みんの気があってな。毎晩寝る前に必ず飲んでいるんだ」

　はじめて知る楊玄の不調に、修莉は驚おどろく。疲れているだろうとは思ったが、そんな素そ振ぶりをちっとも見せない人なのだ。それにしても──、

「……毎晩こんな騒さわぎを？」

「いつもは、もっとうまくやっている」

　泳いでいる視線がどうも怪あやしい。だが、こんなときでも耳と尻尾しつぽが滅多な動きをしないのはさすがだ。

「こういうことは侍じ女じよか女じよ官かんに任せてるのかと思いましたけど」

「不特定多数の者に、体調を知られるようなことはしたくない。一時的なものならまだしも、これから先もつきあっていかなければならないのだからな」

　一国の長おさの健康状態は、機密に値あたいする。漏ろう洩えいを恐れて、手ずから薬湯をつくっているというその慎しん重ちようさに、またしても驚かされた。廊下に人ひと気けがなかったのも、楊玄が人ひと払ばらいしたのだと思えば合が点てんがいく。

　とはいえ不眠が悩なやみなら、就しゆう寝しん前に薬湯作りで苦労するのは、逆効果ではなかろうか。

「気持ちはわかりますけど……そうだ、ご家族なら信頼して任せられるんじゃないですか？　──たとえば、お妃さまとか」

「そなたまでそんなことを言うのか」

　修莉の提案に、楊玄は苦笑いを浮うかべた。聞けば、重臣たちは寄ると触さわると「見合いを」「妃を」とうるさいらしい。そんなこととは露つゆ知しらず、焼いてしまったお節せつ介かいを謝罪する。

「謝らなくてもいい。ただ、必要性を感じていないというのが正直なところだ。わざわざ私の薬湯を作らせるためだけに結けつ婚こんするというのも気が引ける」

「結婚の必要性って、お世よ継つぎのことですか？」

「そうだ。すでに桃寧がいるからな」

「……でも、結婚の意義ってほかにもありますよね？」

「外交か？　火急に手を打つほどの案件はないな」

　周辺諸国との関係は、極きわめて良好。先帝の側室腹にあたる姫ひめ君ぎみが嫁よめ入いりして縁えんを結んだ国もあるそうで、「万ばん全ぜんだ」と胸を張る。

「それに、後宮を維い持じするのにも費用がかかる。国庫に余よ裕ゆうがあるわけでもなし、浪ろう費ひは慎つつしむべきだろう」

　楊玄にとって、結婚は世継ぎを作る手段。もしくは外交戦略のひとつであり、さらには財政を圧あつ迫ぱくするものでしかないのである。

　結婚ってそういうものじゃないんじゃ……とは思っても、口には出せなかった。

　結婚に対して確固たる理念があるわけでもなく、ましてや家庭を持っているわけでもない。

「どちらも困ってはいない。だから、私は妃を求めない」

　毅き然ぜんとした言葉の裏には、皇帝陛下の責任がある。途と方ほうもなく重たく、疲れたからといって誰かに肩かた代がわりしてもらうことは許されない。

　遠いな、と思った。楊玄のことを知れば知るほど、自分との距きよ離りを感じずにはいられない。同じ宮きゆう殿でんで寝起きしようと、連れん理り梓しという地位に就つこうと、決して縮まることのない距離だ。

　それを寂さびしいと思うのは、分不相応なことだろうか。ほんの一歩でいいから、近づきたいと考えるのは。

「……話が逸それたな。ところでそなたは、どうしてここに？」

「あっ、そうでした」

　当初の目的を思い出し、卓たくに置いておいた茘枝ライチを「どうぞ」と差し出す。不思議そうな楊玄に事情を説明すると、怪け訝げんな顔になった。「兄上から？」

「はい。ちょっとだけ仕事を手伝ったら、そのお礼にと」

「神殿の仕事か？」

「いえ、蔵書閣で古書の修しゆう繕ぜんを──」

「なんでそなたが。司書はどうした？」

　楊玄の気色ばんだ表情を見てようやく、自分が迂う闊かつな発言をしたことに気がついた。

　李珀ほどではないが、楊玄もまた兄に対して友好的とは言いがたい。事情を説明しても、むっとした顔は直らなかった。

「そなたが食べるといい、私は遠えん慮りよしておく。用事はそれで終わりか？」

「あ──、はい」

「だったら、部屋に戻るように」

　案の定そっけない態度になった楊玄は修莉に背を向けて、何事もなかったかのように薬湯を作り直そうとしている。差し入れを断られてしまってはもうこの部屋にいる理由はないのだが、微び妙みような空気を残したまま去るのは気が引けた。

「あの……陛下？」

「なんだ。手伝いなら無用だぞ」

　打たれた先手に口を噤つぐむ。「いつもはもっとうまくやる」と豪ごう語ごした手前後に引けないのか、修莉が李珀の仕事を手伝ったことに臍へそを曲げているのか。どちらの理由かはっきりしないが、むきになったような手つきが危なっかしくて仕方ない。

　匙さじの使い方はまだいいとして、問題は小刀だ。生薬を刻む手が、ぷるぷると震ふるえている。

　あわや指を切り落とすかという場面に、修莉は思わず「あっ」と声を上げた。

「だ……大だい丈じよう夫ぶですか」

「も、問題ない」

　見ているほうは問題ありだ。

　いつもは尊敬することしきりの責任感も、強がりか見み栄えに見えてくる。

　できることならいますぐ小刀を奪うばいたい。だがそんなことをすれば、部屋から追い出されてしまうだろう。

　じりじりしながら不器用極まりない手元を注視していたそのとき、潰つぶそうとした小さな種がつるりと滑すべって、あり得ない方向へ飛んでいった。え、と思ったのもつかの間。焦あせった楊玄の肘ひじが乳にゆう鉢ばちにぶつかり、黄土色の粉末がぱあっと宙を舞まう。

「危ないっ！」

　一瞬の判断で、手を伸のばしていた。転げ落ちた乳鉢は、間かん一いつ髪ぱつで修莉の手のひらにぽすっと収まる。

　──それが、我が慢まんの限界だった。

「すまない、助かっ……」

「──申し訳ありませんけど、陛下。もう見ていられません。ここから先は、僕がやります」

「なに？」

　目を白黒させている楊玄を押しのけ、卓の前に陣じん取どる。

「よせ、修莉。私がやるから」

「いいえ、陛下には任せられません。薬くす師しの息子むすことして言わせてもらいますけど、いい加減なやり方で作った薬湯を飲んでたら、治るものも治りませんよ」

　自分でも不思議なほどに、すらすらと言葉が出てくる。父の手伝いで培つちかった技術が、何度も薬湯を作ってきた経験が、楊玄に面と向かって意見を言わせた。

「陛下、それぞれの分量と配合の割合を教えてください。……早く！」

「あっ、ああ。順番に説明する……」

　やっとのことで抵てい抗こうを諦あきらめた楊玄は、煎せんじ方を一から教えてくれた。やや複雑な手順を踏ふむ必要があるこの薬湯は、修莉がはじめて目にするものだ。皇室お抱かかえ薬師の独自配合なのか、楊玄のための特別な配合なのかはわからないが、巷ちまたで不眠患かん者じやによく処方されているものとも違ちがう。丁てい寧ねいに煎じ、最後に粉末を溶といて加えて、完成した。

「お待たせしました。どうぞ」

　一口飲んだ途と端たんに、楊玄ははたと目を瞠みはった。信じられないものを見るような目つきで、手に持った茶ちや碗わんを眺ながめる。

「味が、いつもと全然違う……とても同じ薬湯とは思えない」

「コツがあるんですよ」

　薬湯は奥深い。材料は一いつ緒しよでも、工程ひとつ違たがえるだけで、味や匂におい、口当たりが変化する。

「それにしても、こんなに飲みやすくなるのか……いつもは苦くて、ざらざらしているのに」

「……陛下ってもしかして、苦いのお嫌きらいなんですか？」

　楊玄がしぶしぶ「まあな」とうなずく。ならばこの薬湯は、相当苦痛だっただろう。

　配合した生薬の中には刻み方を誤ると苦味が増すものがあったが、楊玄がそれを知っていたとは思えない。

　苦くて薬臭くさいほうが身体からだによさそうだと好む人もいる。けれど、効能が同じなら飲みやすいほうがいい、というのが修莉の持論だ。

「あの……出過ぎた真似まねをして、すみませんでした」

「いや、私こそ大人げなかったな。そなたのおかげで助かった──ありがとう、修莉」

　柔やわらかな微笑ほほえみに、不覚にもどきりとしてしまう。いつもの鋭するどさが消え失うせた楊玄の瞳ひとみは、晴れた夜空によく似ていた。吸い込まれそうなほど澄すんだ、濃のう紺こんの空だ。

　誘さそわれるようにして目を合わせた瞬しゆん間かん、またしても心臓が無責任に跳はねる。

「お……お役に立てたならよかったです。じゃ、片付けますね」

　茶碗を取り上げようとした修莉の手に、楊玄の手が重なった。するりと指が絡からむと、楊玄のほうへと引き寄せられる。　>>>♥

「……へ、陛下っ？」

「そなたは、すばらしい手を持っているな」

　楊玄はまるで宝玉を扱あつかうかのごとく慎しん重ちように、修莉の手をとって眺めた。なんの変へん哲てつもない、ただの瘦やせた男の手だというのに、慈いつくしむような繊せん細さいさで。

「この手はきっと、神しん獣じゆうの祝福を受けているに違いない」

　大きな手のひらの感かん触しよくに、肌はだの冷たさと絡む指の硬かたさに、どうしたらいいのかわからず怯ひるむ。いつになく近い距離で、ふわりといい香かおりが鼻をくすぐった。白びやく檀だんでも伽きや羅らでもなく、果実のようにみずみずしくて甘い。

「陛下……離はなしてください。これじゃ、片付けられません」

「なんだ。照れているのか」

　図星を指されて、頰ほおが熱くなるのがわかった。修莉が戸と惑まどうのを、完全に面おも白しろがっている。

　修莉からは振ふりほどけないとわかっているくせに、離してくれないのは意地が悪い。

　子供のような戯たわむれをようやく止やめたかと思うと、楊玄は修莉の手の甲こうに唇くちびるを寄せた。そしてそのまま、祈いのるような仕草で口づけたのだ。

「──そなたのすばらしい手に、さらなる加護があらんことを」

「な、な……」

　度を超こした驚おどろきに襲おそわれると、人はまともに喋しやべれなくなるらしい。つないだ手は震え、頰は火ほ照てり、瞬まばたきするのも忘れた。

　固まってしまった修莉を見て、楊玄の指がすっと離れていく。

「修莉。これから毎晩、私のために薬湯を作ってくれないか？」

「えっ……僕がですか？」

「嫌いやか？」

「いえ、そうじゃなくて！　僕がやってもいいんですか？　ほかの人に体調を知られるようなことはしたくないんじゃ……」

「そなたは誰だれ彼かれ構わず、言いふらすつもりなのか？」

「まさか！　そんなことしません」

　楊玄は「だろう？」と微笑んだ。

「そなたを信しん頼らいしている。だから任せたいと思った」

「陛下……」

　言われるままに登城したときはまだ、肌はだ寒ざむい早春だった。右も左もわからず、自覚も覚かく悟ごもなく、ただ新しい生活に慣れるだけで精せい一いつ杯ぱいだったけれど、ここにきてようやく連理梓として楊玄に正面から向き合えたような気がする。

　この人を支えるのは、自分しかいない。誰よりもそばで力になりたい。できるかどうかではなく、そうありたいと強く思った。

「はい。もちろんお引き受けします」

「ありがとう。……そなたがいてくれて、よかった」

　信頼されて喜んでいるのは修莉のほうなのに、どうして楊玄は嬉うれしそうに笑うのだろう。

　もう二人の手はとっくに離れているというのに、なぜ、動どう悸きが治まらないのだろう。

　考えようとしても、頭が回らない。手に残る口づけの余よ韻いんだけが、ぐるぐると思考を占しめてどうしようもなくなる。

　苦しいのか、嬉しいのか、わからない。こんな困った気持ちは、生まれてはじめてだった。







四　二つの罅ひび




　皇太后から茶会の誘いが届いたのは、環かん青せい宮きゆうの緑がひときわ眩まぶしくなった頃ころのことだった。

　皇太后蘭らん珠じゆ──桃寧の母親は、楊玄らの母親の死後に先せん帝ていが迎むかえた、二番目の正せい妃ひである。

　桃寧に似て朗ほがらかで、美しい人だという噂うわさだ。

「やっと修莉先生を母上にご紹しよう介かいできます」

　招待の手紙が届いてからというもの、桃寧の笑え顔がおはつやつやと輝かがやきっぱなしだ。会えるのは一年に二回程度というから、はしゃぐのも無理はない。

　桃寧が指折り数えて待った、その日の昼下がり。二人で皇太后の住まう宮へと向かった。

　侍じ女じよに案内されたのは、紫し檀たんで揃そろえた調度と花窓から覗のぞく庭木の対比が美しい一室だった。

　薔薇ばら露つゆの香りをまとって現れたその女性を一目見て、修莉は目を丸くする。

「いらっしゃい、二人とも」

　快晴の空を思わせる大きな瞳に、真しん珠じゆのような光こう沢たくを持つ豊かな髪かみ。

　ふふふと笑う顔は眩しくて、それはもう目を疑ってしまうほど、桃寧そっくりなのだった。

「よく来てくれたわね。桃寧、いい子にしていて？」

「はい、母上。お会いできて嬉しゅうございます」

　桃寧の挨あい拶さつに、蘭珠は「あら？」と大きな目を瞬しばたたかせる。

「ちょっと見ないうちに、ずいぶん大人になったわね？　いつもはご挨拶の前にころんと変身してしまうのに」

　からかうように笑う母親の前で、桃寧は両手でぱっと尻尾しつぽを押さえた。──もしかしたら、危なかったのかもしれない。

「それで、あなたが修莉ね？」

「はっ、はい。はじめまして、皇太后さま」

「蘭珠と呼んで。お会いできて嬉しいわ。いつも桃寧がお世話になっているわね」

「こちらこそ、桃寧には助けてもらってばかりです」

「まあ。この子が？」

「はい。田舎いなか育ちなもので、勝手のわからないことが多くて」

　気取らない会話に、さらさらと緊きん張ちようがほどけてゆく。噂どおり、素す敵てきな女性だ。

「さあ、こちらへいらして。とっておきのお茶を用意しているから、ゆっくりお話を聞かせてちょうだい」







　三人の茶会は賑にぎやかに過ぎていった。

　普ふ段だんは大人びた桃寧も、蘭珠の前ではあどけなく笑う。この日のために練習してきた拳けん法ぽうの演武を披ひ露ろうすると、蘭珠は息子むすこの成長に目を細めて温かい拍はく手しゆを送った。

「すばらしいわ」

　褒ほめられた桃寧は、照れながらも胸を張る。二人の心が通うのを見ると、こちらまで嬉しくなるから不思議だ。

「子供が大きくなるのって、本当にあっという間ね」

　嬉しいけどちょっと寂さびしいわ、と言う蘭珠の言葉にふと、修莉は故郷に残してきた弟のことを思い出した。

　泣いてばかりいないだろうかと心配する反面、修莉のことなどとっくに忘れているのでは、と思うとせつなくなる。割り切ることのできない兄のややこしい気持ちだ。

「──それはそうと」

　しみじみとしていた蘭珠は茶を一口啜すすると、からりとした声で修莉に笑いかけた。

「連れん理り梓しの方がこんなに可愛かわいらしい殿との方がただとは思ってなかったから、驚いたわ」

「えっ……、可愛らしいって、僕のことですか？」

「そうよ。ねえ？」

　蘭珠が傍かたわらに控ひかえていた侍女に意見を求める。彼女は「はい」と主人の意見に同意した。

「環青宮に勤めている私の友人も、お仕えしやすいと申しております」

「わかるわ。世間ずれしていないもの」

「城中のぎらぎらしている殿方たちとは、雰ふん囲い気きが違ちがうような気がいたします」

「そうなのよ。お顔立ちも癖くせがなくて、綺き麗れいでいらっしゃるわ」

　世間を知らず、野心がなく、平へい凡ぼんな顔立ちをしているだけなのだが、これは褒められたことになるのだろうか。なんにせよ、この歳としで「可愛い」と言われたら、男としては複雑だ。

「実は少し心配していたのよ。陛下はお若いのに気難しいところがあるから、人によってはぶつかることもあるんじゃないかって。けど、あなたとならうまくやっていけそう」

　ふふふ、と笑う蘭珠にかかれば、一国の皇帝も若造なのだろう。二人に血のつながりはないがその口調は愛情深く、本心から楊玄を気にかけていることがわかる。

「戻もどったらよろしく伝えてちょうだい。本当はたまにお顔を見せていただきたいのだけど」

　同席できない楊玄からは、蘭珠への土産みやげを預かっていた。牡ぼ丹たんと小鳥を組み合わせた、優美な柄がらの茶器だ。

「蘭珠さまからいただくお茶がいつもおいしいので、そのお礼にとおっしゃっていましたよ」

「嬉しいわ。陛下からのお品こそ、どれも素敵なものばかりなのよ」

　飾かざり棚だなには、瑪め瑙のうの象ぞう嵌がんを施ほどこした水差しや堆つい朱しゆの文ふ箱ばこなど、美術的な素養の乏とぼしい修莉にも一目で名品とわかる品々が並んでいる。

　その中に、なんとなく心こころ惹ひかれる壺つぼがあった。とろけるような青緑色が美しい、青磁の壺だ。

「あの壺、珍めずらしい色をしていますね」

「ああ、あれは……桃寧が生まれたときに、陛下と李珀が贈おくってくれたものなの」

　蘭珠は立ち上がり、壺のそばへと歩み寄った。

「私のいちばんのお気に入り。でも、気づいていて？　これにはね、罅が入っているのよ」

　蘭珠がその白い指先を、なめらかな壺の表面に這はわせる。うっすらとだが、ひとすじの細く歪ゆがんだ線が走っていた。

「どうしたんですか、これ……？」

「兄弟喧げん嘩か……と言ったらいいのかしら。陛下と李珀の二人が些さ細さいなことで言い争いになって、身体からだがぶつかった拍ひよう子しに罅割れてしまったの」

「あの二人が？」

「そんなふうに見えないでしょう？」

「は、はい……。けど、どうして」

「……わからない。ただ、私が後宮に入る少し前から、すでに城内に派は閥ばつめいたものができていたと聞いているわ。皇帝派と神しん殿でん派、といった具合にね」

　本来であれば助けあう間柄が、対立構造になっている。その歪いびつさは、修莉にも理解できた。

　きっかけはおそらく皇帝の座を巡めぐる番ばん狂くるわせではないかと、蘭珠は推測を口にする。

　しかし皇太子選定の経けい緯いについては、知らされていないらしい。

「陛下が皇太子に内定したとき、私はまだ城に上がってもいなかったから。そのあと先帝から聞く機会もなかったわ。……なんとなく触ふれられない話題で」

　のちに正妃となった蘭珠ですらそうなのか、と驚おどろく。いったいこの城の中で、事情を知っている者はどれほどいるのだろうか。

「二人は表立ってはなにも言わないの。なんだかこの壺とあの二人の関係は、とても似ているように思えるのよ」

　皇太后という立場にありながら罅の入った壺を飾る蘭珠が、兄弟間の争いにどれだけ心を痛めているかは、想像に難かたくない。

　美しい青磁の壺に走る、微かすかな罅。ひとつ間ま違ちがえれば割れてしまうような脆もろい存在に兄弟の関係を重ねるのは、ひどくせつない気分だった。





◇






　心こころ尽づくしのもてなしを受け、最後には反たん物ものまで贈られて、修莉と桃寧は蘭珠の宮を出た。

「素敵なお母さまだね。お会いできてよかった」

「はい！　……でも、素敵すぎるのも困りものです。帰りはいつも寂しくなってしまいます」

　離はなれている間は我が慢まんできても、会ってそのやさしさに触れてしまえば、求めたくなる。

　桃寧はずっとひとりで、このやるせない気持ちに耐たえてきたのだ。小さな胸に仕し舞まって、誰だれにも言えずに。

「……修莉先生？」

　反物の包みを片手に抱かかえ直して、修莉は桃寧の手を握にぎった。桃寧はちょっと照れくさそうに、それでもきゅっと修莉の手を握り返してくれる。

　母親と離れることで知る孤こ独どくというものが桃寧を──皇太子であり、将来重責を担になうことが確定している者を──強くするというのもまた、事実なのだろう。

　どんな苦境でも、折れない強さ。その大切さは理解できるが、それでも自分が連理梓である以上、桃寧が必要とするかぎりは抱だきしめてあげられるような存在でありたいと思った。成長してこの手を離す日が、いつか必ず来るのだから。

「修莉先生、韶しよう楽がく堂どうの裏から行くほうが近道になりますよ」

　蘭珠からの贈り物を直接届けようと、二人は李珀の宮へ寄り道をするつもりで歩いていた。

　桃寧の案内で細い通路を抜ぬけ、目的の建物が目に入ったそのとき──、

「──だから、兄上に言われる筋合いはありません！」

　苛か烈れつな声が辺りに響ひびき渡わたり、二人は思わず足を止めた。

　人目を憚はばかるつもりで場所を選んだのだろうが、その判断が無意味なほどに口論は激しい。

「筋合いって。あるに決まっているだろう、私は彼の指南役なんだから」

「しかし、私の連理梓です」

「呼んだのは私だ」

「選んだのは兄上じゃなくて、昊天の神でしょう」

　修莉と桃寧は、曇くもった顔を見合わせた。

　言い争っているのは、楊玄と李珀。おまけに話題は修莉のことだ。

「……それでも、冷たくされていると知りながら、放置しておくわけにはいかないね」

　李珀の反論に、修莉ははっとした。以前、楊玄とうまく接することができないという悩なやみを相談したことがある。──李珀は指南役として、楊玄に苦情を入れているのだ。

　いたたまれない思いで、その場へ飛び出す。

「や……やめてください、二人とも！」

「……修莉!?」

「立ち聞きのようなことをしてすみません。通りかかったらお二人の声がして……」

　修莉が現れたことに、楊玄はひどく動どう揺ようしているように見えた。李珀は平然としたもので、いつものように物もの柔やわらかな態度を崩くずさない。

「おっと。驚かせてごめんね、修莉。私は兄として、弟に苦言を呈ていしていただけだよ」

「だから、それが余計なお世話だと言っているんです」

「修莉が困っているのを見過ごせるわけないだろう？」

「あ……あの！」

　自分が火種となった諍いさかいに堪たえかねて口を挟はさむと、二人が同時に振ふり向いた。視線の圧力を感じて怯ひるみそうになるが、ここで引くわけにはいかない。

「確かに李珀さまに相談したことはありますけど、あのときから状じよう況きようはだいぶ変わりました。もう緊きん張ちようしないで話せるようになりましたし、陛下はとてもよくしてくださいます」

「本当かい？　無理しなくていいんだよ？」

「本当ですよ。僕が報告しなかったせいでこんなことになって、すみません」

　李珀がさも疑わしそうに、楊玄の顔を見る。そこには「それ見たことか」と大書してあり、李珀は一いつ瞬しゆんにして気き抜ぬけした態ていになった。

「……そうか。修莉がそう言うなら、私の出る幕はなさそうだね」

「ええ、一分もありません」

「ちょ……陛下っ」

　せっかく李珀が態度を軟なん化かさせたというのに、楊玄は臨戦態勢のままだ。

　よほど腹に据すえかねることでもあるのか、この機会を逃のがしてなるものかとばかりに息巻く。

「兄上には、ほかになすべきことがあるはずです。たとえば、神殿の神官たちをもっと厳重に監かん督とくすべきだとは思いませんか？」

「……なんの話かな？」

「彼らの独善的な行動は、最近とみに目に余ります。神殿といえども、城の一部ですよ。規律に従っていただかなくては困ります」

「仕方ないだろう。私から言わせてもらえば、城の連中こそ頭が固いように思うがね。まあ、上司が堅かた物ぶつならさもありなん、むしろ気の毒だとしか言いようがないが」

「──その上司というのは、もしかして私のことを言っているのですか」

「自分こそが皇こう帝ていだという自覚があるなら、そうだろうね」

　振り出しに戻もどった口論に、修莉は頭を抱えた。桃寧がはらはらと二人の顔を見上げている。大好きな兄たちが争うのを見て、心を痛めない弟がいるわけがない。

「修莉先生……」

　桃寧が小さな手で、官服の袖そでをぎゅうと握ってくる。そのいじらしい仕草を見て、修莉は腹を決めた。こんな二人の姿、桃寧に一秒だって見せたくはない。

「二人とも、いい加減にしてください！」

「ここはそなたの出る幕ではない」

「私たちは組織上の問題について意見を交かわしているんだよ？」

「だったら、しかるべきときに会議でも開いて話したらいいじゃないですか。お願いですから、桃寧の前ではやめてください！」

　修莉の一いつ喝かつに、二人の顔色が変わった。手本を見せるべき相手がいると思い出すだけの理性が残っていたことに、ほっと胸を撫なで下ろす。

「……すまなかった」

　先に引いたのは楊玄のほうだった。李珀は面おも白しろいものでも見つけたような顔で、修莉と楊玄を交こう互ごに見る。

「……へぇ。うまくやっているというのは、どうやら信用してもいいみたいだね」

「すみません、生意気言って」

「気にしないで修莉。私も大人げなかったのは認めるよ。……ところで、私になにか用事でもあったのかい？」

「蘭珠さまからの贈おくり物を届けに来ました。さっきまで桃寧と一いつ緒しよにお会いしていたんです」

「ああ……そうだったのか」

　李珀は差し出された包みをするりとほどき、中身を見た。紫むらさき色いろの反物に、顔を綻ほころばせる。

「ありがとう。あとで、お礼状を出しておくよ」

「その色、李珀さまに似合いそうですね。……あっ、陛下の分もちゃんとありますから。安心してください」

「そのようなことで拗すねたりしない」

「今日はまだお仕事ですか？」

　楊玄は一瞬うなずきかけたものの、思い直したように「いや」と首を振った。「そなたたちと一緒に、環青宮へ帰ろう」

「では、今日は夕ゆう餉げをご一緒できますね！」

　とろけるような笑え顔がおに、刺とげ々とげしかった場の雰ふん囲い気きがようやくまろみを帯びていく。さすがは桃寧、その微笑ほほえみにはどんな言葉よりも説得力があった。

「……それじゃ、李珀さま。僕たちはこれで」

「ああ。気をつけて」

　見送ってくれた李珀は、いつもの穏おだやかな調子に戻っていた。そのことに安心しながらも、どこか腑ふに落ちない思いがする。

　李珀はどうして修莉によくしてくれるのだろう。さっきまでの言い争いも、本を正せば修莉に対する態度を改めるようにという助言が原因だ。

　皇帝派に敵対する神しん殿でん派の筆頭である李珀がなぜ、楊玄のそばにいる修莉をかばうのか──

「先生ー？　どうかしたんですか？」

　遠くからの呼び声に顔を上げる。すぐ前を歩いていると思っていた楊玄と桃寧は、ずいぶんと先まで行っていた。

「あ──ごめん、いま行くよ」

　小走りで追いつくと、楊玄が「また迷子になるつもりか」とからかってくる。そんな軽口を笑っていなして、二人の後ろについた。夕焼けに照らされた黒い尾おと白い尾が、悠ゆう然ぜんと揺ゆれている。並んで歩くその姿は、どこから見ても仲なか睦むつまじい兄弟だ。

　なのに、李珀と楊玄は。

　──この壺つぼとあの二人の関係は、とても似ているように思えるのよ。

　兄と弟でありながら、ひとつ間ま違ちがえれば割れてしまうのではないかと思うほどの危あやうい関係。

　修莉は今日、神しん獣じゆうの血を引く美しい兄弟の間に走る大きな亀き裂れつを見たような気がした。







五　遙よう遠えんなる旋せん律りつ




　梔子くちなしの青い蕾つぼみは梅雨つゆが始まる報しらせだと女じよ官かんが言う。この時季になると、きたる湿しつ気けに備えて大がかりな掃そう除じをするのが環かん青せい宮きゆうの恒こう例れい行事らしい。

　朝からよく晴れたその日、女官たちが総出で働く中、修莉は力仕事となりそうな庫こ房ぼうの掃除を手伝った。

　淀よどんだ空気を入れ換かえながら、すみずみまで埃ほこりを払はらう。中には錆さびた武具や壊こわれた鳥とり籠かごなど、かつてこの離り宮きゆうに住んでいた人々の生活が窺うかがえるような調度品もあった。

「……おっと」

　小さい卓たく子しを動かそうとしたそのとき、なにかがつられてぱさりと落ちた。薄うすい冊子は楽がく譜ふのようだ。よく見ると、卓子の天板だと思った台形の部分には、何本もの弦げんが張ってある。

「まあ、それは揚よう琴きんですよ」

　弦を叩たたいて音を奏かなでる伝統的な楽器だと教えてくれたのは、一緒に片付けをしていた女官のひとりだ。そばに転がっていた竹のバチで試ためしに弦を叩いてみると、伸のびのある優ゆう雅がな音色が響ひびき渡わたった。

「いい音するなぁ……、誰だれか弾ひけるんですか？」

　修莉が問いかけると、その場にいた女官たちは一様に首を振ふった。

「いいえ、私どもの中には……。ですがここにあったのなら、住まわれていた方の中のどなたかが弾いていらしたのでしょうね」

　埃を払って布で拭ふくと、見み違ちがえるほど綺き麗れいになった。側面には精せい緻ちな透すかし彫ぼりの細工が、弦の横には花から花へと蝶ちようが舞まう螺ら鈿でん細工が施ほどこされている。音も作りもこのまま仕し舞まっておくには惜おしい美しさだ。

「せっかくですから、場所を移して保管しましょうか。それとも、音楽の授業でお使いになりますか？」

「授業で？」

「ええ。ご興味がおありなら、バチの持ち方から習ってみてはいかがですか？」

　傷いたんだ弦を張り直せば充じゆう分ぶん使えますよと言う女官の言葉に、なるほどとうなずく。話を聞きながら、修莉は二に胡この演奏に相変わらず四苦八苦している桃寧の顔を思い浮うかべていた。

　この美しい楽器は、音楽への苦手意識を強くするばかりの桃寧の目先を変えるのに役立つのではないだろうか？







「僕の部屋でお二人にお見せしたい物があるんです」

　大掃除から十日ほど経たった、休日の昼下がり。楊玄と桃寧と、三人での昼ひる餉げを終えてから、修莉はその話を切りだした。

　二人ともなんのことかまったく見当がつかないようで、不思議そうに顔を見合わせている。弦の張り替かえや調律などの手入れを済ませて生まれ変わった揚琴を披ひ露ろうすると、二人は揃そろって驚おどろいた顔をした。

「揚琴じゃないか。これをどこで？」

「さすが陛下、ご存じでしたか。大掃除のときに庫房で見つけたんです」

「ぼく、はじめて見ました」

　桃寧は弦や意い匠しようを物もの珍めずらしそうに眺ながめている。楽器と聞いてもぴんとこないのか、「どうやって弾くんですか？」と首を傾かしげるので、修莉は待ってましたとばかりにバチを構えた。

「いきますよ」

　深呼吸をひとつして、最初の一音を鳴らす。音楽の教師に弾き方を習ったのは、わずか一日。

　たどたどしい音色で曲の触さわりを弾いただけの演奏にもかかわらず、桃寧と楊玄は温かい拍はく手しゆを送ってくれた。

「先生、すごい！　とても綺麗な音ですね」

「ありがとう、桃寧」

　目をきらきらさせながらの賛辞はさすがに照れるが、揚琴にいい印象を持ってくれたのなら内ない緒しよで練習した甲か斐いもあるというものだ。

「懐なつかしいな……、この曲を聴きいたのは久しぶりだ」

　楊玄がいつになく穏やかな表情を浮かべる。修莉が弾いたのは揚琴と一緒に仕舞われていた楽譜の曲だ。

「この曲、ご存じなんですか？」

「ああ……。私がまだ桃寧くらいの頃ころからずっと、先生が──父上の連れん理り梓しだった人が弾いてくれていた曲だ」

「！　陛下の先生が……」

　今度は修莉が驚く番だった。だが楊玄が皇太子時代にもここで暮らしていたことを考えれば、当時の物があってもおかしくない。

　それにしても、楊玄が「先生」と呼ぶのはひどく新しん鮮せんだった。昔を懐かしむような横顔が、どこか自然と幼く見える。

「もう一度弾いてくれないか？」

　楊玄の求めに応じて、修莉は再びバチを握にぎった。

　奏者の腕うではいまひとつだが、楽器は一級品だ。空に融とける音色を追いかけて、楊玄の獣けもの耳みみが珍めずらしくぴくぴくと動く。その様子は、旋律に宿る遠い日の思い出を探しているように見えた。

　同じところまで演奏してから、バチを置いて尋たずねる。

「陛下の小さいときって、どんな子だったんですか？」

「手がかからないと評判だった。……自分で言うのもどうかと思うが、皆みながそう言うのでな」

「……なんとなく想像できます」

　いまの楊玄をそっくりそのまま小さくしたちび楊玄はきっと、我わが儘ままや悪戯いたずらとは無む縁えんの優ゆう秀しゆうな皇子だったのだろう。

　晴れた夜空と同じ色の瞳ひとみはまだつぶらで。髪かみも、桃寧と同じくらい短くて。ふさふさの尻尾しつぽをそよ風になびかせて──と、さぞかし可愛かわいかったに違ちがいない。

「父上と先生は政務にかかりきりで、私を顧かえりみる暇ひまなどないほど忙いそがしかったからな。そのうえ母上は鬼き籍せきに入っている。しっかり者にもなるさ」

「それは……、寂さびしかったでしょうね」

「母上は私を産んだせいで命を落としたんだ。私に寂しいと言う資格なんてない」

　楊玄がさらりと口にした言葉に、修莉はぎょっとした。

「ど、どういうことですか？」

「母上が亡なくなったのは、私を産んですぐのことだ」

　知らなかったか？　と楊玄はこともなげに言う。しかし、修莉が驚いたのはそこではない。

「そうじゃなくて、お母さまがお亡くなりになったのは、陛下のせいじゃないと思いますけど……」

　最初の正せい妃ひが幼い皇子二人を残して亡くなったのは、昊こう国こく民みんなら誰もが知っている。だが、楊玄にその責任があると主張する人などひとりも見たことがない。なのに当の本人は、当然のごとく自分に非があるかのような物言いをする。

　産後の肥立ちが悪くて──というのは、それこそ身分など関係なく誰にでも起こりうる話だ。

　そしてどんな理由があろうとも、子供が母親を恋こいしがっていけないという決まりはない。

「すまない。気を遣つかわせてしまって」

「そうじゃありません、だって陛下は」

「いいんだ。修莉」

　修莉の言葉を遮さえぎるような言い方に、違い和わ感かんを覚える。気休めを言ったつもりなどないのに、楊玄はそうとしか受け取ろうとしない。

「先生がこの曲を弾いてくれたときだけは、厳しかった父上もやさしい顔をしていたのをよく覚えている。……私にはそれで充分なんだ」

　揚琴の演奏を聴く、ほんのわずかな時間。子供がひとりで寂しさに耐たえるよすがとするにはあまりにもささやかだ。

　自分はそれで充分だと納なつ得とくずくで笑う楊玄の顔を見て、修莉は胸が痛くなった。

　手がかからないと評されていた幼い楊玄が、甘えることのできた大人はいたのだろうか。

　悲しいときに、涙なみだを拭いてくれる人は？　嬉うれしいことを一いつ緒しよに喜んでくれる人は？

　誰かひとりでもいたのだろうか──？

　幼くして感情を制せい御ぎよすることを学び、滅めつ多たなことでは弱音を吐はかない強い人だと思っていた。

　でもその微笑ほほえみを見れば、本当は柔やわらかな心の持ち主だとわかってしまう。

　頑かたくななまでの厳しさは、心を守る硬かたい殻からだ。触ふれたいと願うことさえ、許してはもらえない。立場の違い以上の隔へだたりに、言いようのない歯は痒がゆさを感じた。

　強くあろうとする美徳は理解できる。けれど支えたいと思う手を断るまでの頑なさは危あやうくて、放ほうっておけなくなる。

「修莉先生。ぼく、揚よう琴きんを……この曲を弾ひけるようになりたいです」

　なんとなく沈しずんだ空気を動かしたのは、桃寧からの思いがけない申し出だった。まさか修莉が水を向けるよりも早くやる気を出してくれるとは、嬉しい誤算だ。

　これには修莉だけでなく、楊玄も驚いている。

「楽器は苦手ではなかったか？」

「はい。でも、兄上の思い出の曲なんですよね？　もう一度聴かせて差し上げたいと思って」

「桃寧……」

　容姿も性格も異なるこの兄弟に、修莉ははじめて血けつ縁えん以外の共通点を見つけた気がした。

　二人は同じ寂しさを知っているのだ。だから楊玄は桃寧に危うさを感じて厳しくなり、桃寧は楊玄の抱かかえる孤こ独どくを汲くむことができる。

「ありがとう、桃寧」

　楊玄がぎこちない手つきで桃寧の頭を撫なでた。

　白い立ち耳をくったりと寝ねかせて、桃寧は「ふふふ」と笑う。

「兄上、楽しみにしててくださいね」

「ああ、期待している」

　苦手なことにやる気を出した桃寧を支えるのは、修莉の仕事だ。想像以上の結果にほくほくしながらも、そのことをしっかりと胸に刻みつけた。

「それにしても庫房の中からとは、修莉もよく見つけたな」

「たまたま目に留まったんですよ。本当に綺き麗れいな楽器ですよね」

「相当古いけどな……たしか、名のある職人が作ったものだったと思う。どこかに銘めいが入ってないか？」

　どれどれと探してみると、台の内側にひっそりと刻印が入っていた。小さくて読みづらいが、昊の文字ではない。──驚おどろいたことに、遠い昔に祖父から習ったあの言葉だった。

「まただ……」

「どうした？」

「あ、すみません。それっぽい字はありましたけど、これ……異国語ですよ」

「異国語？」

　つられて覗のぞき込んだ楊玄は、その文字を見てはっと息を吞のんだ。

「そなた…………、これは……」

「うーん、職人さんの名前なのかな……？」

　異国の言葉では、人名なのか地名なのか判別がつかない。なにかほかに手がかりはないかと探さぐっていたそのときだった。

「修莉!!」

「は、はいっ!?」

　突とつ然ぜん大声で名前を呼ばれて、飛び上がるほど驚いた。楊玄もまた自分が出した声の大きさに焦あせったのか、すぐに「すまない」と冷静さを取り戻もどす。……が、眉み間けんに深い皺しわが入ったままだ。

「急にどうしたんですか……？」

「そなた、なぜこれが文字だとわかった？」

「え？　え……っと」

「この言葉を知ってるな？　いったいいつ、どこで見た？」

　楊玄につめ寄られてようやく、自分の反応が不自然だったことに気づく。

　昊国語とは似ても似つかない記号のような刻印を文字だと判断することは、異国語を知っているという証明にほかならない。

　在りし日の祖父と交かわした「他言無用」の約束を、図はからずも破ってしまったことになる。

「答えるんだ、修莉」

　ただならぬ様子の楊玄を相手に、「気のせいでした」の言い訳は通じそうもない。

　──祖父じいちゃん、ごめん。

　心の中でそう詫わびて、修莉は秘密を打ち明けた。

「……昔、祖父に習ったんです」

「な……習った？」

「はい。これ、どこの国の言葉なんですか？」

「そなた、知らないのか。知らないで学んだというのか？」

　修莉が「はい」とうなずくと、楊玄はがっくりとうなだれた。なんだか肩かたすかしを食わせてしまったようで申し訳ないが、事実なのだから仕方がない。

「これは──昊こう古こ字じだ」

「こうこじ？」

「昊の古い字、と書く。そのままだな。異国語じゃなくて、かつて昊で使われていた文字だ」

「へえ、古典だったんですか」

「古典って……」

　楊玄はまたもや肩を落としたが、今度こそ本当に修莉がなにも知らないと理解したのだろう。

　その不思議な文字のことを、一から説明してくれた。

「昊の名がついてはいるが、現在では完全に廃すたれた文字だ。読める人どころか、存在を知っている人もほぼいないだろう」

「でも、陛下はわかるんですよね？」

「私も読めるわけじゃない。歴史の一部として形を知っているだけだ。そもそもこの文字は、学習すること自体が禁じられているんだぞ。いわば戦国時代の負の遺産だからな」

「え……文字がですか？」

「そうだ。たかが文字なのにと思うか？　だが戦争中、人を殺すための呪じゆ術じゆつや、大量破は壊かい兵器の作り方を記す暗号として使われていた記録が残っていると聞いたらどうだ。それでも考えは変わらないか？」

　楊玄の説明に、顔から血の気が引いていくのがわかる。戦国時代は、昊がまだ現在のような大国ではなく、いくつかの周辺地域を支配する小国に過ぎなかった昔、侵しん略りやくのための戦いくさに明け暮れていた頃ころの話だ。

　最も領土を広げた時代は、最も多くの血が流れた時代でもあった。繰くり返された戦いの中で昊古字が果たした役割は、まぎれもなく脅きよう威いだ。文字そのものではなく、読み書きすることによって得られる知識が人や国を滅ほろぼしかねないと判断された結果、存在を消されたのだという。

　後世に残すには、あまりにも危険すぎると。

「なんで……祖父ちゃんは、どうしてそんなもの……」

「そなたの祖父君は、いったいなにをしていた人なんだ？　考古学でも学んでいたのか？」

「とんでもない、普ふ通つうの薬くす師しですよ。近所でいちばんの物知りでしたけど」

「これは単なる物知りが得る知識の域を超こえているぞ」

　楊玄の言うとおり、故郷で暮らしていて手に入る知識とは思えない。どうして祖父は、この禁じられた文字を知っていたのか。そしてなぜ、修莉に教えたのか。昊古字のことを知るほどに、その疑問は深くなる。

　いくら祖父といえど、戦国時代に生きてなどいない。父や修莉と同じく、かつての戦を経て築かれた平和を享きよう受じゆして生きた世代のはずだ。

「この文字をむやみに扱あつかうことは、禁きん忌きに触ふれるのと同じだ」

「……」

　もはや相あい槌づちも打てずに凍こおりつく。子供の遊び道具で収まるような代しろ物ものじゃない。けれど修莉が思い出せるのは、双すご六ろく盤ばんと甘い菓か子しを用意して「さあ勝負だ」と笑う祖父の顔だけだ。

　それとも祖父は文字の正体を知っていたのだろうか。知っていて、修莉に口止めした可能性があるとしたら？　──しかし、その理由を推測するのは困難だ。

「いいか修莉。そなたが昊古字を読めるということは誰だれにも言ってはならぬぞ。誰にもだ」

「はっ……はい」

「怯おびえなくてもいい。私はそなたを罰ばつしたりはしない。だがもし知られたら悪用しようとする輩やからから狙ねらわれる可能性はある」

　昊古字はいつの時代も武器になりうる。だから、賢けん明めいな先人たちは捨てる決心をしたのだ。子孫である自分たちが蘇よみがえらせてはいけない。

「わ、わかりました……」

「桃寧もだぞ。いいな？」

「はい、兄上」

　楊玄に念を押されて返事をした桃寧が、「でも」と続ける。

「兄上がこんなに焦るなんて珍めずらしいですね。ぼくはそっちのほうが驚きました」

「焦る？　私が？　……まさか」

「そうですか？　兄上が尻尾しつぽをふりふりさせるところなんて、はじめて見ましたけど……」

　桃寧の言葉に、はたと尻尾に目をやる。確かに、いつもは悠ゆう然ぜんとしている黒い尾おが、今日はどこか落ち着きなく揺ゆれていた。

「……私としたことが……」

　常つね日ひ頃ごろから平静を心がけている楊玄も、こうなると形無しである。しかもそれを、弟に指し摘てきされてしまうとは。

「陛下も尻尾をふりふりするんですね」

　その様子は触さわりたくなるほど愛らしくて、つい顔がにやけてしまう。楊玄の眦まなじりが微かすかに赤く染まった気がした。

「正直そなたといると、どうも調子が狂くるう」

　文句をつけるにしては、ずいぶんとやさしい声だ。

「おどおどしているかと思えば、言いたいことははっきり言う。桃寧と同じ授業を受けて歴史を一から学んでいるかと思えば、目の前で昊古字を読んでみせる……。これで驚おどろくなというほうが無理だろう？」

「……それもそうかもしれませんね」

　客観的には、修莉の言動が楊玄を振ふり回しているように見えるだろう。

「以前はどんな連理梓がこようと、大した違ちがいはないと思っていた。私は私だ。皇こう帝ていの立場にある以上、やるべきことは変わらないと。だが最近……神しん獣じゆうは、私のそんな考えを変えようとしてそなたを選んだのではないかと考えるようになった」

　──きみが連理梓に選ばれたことには、必ず意味がある。

　ふと、李珀の言葉が蘇った。

　修莉自身はまだ見つけることのできないその意味を、楊玄は見み出いだそうというのだろうか。

「……真理は昊天の神と神獣のみぞ知る。だな」

　聞こえるか聞こえないかという声で呟つぶやいたのを最後に、楊玄は会話を終わらせた。

　自室に戻るのかと思いきや、いまから仕事に行くという。

「今日はお休みだったんじゃ……？」

「休息は充じゆう分ぶんとった。……礼を言うぞ、修莉」

　いいものを見せてもらったと微笑ほほえむ楊玄の顔を見ると、なんだか修莉の休日までが終わってしまったような、そんな気がした。

　引き留める間もなく歩きだした楊玄を追って、慌あわてて見送りに立つ。控ひかえていた侍じ女じよに予定を告げる横顔はもう、仕事中の表情へと切り替かわっていた。

「いってらっしゃいませ」

「ああ」

　廊ろう下かの向こうにその姿が消えてしまうと、なんとはなしに桃寧と顔を見合わせた。

「陛下は最近、特に忙いそがしそうだね」

「あ……そういえば、もうすぐ外遊があると聞きました」

　近いうちに、親交の深い隣りん国ごくを訪問する予定があるという。訪問先で予定されている会談の準備や、留守を預かる者への申し送りなど、外遊前は仕事が倍に増えるらしい。帰ってからは皇帝決裁待ち案件の対応に追われるというのだから、想像するだけでぐったりしてしまう。

　こんな調子では、いつか本当に倒たおれてしまうのではないか。そんなことを考えながら、ふと隣となりに立つ桃寧を見る。

「……あ」

「どうしたんですか先生？　……ぼくの顔に、なにかついてます？」

　くりくりと動く空色の瞳ひとみと、真しん珠じゆ色の髪かみ。思い出したのは、彼とよく似た皇太后の顔だった。







　揚よう琴きんを見せてから数日後の晩。いつものように薬湯を飲み終えた楊玄に、修莉は一いつ杯ぱいのお茶を差し出した。

「……これは？」

「蘭珠さまからいただいた健康茶です」

「義母はは上から？　いつもの茶と違うな」

　環青宮には蘭珠が厳選した茶葉が定期的に届くのだが、今晩のお茶は楊玄が好んで飲む黄茶とは見た目からして違った。とろりとした緑色で、米こめ菓が子しが浮ういている。

「疲つかれがとれるようなお茶を教えてください、ってお願いしたんです。陛下はここのところ、いつにも増してお忙しいみたいなので」

　ちょっと変わってますけどおいしいですよと、修莉は先に自分の茶ちや碗わんに口をつける。楊玄もほぼ同時に、茶碗へと手を伸のばした。とろりとしているのは、胡ご麻まや枸く杞この実をすりつぶしてあるからだ。口に含ふくむと、香こうばしさと甘さが絶ぜつ妙みように混ざりあう。

「……うまいな……」

「でしょう!?　陛下のお好きな味だと思ったんですよ」

　目を閉じて、香かおりを感じる。口に入れて舌触りを楽しみ、ほのかな茶の甘みにくつろぐ。眠ねむりを妨さまたげる成分もないので、就しゆう寝しん前にはぴったりだ。

「そなた、よく私の好みがわかるな？」

「そんなに難しいことじゃないですよ。陛下をよく見ていればわかります。たぶん、ご自身が知らないようなことも知ってると思いますよ」

「ほう？」

　申してみよ、と楊玄が面おも白しろそうに身を乗り出す。

「たとえば……、陛下の尻尾に寝ね癖ぐせがついてることがある、とか」

「な……なに？」

「尻尾の一部がくるんと丸くなってるのが可愛かわいくて、見つけるとちょっと幸せになります」

　楊玄は「まことか」と目を瞠みはった。わざわざ尻尾を梳とかすことなどないので、まったく気がつかなかったらしい。

「なるほど、確かにそなたの観察眼は侮あなどれないな。……ただ、私を捕つかまえて可愛いと言うのはそなたくらいだぞ」

「もしかして僕、失礼なこと言ってます？」

「そんなことはないが…………照れる」

「よかった。僕、陛下の尻尾好きなんです」

　楊玄は心なしか頰ほおを薄うすく染めて、黒い尾を隠かくすように座り直す。可愛いと言われることにも、尻尾が好きだと言われることにも、慣れていないのだろう。

　本音を言えば触ってみたいし、神獣に変身した姿も見てみたい。

　幼獣の桃寧があんなにふこふこだったのだ。成獣ならいったいどれほど……と期待は膨ふくらむ。

　けど、安易な変身を是ぜとしない楊玄だ。その厳格な考え方は、嫌いやというほど知っている。

　以前、はしゃいで姿を変えた桃寧にとてつもなく怖こわい顔で説教したことも忘れてはいない。

　近ちか頃ごろは言いたいことを言う修莉も、「もふもふしてみたいので変身していただけませんか？」とは口が裂さけても言えなかった。

「……ありがとう、修莉」

　たわいもない妄もう想そう中、不意に見つめられてどきっとする。「な、なにがですか？」

「そなたが用意してくれた茶のおかげで、疲れがとれた気がする」

「僕はなにも……蘭珠さまのお知ち恵えのおかげです」

「だが私の体調を心配して頼たのんでくれたのはそなただろう？　わざわざ私の好みまで考えて」

　だから礼を言いたいと思ったんだ、と楊玄がふわりと笑う。まただ、と思った。ここ最近、思いがけずやさしい笑え顔がおを見ると、修莉の胸はなぜか決まって痛くなる。

「喜んでいただけたなら、よかったです。……けど、僕にとってはすごく自然なことですよ」

「人の健康を気き遣づかうのは、そなたの習い性しようか？」

　ちょっとだけ的外れな答えに、修莉は遠えん慮りよなく笑った。

「そりゃ、薬くす師しの息子むすこですからね。けど、残念ながら違います。僕が考えてるのは、だいたい陛下のことですから」

「……なに？」

「当たり前じゃないですか」

「そ、そうか？　ふむ……」

　誰だれ彼かれ構わずではなく、楊玄だから気になる。最初は正面から向き合う自信もなかったというのに、いまは目を逸そらさないでちゃんと見てほしいとさえ思う。

　誰かがそばにいなければ、ひとりで自分を追いつめてしまいそうで──とは言えないけれど。

「しかし、少し悔くやしいな」

　その呟きの意味がわからず、首を傾かしげる。「どういう意味ですか？」

「そなたは私のことを見み抜ぬく力を持っているというのに、私にはそなたのことがわからない。考えても、考えても……」

　修莉が楊玄のことを考えることはあっても、その逆はないと思っていた。そのことを伝えると、楊玄は「そんなことはない」と否定する。

「たとえば夜。眠りに落ちる前にふと、そなたの顔が浮かぶことがある。仕事の合間もそうだ。疲れたなと思うときに、そなたの声を思い出す」

　不意に、楊玄の手が修莉のそれに重なった。

　冷たくて骨張った手だ。爪つめの先まで磨みがかれた手は明らかに貴人のそれでありながら、いざとなれば剣けんをとることもできそうな力強さを持っている。

「──そなたはいったい、何者なんだ？」

「僕は……」

　あなたの連理梓です──特技も実績もない、ただの新米の。そう答えようとして、できずに口を噤つぐんだ。楊玄が訊ききたいことの答えではないような、そんな気がした。だが、質問の真意を汲くみ取ることはできない。

　透とう徹てつしたまなざしが、修莉を見み据すえる。

　その輝かがやきは、澄すんだ夜空で強く光を放つ星のようだった。





◇






　翌日の夕方、修莉は蔵書閣で本の修しゆう繕ぜんに勤いそしんでいた。

　静せい謐ひつな閲えつ覧らん室の片かた隅すみで、意識を手先に注ぐこと一刻半。二冊目を直し終えたところで集中力が切れ、ふう、と大きく息をついた。

　三冊目に取りかかる前に休きゆう憩けいしようと、中庭へ出る。楷かいの木が作る日ひ陰かげの下にある長なが椅い子すは、涼すずしくて気持ちがよかった。

　深呼吸を繰くり返すと、気持ちのいい疲ひ労ろう感かんがゆっくりと全身に染しみ渡わたる。頭上にはやさしい木こ洩もれ日が降り注いでいた。さらさらと鳴る葉は擦ずれの音も、遠くまで青く澄みきった空も、なにもかもが美しい午後だ。

　ごく自然に、「陛下もどこかで、この景色を見ていたらいいのに」と考える。ほんの一時でもいい、疲れを忘れて見入ってしまう、輝くような眺ながめを。

　そんなことを考える自分に気づいて、ふと思う。いったいいつから、楊玄のことをこんなに気にするようになったのだろう。

　はじめて意見して、認められたとき。不器用な一面を知ったとき。会話を通じて、その肩かたに背負う重圧を感じたとき。意識し始めた境目はくっきりしているようで、ひどく曖あい昧まいだった。

　たまに見せる柔らかな笑顔。美しい毛並みの尻尾しつぽがくるんと丸くなる、無防備な寝癖。凜りんと通る声が、やさしくなる瞬しゆん間かん。

　知っているのはきっと、修莉だけだ。そのことがひどく嬉うれしくて、特別な気持ちになる。

　そんなくすぐったくてとらえどころのない感情に、とくんと鼓こ動どうが跳はねたそのときだった。

「……り。修莉！」

「──は、はいっ！」

　めぐりめぐる思考から現実に引き戻もどしたのは、遠くからの呼び声だった。

　声の主は李珀だ。回かい廊ろうを抜ぬけて中庭まで小走りで駆かけてくる。

「こんにちは、李珀さま。ここでお会いするの、なんだか久しぶりですね」

「ああ、本当だ。ここのところ神しん殿でんのほうがばたばたしてて、顔を出せなかったからね。今日もくる予定じゃなかったんだけど、ちょっと面めん倒どうな筋からの頼まれごとで」

　なんでも首都に滞たい在ざい中の外国人学者から、とある古書を閲覧させてほしいという強ごう引いんかつ急な申しん請せいがあったのだという。おまけに彼が見たいと希望しているのが禁帯出本だというのだ。

「それって、稀き覯こう書しよ室にあるんですよね」

「ああ、もちろん。だから困ってる」

　稀覯書室はその名の示すとおり、手に入りにくい貴重な書物が収められている部屋だ。立ち入るにも、一定の身分と許可がいる。

　今回のような場合、閲覧には皇族もしくは高官の立ち会いが必要だった。李珀がその準備をしようと戻ってきたところで、中庭で惚ほうけている修莉を見つけたというわけだ。

「ところで修莉、今日の作業は終わった？」

「いえ、このあいだ頼まれた物語本がまだ一冊残ってて……」

　李珀の目が一いつ瞬しゆん、きらりと光った気がした。

「なるほど。それなら、今日でなくても構わないな。……急で申し訳ないんだけど修莉、その学者の立ち会い役、これから引き受けてもらえないか？」

「え……ええっ？　僕がですか!?」

「本来なら私が立ち会うべきなんだけど、今日は生憎あいにく、すぐにでも神殿に戻りたくてね」

「けど……、僕で平気ですか？」

　李珀が色々な仕事を任せてくれるのはありがたい。ただ少し、修莉のことを買いかぶりすぎているのではと思うことがある。

　立ち会い要件の「高官」には確かに連理梓も該がい当とうするのだが、相手は外国からの賓ひん客かくだ。

　言葉の問題も含ふくめて、修莉に務まるかどうかは極きわめて怪あやしい。しかし李珀は「平気、平気」と断言した。

「通詞がいるから会話で困る心配はないよ。気取る必要のある相手でもないしね」

　李珀にしては珍めずらしく余よ裕ゆうのない顔を見ると、無下に断るのも気が引ける。結局押し切られるような形で、修莉はその頼みを引き受けた。

「助かるよ！　いや、きみにはいつも突とつ発ぱつ的な仕事ばかり押しつけて申し訳ない。じゃ、早さつ速そく連れてくるから、先に行って準備を頼めるかい？」

「わかりました」

　外国人学者ご所しよ望もうの本の名前と、大まかな置き場所を聞いてから、修莉は稀覯書室へと足を向けた。その部屋に入るのは、以前に蔵書閣内を案内してもらって以来、二度目のことだ。

　目当ての本はさほど苦労せず見つかった。立派な装そう幀ていのそれを引き抜くのと同時に、別の本がいくつかつられて出てきてしまう。

「わわっ、と」

　貴重な本を落としては大変だと、慌あわてて受け止める。薄うすい冊子のようなその中身を見て、修莉は目を瞠みはった。──書かれているのは昊こう古こ字じだ。

　興味を惹ひかれてつい頁ページをめくってしまい、はっとする。いくら人目の少ない場所とはいえ、隠かくしもせずに置いておいていいのだろうか。

　気になって仕方ないが、李珀に訊くわけにもいかない。もうすぐここに来客もあるのだ。

　修莉は急いでその古書を書しよ架かに戻した。

　件くだんの学者と通詞を連れて李珀が稀覯書室に入ってきたのは、それからすぐのことだった。







　慣れない仕事に気を張った反動で疲つかれが出たのか、その晩は珍しくあくびが止まらなかった。

　眠ねむ気け覚ざましに冷たい水を一いつ杯ぱい飲んでから、楊玄の部屋へと向かう。修莉です、と名乗ると扉とびらはすぐに開いた。

「こんばんは」

「ああ、よくきたな」

　人ひと払ばらいの済んだ部屋で出で迎むかえてくれるのはいつもと同じ、寝ね間ま着き姿の楊玄だ。一日の終わりにこうして顔を見ると、どこかほっとした気分になる。

　そのまま普ふ段だんどおりに薬湯を作り始めた修莉を見て、楊玄が首を傾かしげた。

「どうした。今日はずいぶんと大人しいな」

「え？　そ、そうですか？」

「いつもより元気がないように見える」

　そんなに眠そうに見えたかと焦あせる修莉の顔を、楊玄が不意に覗のぞき込んでくる。ゆるく束ねて肩に流した黒くろ髪かみから流れる香かおりと距きよ離りの近さに動どう揺ようして、危あやうく匙さじを取り落としそうになった。

　じろじろと検分するような視線が、修莉の横顔から指先まで滑すべるのを感じる。妙みような緊きん張ちよう感かんは、修莉の眠気を覚ますのに充じゆう分ぶんだった。

「そういえば、午後の授業がひとつ休講になったそうだな？」

「あっ、はい。そうなんです」

　算術教師の急な体調不良で予定が変わったことを、楊玄はどこかから聞き及およんでいたらしい。話題が逸それたことにほっとして、無難に会話をつなぐ。

「空いた時間を使って、桃寧と揚よう琴きんの練習をしました」

「ずいぶん頑がん張ばってるみたいだな」

「はい。日に日に上達していますよ」

　楽器への苦手意識は依い然ぜんとして持ちながらも、やはり目標があるからなのか、桃寧が弱音を吐はくことはない。最近はコツが摑つかめてきたらしく、楽しそうな表情も見せるようになった。

　この調子なら間ま違ちがいなく、年内には楊玄の前で披ひ露ろうできるだろう。

「そのあとは馬術の授業で遠乗りに出て、息いき抜ぬきです」

「遠乗りって……そなたも行ったのか？」

　楊玄が驚おどろいたような声で尋たずねる。修莉は常歩がやっとの腕うで前まえであることを知っているのだ。

「まさか。僕は留守番ですよ」

「なら、そなたはなにをしていた？」

「……えっと」

　しまった、と思ってももう遅おそい。この流れなら当然、訊きかれる話だろう。

　最近は楊玄の前で李珀の話題に触ふれないように注意を払はらっているのだが、やはり疲れていたのか今晩はさすがに気が回らなかった。それでもほかの誰だれかから耳に入るよりはと、蔵書閣で引き受けた仕事の話をする。

「──兄上はそんなことを頼たのんだのか」

　その表情に、すかさず苦いものがよぎった。諍いさかいの現場を見られてからは開き直ったのか、楊玄はもはや李珀との不仲を隠そうとはしない。ため息をつくのと同時に険のある声になる。

「この期ごに及んで、まだ親しくしてるとはな」

「親しくって……単に仕事を頼まれているだけですよ」

　修莉にとって仕事は、自分の居場所を作るための手段だ。いくらここの生活に馴な染じんでも、連理梓としては中ちゆう途と半はん端ぱなままだという自覚は抜けない。だからこそできることならなんでもやりたいのだが、そこが楊玄にはぴんとこないのだろう。

「やることならほかにもあるだろう？」

「もちろん桃寧と過ごす時間が第一ですよ。それでも余裕があるんです。今日みたいな件はともかく、古書の修しゆう繕ぜんみたいに手先を使うことで役に立てるのは嬉うれしいですし……」

　修莉とて、二人の間に余計な波風を立てたくはない。けれど、せっかく得た仕事を取り上げられてしまうのは困る。

「面おも白しろくは、ないな」

「……すみません」

　やめろと言わないまでも不快であることをきっちり主張する楊玄に対して、修莉はただ謝るだけでやめますとは言わない。それは、静かな意地の張り合いだった。

　生薬を煎せんじている間、気まずい沈ちん黙もくが流れる。いつもならたわいない会話が弾はずむのに、喧けん嘩かをしたかったわけじゃないのに、どうしてこうなってしまったのだろう。

「……どうぞ」

　修莉が差し出した薬湯を、楊玄はなにも言わずに受け取った。そのまま一口飲んだ途と端たんに、「うっ」と眉まゆを顰ひそめる。

「────苦い」

「えっ？」

「今夜の薬湯は苦い──と言った」

　ありえない、と思った。使った材料も煎じた工程も、昨日までとまったく同じだ。まさか、眠気のせいで手元が狂くるいでもしたのだろうか。

「ちょっと失礼します」

　とにかく味を確かめようと、置かれた茶ちや碗わんに手を伸のばす。その瞬しゆん間かん、手首をぐっと摑まれて、強い力で引き寄せられた。ふわりと漂ただよう甘やかな香こうに惑まどう間もない突とつ然ぜんの抱ほう擁ように、取り損そこねた茶碗は指先から転げて、薬湯が卓たく上じように零こぼれる。

　叫さけんだはずの声は、ひとつも言葉にならなかった。

「──っ……！」

　柔やわらかい感かん触しよくが唇くちびるだと認にん識しきするのに、数秒を要した。

　なんで、どうして、口づけなんて。疑問ばかりが頭に浮うかんで、なにがなんだかわからない。

　ゆっくりと唇が離はなれると、至近距離で視線が交わる。あまりのゆゆしき出来事に、立場も忘れて濃のう紺こんの双そう眸ぼうを睨にらみ据すえた。──が、しかし。

「ぜ……全然、苦くないじゃないですかっ……」

　毅き然ぜんと抗こう議ぎしたつもりが、震ふるえた声で台無しになった。おまけに、いまさら薬湯の感想に文句をつけてどうする？　問題なのは、修莉の唇を──生まれてはじめての接せつ吻ぷんを、いとも簡単に奪うばったことではないか。

「ああ、甘いな」

　さっきまでの不ふ機き嫌げん顔が打って変わって艶つやめいて、悪びれもせずくすりと笑う。それがまた悔くやしくてならないのに、動どう悸きはちっとも治まらない。

「そなたの唇は、甘い……」　>>>♥

　楊玄はさも当然とばかりに、二度目の口づけをも奪った。息も胸も苦しいのに、唇がとろけていく未知の感覚に逆らうことがどうしてもできない。

「んん……、っ……」

　うまく息が継つげずくぐもった声を洩もらすと、濡ぬれた感触が唇をくすぐった。誘さそわれるままに捕とらわれた舌に、せつない吐と息いきが混じりあう。

　修莉が呼吸できるよう、楊玄は何度も角度を変えてぬるくとろりとした口づけを繰くり返した。重なる唇から生じた熱が、だらしなく伝う唾だ液えきが、修莉の思考をゆっくりと侵しん食しよくする。戸惑う気持ちは残っているのに、この腕の中から抜ぬけ出せない。

　ようやく解放されたときには、視界がぼやけていた。泣いてしまったことが信じられなくて、慌あわてて眦まなじりを拭ぬぐう。

「陛下っ！　なんで……なんでこんなことするんですか！」

　唇はまだ熱く、じんじんと痺しびれている。心臓はかつてない速さで脈打ち、いまにも破は裂れつしてしまいそうに思えた。

「そなたが悪い」

「へっ？」

「そなたが素知らぬ顔で、私の心をむやみに乱すからだ」

　李珀の仕事を手伝うのが気に入らないだけで、すぐにばれる噓うそをついたというのだろうか？　あまつさえ、腹いせに口づけまでしたと？

「そっ……そんなの、陛下らしくない、です」

「公私の区別はきっちりつける。公務が終わったあとの自室でまで、必要以上に自分を抑おさえるつもりはないぞ」

　今夜のことは私的な感情に基もとづいた行動だ、と楊玄は主張する。だが、いったいどんな感情だったのかという肝かん心じんなところだけは「鈍にぶいな」と笑うだけで教えてくれなかった。

「そなたのおかげで、今夜はよく眠れそうだ」

　至し極ごく満足げな楊玄とは裏腹に、その晩、修莉が一いつ睡すいもできなかったことは言うまでもない。







六　初はつ恋こいの覚かく悟ご




　翌日の修莉は、まるで腑ふ抜ぬけだった。

　接吻なんて、もちろん経験したことがない。それも相手は皇こう帝てい陛下で、修莉と同じ男なのだ。冗じよう談だんで片付けるには、いささか事が大きすぎる。

　思えばこの十八年、悲しいほどに艶つや話ばなしとは縁えんがなかった。女性と手をつないだことくらいはあるし、なんなら幼おさな馴な染じみの娘むすめに淡あわい気持ちを抱いだいたこともある──が、それもすべて十とおにも満たない歳としの話だ。十三、四の色気づく年とし頃ごろには生まれたばかりの弟にめろめろで、気づけば周りはとっくに初恋を済ませていた。つまりは波に乗り遅おくれた、というわけである。

　そんな極きわめつきの晩生おくてが突然、同性に唇を奪われたのだ。これが戸惑わずにいられようか。

　何度寝ね返がえりを打っても寝つけず、冴さえる一方の頭に浮かぶのは、楊玄のことばかりだった。

　長いようで短い夜を過ごした翌朝、珍めずらしく楊玄と食堂で鉢はち合あわせした修莉は、愕がく然ぜんとした。

　悩なやみの種の張本人は、修莉の顔を見ても露つゆほども動じない。そればかりか、晴れやかな顔で「おはよう」なんて声をかけてきたのだ。……本当によく眠ねむれたのだろう。

　同じ卓たくにつくだけでどきどきして、目が合うだけで照れくさくて下を向いてしまう修莉とは、雲うん泥でいの差だった。こんなにやきもきしているのは自分だけだと思うと、それもまた悔しい。

　それとも、接吻ひとつで騒さわぐほうがおかしいのだろうか。楊玄にとっては心を動かすまでもなく、理由を話す必要もない、些さ末まつな出来事だとしたら？　もしかしたら男色の趣しゆ味みがあって、たまたまそばにいた修莉をからかっただけだとしたら？　だから、何事もなかったかのように振ふる舞まうのではないか──？

「……ああ、もう」

　そんなことを考え始めると、もう泥どろ沼ぬまだった。身分も立場も、生まれも育ちも、男としての経験さえもすべてにおいて違ちがうのだから、修莉の物差しで測るのは無理だ。わかりきったことなのに、心は勝手に傷ついて、頭はさっぱり働かない。

　帯の結び方を誤り、水を入れずに墨すみをすり、はじめのうちは「先生ってば」と笑ってくれた桃寧も、拳けん法ぽうの時間に乗馬用の袴はかま姿すがたで現れた修莉を見て、とうとう気の毒そうに尋たずねてきた。

「……先生、どこか具合でも悪いのですか？」

「いや……そうじゃないんだけど……」

　恥はずかしいやら情けないやら、ついため息が出てしまう。桃寧は「ならいいんですけど」と言いながらも、眉を下げたままで修莉を案じた。

「朝からずっとつらそうなお顔をなさってるので、どこか痛いところでもあるのかと思って」

「桃寧……」

　とっさに「平気だよ」と言えず言葉につまる。痛いのは胸だ。楊玄の声を、柔らかな唇を、まっすぐな瞳ひとみを思うたびに、しくしくと痛む。

　傷つく必要なんてないと言い聞かせるほど、なぜかつらくて悲しくて。忘れようと思うほど、消えた唇の温ぬくもりは鮮せん明めいに蘇よみがえる。

　どうしてだろうと心に問いかけ、鼓こ動どうの声を聴きいたそのとき、胸を締しめつける痛みの甘さを自覚した。その正体は、怪け我がでも病気でもない。

　はじめての感情が、にわか雨のように降ってくる。春はる雨さめのように温かで、せつないくらいにやさしいそれは、楊玄への恋れん情じようだった。

　一晩中眠れないほど悩んだことも。なにもなかったような態度をとられて傷ついたことも。昨夜ゆうべの口づけを、密ひそかに恋こいしく思っていることも。

　全部、楊玄のことが好きだからだ。

　同性に惹ひかれたことは、一度としてないのに。皇帝陛下相手の恋など、実るはずもないのに。理り屈くつ抜ぬきで跳はねる鼓動は泣きそうなほど苦しくて、溢あふれる想おもいはとびきり甘い。

　もう引き返すことなどできないくらい、楊玄に心を奪われていた。





◇






　──私だって、そなたに仕事を頼たのんでもいいだろう？

　李珀への対たい抗こう心のつもりなのだろうか。ちょっと拗すねた声の楊玄から頼まれたのは、数日後に控ひかえた外遊のための旅たび支じ度たくだった。

　といっても、仕事関連で必要なものは同行する楊玄の部下が、着物や装そう飾しよく品をはじめとする日用品は女じよ官かんが、すでに準備万ばん端たん整えている。修莉が受け持つことになったのは、主に薬関係の荷物だった。

　頭痛や腹痛用の、痛み止め各種。発熱対策の薬と、外傷用の軟なん膏こう。皇室お抱かかえの薬くす師しと相談しながら一通りの薬を調合すると、結構な量になった。

　不ふ眠みん対策の薬湯は当然ながら、自分で煎せんじてもらうことになる。煎じ方のコツを書きつけた覚おぼえ書がきも用意はしたが、おそらく苦くなるだろう。口直しのための香こう草そう茶と蜂はち蜜みつも一いつ緒しよに包んでおいたので、これで乗りきってもらうよりほかはない。

　南の隣りん国ごくへの外遊は、約十日。予備を含ふくめて十四日分用意した薬包を見て、つい「長いなぁ……」と呟つぶやいてしまう。

　薬の手配に奔ほん走そうしていた間は紛まぎれていた寂さびしさが、ふと心に湧わき上がった。

　楊玄に対する恋を自覚してから、ありとあらゆる感情が日に日に増してゆくような気がする。

　修莉には分不相応な想い人だ。どんなに焦こがれようと、運命の相手だと思えるほど楽観的にはなれない。

　百人いたら百人が、諦あきらめるべきだと諭さとすだろう。すべてをなかったことにして、自分の心に蓋ふたをして、傷つく前に忘れたほうが身のためだ、と。

　わかっているのに、どうしてもできない。宝物のようにきらきらと光を放つこの気持ちを、手放すのは嫌いやだった。

「いまの季節、嵐あらしが心配ですね……移動中に天候が崩くずれたら、日数が延びるかもしれません」

　荷造りに精を出す女官の声で、修莉は我に返った。

　通常ならばこの時季の遠出は避さける。しかし今回は、懇こん意いにしている南の隣国の王が六十の長ちよう寿じゆを迎むかえる祝いに合わせた訪問日程だ。多少の延えん泊ぱくと荒あれた道を覚悟しての旅となるだろう、というのが女官の見立てだった。

　薬と同様、衣類も余よ裕ゆうを持って準備されている。祝しゆく宴えん用の正装から寝間着まで場面に応じた衣い装しようを収めた葛籠つづらには、色とりどりの織り紐ひもと鈴すずを組み合わせて編んだ飾かざりがついていた。

「これってなにかの目印ですか？」

「え？　ああこれは……旅の安全を祈き願がんするお守りのようなものですかね。伝統的な飾り結びです。修莉さまの故郷にはありませんか？」

「いえ……はじめて見ました。うちでは安全祈願っていうと近所の祠ほこらにお参りするくらいで」

　神しん獣じゆうを祀まつった祠というのは、どんな小さな村にもひとつは必ずある。修莉も父も、仕入れで遠方へ出向く前には欠かさず参拝していた。

「お参りのほうが、確かに一いつ般ぱん的ですね。私どもも、宿下がりの前には神しん殿でんに行きますよ」

「えっ……神殿にですか？」

　なにげない女官の言葉に、どきっとする。神殿派の人間しか使用しないという門の前で楊玄率いる皇帝派につめ寄られたことを、修莉はまだ忘れていない。

「神殿って、関係者以外は入れないんじゃ……？」

「ああ、言葉足らずで失礼しました。神殿といっても本ほん宮ぐうではなくて、神獣像のことです」

「神獣像……ってなんですか？」

「その名のとおりですよ。本宮とは別で、一般に開放されている場所にある石像のことです。……ご存じなかったですか？」

「はあ」

　なんでも神獣の加護を求めて国中から参拝客が訪おとずれる、名所中の名所であるという。久々に世間知らずぶりを発揮してしまい、恥ずかしさで顔が赤くなった。が、それほどまでに有名な場所なら、修莉が行ってもさすがに角は立たないだろう。

「それって、誰だれでも入れるんですよね？」

「ええ、もちろんです」

　女官の屈くつ託たくない即そく答とうに、修莉は参拝を決めた。







　夕刻前になって、修莉は女官から教えてもらった場所へと向かった。中ちゆう途と半はん端ぱな時間のせいだろうか、参拝客と思おぼしき人の姿はまばらにしかない。

　変装とまではいかないが、念のため官服の上に羽織をひっかけてきたおかげか、修莉に目を留める人はいなかった。

　蔵書閣の静せい謐ひつさとはまた違う、清せい気きの漂ただよう厳おごそかな空間は、まさに聖域と呼ぶにふさわしい。

「これが……」

　暮れなずむ空を仰あおいで、修莉は神獣の姿を見た。

　天に向かってそびえた石柱の上で、地上を見守るように鎮ちん座ざする聖なる獣けものは、天と地の間で神と人をつなぐ存在そのものだ。

　心に楊玄を思い、石像に向かって静かに手を合わせる。

　──安全な旅路でありますように。外遊先での仕事がうまくいきますように。ひとりでも、ちゃんと薬湯が作れますように。

　思いつくかぎりのことを、一心に祈いのった。

「……よし」

　なんといっても、本家本元。きっと御ご利り益やくがあるだろうと、清すが々すがしい気分で踵きびすを返したそのときだった。

「なんだ。修莉だったのか」

「李珀さま!?」

「ずいぶん熱心に祈ってる人がいるから、声をかけようと思って待ってたら……ああ、羽織のせいか、いつもと印象が違うのは」

　目の前に立っていたのは、神官の正装を身につけた李珀だった。

「どっ、どうしてこちらに」

「ここ、本宮への通り道だよ」

「……あ」

　我ながら恥はずかしくなるような愚ぐ問もんである。

　修莉の用向きを聞いた李珀は「ふぅん」と唸うなると、感心したように腕うでを組んだ。

「なるほど……ずいぶんと仲良くなったものだねぇ」

「は、はい。まあ」

　ほんの一いつ瞬しゆん、受け答えに迷う。

　兄弟の諍いさかいに遭そう遇ぐうして以来、楊玄の話題になるといつもこんな感じだ。

「理由はどうあれ、ここに足を運んでもらえるのは嬉うれしいよ。神獣像はなかなか見事だろう」

「はい……圧あつ倒とうされました」

　楊玄も李珀もあの立派な獣姿になるのかと思うと驚おどろきと感動を禁じ得ず、ついつい目の前にいる李珀の顔と神獣像を見比べてしまう。物言いたげな修莉の視線に気がついたのか、李珀は悪戯いたずらっぽく亜あ麻ま色いろの尻尾しつぽを振ふった。

「もしかして、私が変身した姿が気になるのかな」

「……やっぱり、一度は見てみたいなあと思って」

　変身した桃寧に対する寛かん容ような態度を見たことがあるからだろうか。楊玄には絶対言えないと思っていたことを、李珀の前ではぽろりと言ってしまう。

「桃寧はこう、ふわふわっとした感じで可愛かわいかったんですよね。手て触ざわりはもう、ふっこふこで。大人の神獣は、さぞかしすごいんだろうなあ……」

「……修莉。もしかしてそれ、おねだりのつもりかい？」

「えっ。李珀さま、鋭するどいですね」

「あのね、修莉がわかりやすすぎるんだよ」

　自分では精せい一いつ杯ぱい自制したつもりなのだが、身振り手振りでふわふわだのふこふこだのと説明したのがまずかったらしい。

　さすがの李珀も呆あきれたのか、ため息混じりに笑う。とはいえ、修莉の熱意には一定の理解を示す度量の広さを見せてくれた。

「まあ──神獣の美しさが万人を虜とりこにするのは確かだよ。実物を見たいと思う気持ちもわかる。……楊玄あたりに頼たのんでも、お堅かたいことを言って断られるだろうし？」

　李珀がちらりと意味ありげな目線を向ける。修莉の胸の裡うちなど、とっくにお見通しらしい。

　こうなると、俄が然ぜん期待が高まってくる──ひょっとしたら、変身してくれるかもしれない。

　撫なでさせてもらうのはやはり無理だろうか。いやいや、李珀ならお願いすればもしかして。

　そんな空想に胸を躍おどらせたのもつかの間。ひとり盛り上がる修莉をよそに、李珀は静かに首を振った。

「申し訳ないけど、私も応こたえてはあげられない」

「……。です、よね」

　膨ふくらみきった期待が、急速に萎しぼんでいく。

　残念だが、仕方ない。こうして人になった姿を目まの当たりにしているだけでも奇き跡せきのようなことなのだ。いくら修莉に甘い李珀であっても、神聖な獣姿をそうたやすく披ひ露ろうするわけにはいかないのだろう。

「見せたいのは山々なんだけどね。……たまに、桃寧が羨うらやましくなるときがあるよ」

　亜麻色の尻尾が、夕暮れの風にそよぐ。李珀も幼い頃ころは、桃寧のようにころころと変身していたのかもしれない。

　在りし日に思いを馳はせるような横顔は、どこか寂さびしそうに見えた。
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　外遊の出発を翌日に控ひかえた夜も、修莉は楊玄の居室にいた。

　しばらく会えないというのに、楊玄の態度は普ふ段だんのそれとまったく変わらない。薬湯を飲み終えると、くつろいだ姿で「土産みやげの希望があるなら、なんでも聞くぞ」なんて言ってくる。

「特にないです。……気をつけて行ってきてくださいね」

　気持ちを隠かくしたままの会話は、どうしてもそっけなくなる。

　たぶん以前の修莉なら、「寂しくなります」とか「早く帰ってきてください」とか、平気な顔で言っていた。けれどいまは、素す直なおになるのが怖こわい。

　余計なことを言わないように。下手に口を開いて、秘ひめた想おもいまで溢あふれてしまわないように。そんな自制をするうちに、簡単なことすら口にできなくなっていく。

「遠えん慮りよなら必要ないぞ？　交易の下調べも兼かねているからな。南には興味深いものが多い」

「南のことは、あまり詳くわしくないので……」

　寂しがっているのは自分だけかと思うと、声が拗すねた。それでも楊玄は修莉の複雑な感情を察することなく、「なら、そなたが好きそうな菓か子しでも探してこよう」などと言う。まったく、とんだ子供扱あつかいだ。土産を選ぶ時間があるなら、早く帰ってきてほしいのに。

　修莉のことを考えていると言う割にはどうしようもなく鈍にぶい楊玄を、ちょっとだけ困らせてみたくなる。

「──本当になんでもいいんですか？」

「もちろん。留守中はそなたにこの宮を預けるのだからな。重ねて言うが遠慮は不要だ」

「じゃあ……お土産じゃなくて、行く前にしてほしいことがあるんですけど」

「ほう？　申してみよ」

「絶対に怒おこらないって約束してくれますか？」

「……？　ああ、わかった」

　うなずきはしたものの、修莉の思おも惑わくには気づいていないだろう。

　それでも、言げん質ちを取ったことにかわりはない。言うなら、いまだ。

「……陛下の神しん獣じゆうになった姿が、見たいです」

「────なに？」

　楊玄は目を瞠みはり、そのまま固まった。摑つかみどころのない表情で、瞬まばたきひとつせずにいる。

「………」

「………」

　なんだろう、この妙みような沈ちん黙もくは。約束どおり怒る気配はない。が、うんともすんとも言わない。

　もしかしたら、修莉が想像していた以上にまずいお願いだったのだろうか。

　怒っていないのではなく、声が出ないほどの怒いかりに震ふるえているとしたら──？

「ご……ごめんなさい！　調子に乗りました」

　なんたる弱気。なんたる意い気く地じのなさ。

　困らせてみたいなんて思ったくせに、自分から謝ってしまうとは。

「な、なにを謝っているんだ？」

「だって陛下、怒ってるんじゃ……」

「いや。怒らないと約束しただろう」

「そうですけど……一言も喋しやべらないので、てっきりご立腹なのかと」

「驚いただけだ。そなたがその……あまりに唐とう突とつだったから」

「そ、そうですよね。……すみません、ちゃんと無理ってわかってますから。いつか見られるのを楽しみにしてます。なにか大きな行事のときとか」

　一息でまくしたてる修莉に、楊玄は「いや」と首を振った。

「国の行事を待たずとも、変身する機会はある」

　それは、思わぬ返事だった。

「いつですか？」

「……皇こう帝ていと妃きさきの初夜だ。はじめて契ちぎったあとに皇帝が獣けものの姿になって、朝まで妃を抱だいて眠ねむるという、古い慣習がある」

「……そう、ですか」

　いくら歴史のある慣習とはいえ、修莉には縁えんのない話につい気落ちした声が出てしまう。

　結けつ婚こんする意思はないと言った楊玄も、先のことはわからない。立場を思えば、未来永えい劫ごう妃を迎むかえないと言いきるほうが難しい。

　いつか出で逢あうかもしれない特別な人だけが、その姿を見ることができる。

　そしてそれは、絶対に自分ではない──。そう思うと、心は余計に深く沈しずんだ。

　うつむいた修莉に、楊玄はどこか含ふくみのある視線を向けてくる。

「しょせんは古い話だ。だがいまはそれが転じて『獣姿』は違ちがう意味を持つようになった」

「どんな意味があるんですか？」

「獣姿が見たいと言うのは、房ぼう事じの誘さそいと同義だ」

「……ぼうじ、ですか」

　すぐには変へん換かんできず、会話に間が空く。楊玄に「交合と言ったほうがわかりやすいか？」と言われて、修莉はやっと気がついた。

「えーっと……」

　なんだか急にとんでもない話になってしまったようで、会話をつなぐ言葉が見つからない。

　楊玄は黙だまってしまった修莉の顔を覗のぞき込み、「わかっているのか？」と呆れた声を出す。

「そなた、私を誘ったことになるのだぞ」

「え……ええええっ!?」

「私が神獣になったところが見たいと申しただろう」

「いえそのまあ、言いましたけど……でも、そんな意味があるなんて知らなかったんです！」

「だがいま、そなたは知ったな。それでも、私の獣姿が見たいと申すか？」

「えっ……」

　房事に誘う心づもりはあるのかと、楊玄はまるで挑ちよう発はつするように距きよ離りをつめてくる。途と端たん、心臓がうるさく鳴りだした。いったい自分はどうしたいのか。考えようとするだけで頰ほおは熱くなり、頭の中は得体の知れない桃もも色いろに染まってゆく。

　ふと、黒毛の尻尾しつぽが修莉を惑まどわすように揺ゆれた。触さわりたいと思わせる、煽あおるような動きだ。

　美しい神獣の血を引く証あかしに魅みせられて「はい」と答えそうになったそのとき、夕方の出来事が突とつ如じよとして脳のう裏りに蘇よみがえった。

　──修莉。もしかしてそれ、おねだりのつもりかい？

「…………あっ」

　自らの失言に、数刻遅おくれで気がついた。

「どうした？」

「えっ。あ、いえその」

　もしかしたら李珀は、この言葉が持つ別の意味を知っていたのだろうか。だから呆あきれ笑いを浮うかべていたのだとしたら、恥はずかしすぎていたたまれない。

　──しかし、いまは目の前の楊玄だ。

　不自然なまでに目を逸そらしたままの修莉を見て、その口調が尋じん問もんめいたものに変わる。

「急に顔色が悪くなったんじゃないか？　……なにかやましいことでもあるのか」

　ないですと即そく答とうできない自分の不器用さを呪のろうしかなかった。黙もく秘ひを貫つらぬく度胸もない。勝負せずとも、修莉の負けだ。

「お、同じことを……」

「うん？」

「同じことを、李珀さまにも言ってしまったことを思い出して……」

　言うが早いか、楊玄の血管が切れる音を聞いた気がした。

「……なんであいつにそんなことを言ったんだ!!」

　正面からの怒ど号ごうに、びくっ！　と肩かたが揺れる。しかし、悪気があったわけではない。そんな艶つやっぽい意味があるなんて、想像すらしなかったのだ。

「しょ……しょうがないでしょう!?　何度も言いますけど、僕は知らなかったんですから！」

「物事には、知らないで済むことと済まないことがある。そなた、軽けい薄はくが過ぎるぞ」

「け……軽薄!?」

　聞き捨てならない言葉に、我が慢まんしきれずたてついた。

「僕は軽薄なんかじゃありません！　自分こそ、あんな……、あんな軽薄な真似まねをしたことを忘れたんですか？」

「私が？　なにをしたというんだ」

　身に覚えがないと言わんばかりの態度に、修莉は唇くちびるを嚙かんだ。ふつふつと滾たぎる熱に煽られて、楊玄をキッと見返す。

「せっ、接せつ吻ぷんですよ！」

　破れかぶれの剣けん幕まくに、楊玄は怯ひるんだように見えた。

　が、一いつ瞬しゆんで威い厳げんを取り戻もどし、力強く答える。

「忘れてなど、いない」

「じゃ、じゃあどうしてなにも言ってくれないんですか？　からかっただけなら怒りますよ」

「からかう？　どうしたらそんな発想になるんだ」

「接吻とか、そういうことは好きな人とするものなんです」

「莫ば迦かを申せ。私が好きでもない相手にするわけがないだろう？」

「ばっ、莫迦って……！　え？」

　いま、楊玄はなんと言った？

「そなた。私のことを、そんな不誠実な男だと思っているのか？」

「そ、そんなことは……」

　真しん摯しなまなざしに真っ向から見つめられて、修莉は気を削そがれた。形勢逆転、反論の言葉が出てこない。

「もし、愛しているからしたいと言ったら、そなたは応じてくれるのか。私に愛される覚かく悟ごが、そなたにはあるのか？」

　──楊玄はずるい。自分の本心を隠かくしたまま、巧たくみな言葉を弄ろうして修莉の心を探さぐろうとする。

　もう、とっくに好きになってしまっているのに。悩なやんで迷って、それでも諦あきらめられないのに。

　そんな修莉に、愛される覚悟を問うというのか。

　楊玄は返事を求めようとはせず、うつむく修莉を抱だき寄せた。寝ね間ま着きに薫たきしめられた甘くみずみずしい香かおりに鼓こ動どうは高鳴り、あの日の口づけが蘇る。

「嫌いやなら、私を突つき飛ばして逃にげればいい。だが、嫌ではないなら──今夜は、私の腕うでの中にいてほしい」

　修莉を抱きしめていた腕から力が抜ぬける。顔を上げて、楊玄の双そう眸ぼうを見つめた。

　恋こいをしているのは、せつなく胸が痛むのは、自分だけなのだろうか。

「いやじゃない、です」

　楊玄に負けず劣おとらず、ずるい返事だと思う。けれど、それが修莉の限界だった。やさしい唇が、耳じ朶だを食はむようにささやく。

「ならば、今夜はそなたと共にいよう」







　修莉はお手つきになるような若い侍じ女じよではなく、もちろん、夫ふう婦ふの契りを結んだ妃でもない。

　れっきとした──どちらかと言えば色気に乏とぼしい──普ふ通つうの男だ。

　いったいどうしてそんな自分が、皇帝陛下の寝しん台だいに上がっているのだろう。

　考える暇ひまは、残念ながら与あたえられなかった。触ふれるだけの口づけが、雨のように降ってくる。

「陛下……」

「修莉」

　名前を呼ばれるだけで、体温がぐっと上がった。

　触れては離はなれて、離れては触れて。だんだん深くなっていく交わりにうっとりと目を閉じる。楊玄の香りに包まれて交かわす接吻は、夢見るように甘い。

「んん……」

　合間に洩もれる艶つやめいた吐と息いきを聞いて、楊玄の立ち耳がぴくぴくっと動く。こんなときに反応するなんて、可愛かわいい動きが憎にくらしい。

　敷しき布ふの上で仰あお向むけになり、楊玄の顔を見上げる。完成された高貴な美び貌ぼうではなく、生身の男が欲情する顔だった。紅を刷はいたような眦まなじりと濡ぬれた唇に、これから自分たちがすることを強く意識して心臓が跳はねる。

「やっぱり、そなたの唇は甘いな」

　からかうように言いながら、楊玄がまた唇をさらう。やさしく吸うようにされるだけで、胸がきゅっと痛くなった。

　唇が腫はれてしまいそうなほど長い接吻のあとで、楊玄の手が修莉の腰こし帯おびにかかる。

「わっ……、へ、陛下っ、待ってくださいっ」

　修莉の焦あせった声など聞き流し、楊玄は手間取ることなく帯をほどくとするすると衣きぬを剝はいでしまう。普段はあんなに不器用なのに、閨ねやでは話が違ちがうのだろうか。そのことが恨うらめしいやら恥ずかしいやら、耐たえられずに身じろぎすると、楊玄に「こら」と窘たしなめられた。

「動くと帯が絡からまって脱ぬげないぞ」

「だ、だって。待ってくださいって言ったのに陛下が……」

「まさかそなた、着物のままでするつもりか？」

　これからなにをするのか本当にわかっているのかとでも言いたげな、疑いのまなざしが痛い。

「いえそんな……でも、恥ずかしいものは恥ずかしいじゃないですかっ」

　まるきり子供の言い分に、楊玄は軽くため息をつく。やめるって言われたらどうしよう。と、つくづく身勝手な不安が胸を掠かすめたそのとき、楊玄が覆いかぶさってきて、ぎゅっと後ろ抱きにされた。

　色めいた低音が、耳元でささやく。

「……これからもっと恥ずかしいことをしようというのに？」

「──[image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

「初心うぶなことだ。耳まで真っ赤ではないか」

　楊玄の唇が耳朶に触れて、ぞくりとしたなにかが背筋を這はった。

「……やめないぞ。いいな？」

「は、はい……」

　背中から抱かれている状態なので、互たがいの顔は見えない。ゆるんだ衿えりに忍び入った手が、肩から着物をするりと剝ぐ。露あらわになった首筋に、楊玄のつややかな黒くろ髪かみがさらさらと落ちた。慣れない感覚に、びくっと身体からだがすくむ。

「今度はどうした？」

「く、くすぐったくて」

「ここか？」

　無防備なうなじに、意地悪な唇が吸いついた。触れた先から、じわじわと淡あわい熱が広がっていく。修莉がぴくぴく震ふるえるのを面おも白しろがっているのか、楊玄は「敏びん感かんだな」と遠えん慮りよなく笑った。

「……変じゃないですか？」

「変？　どうしてそんなふうに思うんだ」

「こういうの……したことがなくて。わからないんです」

　修莉は男として初心だ。色事の経験ひとつなく、寝台の上でどう振ふる舞まえばいいのかなんて皆かい目もくわからない。失望させたらどうしよう、嫌きらわれたらどうしようと、不安ばかりが先に立つ。

　不意に、修莉を抱く手に力がこめられた。

「心配は無用だ。そなたのそんなところが愛いとしく見えると言ったら……笑うか？」

　顔を見られていなくてよかった。絶対に赤くなっているに違いない。だけど、嬉うれしくて騒さわぎだした鼓動にはきっと気づかれてしまう。

　楊玄の大きな手のひらが豊かな膨ふくらみとは無む縁えんの胸を這い、ささやかな突とつ起きを探り当てた。

　さするように撫なでられるだけで、どうにもむずむずしてもどかしい。

　悪戯いたずらな指は、胸から臍へそをくすぐりながらゆっくりと下へ降りていく。たどる先にあるものを予感してはっと息を吞のんだときにはもう遅おそく、中ちゆう途と半はん端ぱに脱げてまとわりつく着物の隙すき間まから、楊玄の手が内うち腿ももに忍しのび込んだ。

「あ、陛下っ……、そ……そんなところっ……」

「私は見てないんだから、恥はずかしくないだろう？」

　さすがにこれは見られてなくても恥ずかしいです、と抗こう議ぎしてもやめてもらえない。

　下着の上から下腹部に触れられると、わかりやすい刺し激げきでじんと熱くなる。

「は……うっ」

　思わず変な声が出そうになって、唇くちびるを嚙んだ。

　楊玄は布越ごしに、修莉の性器をゆする。布越しとはいえ自分の意思で動かすのとは違い予測のつかない愛あい撫ぶはひとたまりもなかった。先走りの染しみた布と先せん端たんがこすれて生まれるじわっとした性感に、たまらず腰が揺ゆれる。

「あっ……へい、か……だめ、です」

「気持ちよくないか？」

「んん……そう、じゃなくてっ……」

　言葉を濁にごしてかぶりを振ると、楊玄は「そうじゃなくて？」と鸚おう鵡むのように問い返してくる。濡れた声はまるで、ふしだらな妙みよう薬やくだ。耳朶に響ひびいて修莉を桃もも色いろに染めてゆく。

「い、いいからだめ……、なんです」

　ふやけかけた頭では、まともに喋しやべることもできない。それでも楊玄は正しく理解したようで、くすりと笑った。

　またしてもいつになく器用な手つきで下着を取り去って、露わになった屹きつ立りつを握にぎりこまれてしまう。すっかり芯しんを持って硬かたくなっているのがいたたまれないのに、ゆるく扱しごかれただけで泣きたいくらい気持ちがいい。

「んん……んっ」

「声を我が慢まんする必要はないぞ」

「でも、へ……変ですよ」

「どこが変なんだ？　可愛く啼なけているというのに」

「……っ」

　楊玄はとんでもない手練てだれだ。ささやかれるだけで、いともあっさり理性が揺らいでしまう。

　括くびれたところを執しつ拗ように責められるといやらしい涙なみだがとめどなく溢あふれた。泣きじゃくった先端に手のひらをあてがい、くるくる回すようにされると、抗あらがいようのない快感にびくびくと震え上がる。

「あ……っ、あ、あぁっ」

　自分のものとは思えない嬌きよう声せいに、修莉は耳を疑った。それでも腰の奥から迫せり上がる覚えのある感覚には逆らえず、されるがまま喘あえぐしかない。

　根元から激しく扱き上げられて、高みへと続く階きざはしに足をかけたそのときだった。極きわまろうとするその直前、追い立てる手がぱっと離れる。

「──っ……！」

　行き場を失ったせつなさで、下腹部がじんじんと痺しびれた。熱い吐息を洩らして、弾はじけたくてうずうずしている己おのれをどうにかなだめる。

　どうしてと尋たずねるよりも早く身体をころんと転がされて、目に入ったのは寝しん台だいの天てん蓋がいだった。

　しどけなく乱れた着物から覗のぞく上気した肌はだも、透とう明めいな涙を流して震える昂たかぶりも全部、好きな人の眼前に晒さらされている。

「ちょっ……、陛下、なんでっ……！」

「すまない、その、そなたがあまりにいじらしくてどうしても……我慢できなくなった」

　感じるさまを余すところなく見たいと欲求を口にして、言葉どおりに視線を修莉の身体へと走らせた。ただ見られているだけだというのにあちこちが疼うずいて、堪こらえ性しようのない自身がまた、物欲しげに露つゆを結ぶ。

「う……陛下の……意地悪っ……」

「許してくれ」

「嫌いやです」

　お願いだからと切実に呟つぶやく唇に、それ以上の文句を封ふうじられてしまう。眩暈めまいがするほど柔やわらかな交わりに、意識の輪りん郭かくがとろりととろけた。

　楊玄はずるい。ずるくて聡さとい。やさしい接せつ吻ぷんひとつで修莉が機き嫌げんを直すことを、もう学んでしまった。

　楊玄は今度こそ、修莉の身体からすべての衣を剝はぎ取り床ゆかに打ち捨てた。両りよう膝ひざを割り開き、脚あしの付け根へとためらいなく顔を寄せる。噓うそ、と思ったときにはもう、その唇が触ふれていた。

「あ……、やだ陛下、やだっ……あ」

　熱い舌が、屹立を這う。腰から下がじゅわっと融とけていきそうな感覚に包まれて、もう声を抑おさえるような余よ裕ゆうはなかった。根元から啜すすり上げられるとたまらなく気持ちよくて、よじれた腰が敷しき布ふに淫みだらな皺しわを作る。

　やだ、だめ、と言うのは口ばかりだった。強きよう烈れつな快楽に、せつなく張りつめた雄おすがずくんと重くなる。

「んっ、あ……あ、ああっ……！」

　じゅるっとはしたない音を立ててひときわ強く吸い上げられた瞬しゆん間かん、爪つま先さきがぴんとつりそうな鋭するどい官能で、一気に貫つらぬかれた。押し寄せる絶頂感にわなわなと全身が震え、ほとばしる熱を感じて頭の芯がぼうっと揺れる。　>>>♥

　こんなに激しく達したことは、いままで一度としてなかった。甘く気だるい余よ韻いんに浸ひたる中、口元を拭ぬぐう楊玄を見てようやく、自分がしでかしたことの大きさに気がつく。

「す、すみません陛下っ……！」

　慌あわてて起き上がり、失態を詫わびた。よりによって楊玄の口で達してしまうなんて、あまりの体ていたらくに顔から火が出そうになる。

「謝る必要はない。そなたがあまりに初うい々ういしいからと、調子に乗ったのは私だ」

「……け、けど……く、口でなんて……」

「気持ちよかっただろう？」

「その質問は……ずるいです」

「あんなにとろけそうな顔で啼いておいて、素す直なおじゃないな。そなたのおかげで私は……」

　楊玄はなぜか不自然なところで言葉を切った。おもむろに修莉の手をとって己の寝ね間ま着きの裾すそを割ると、あろうことかそのまま股こ間かんへと導く。

「──っ！」

　下着越しでもはっきりと硬さを主張する楊玄自身に、修莉は息を吞んだ。

「そなたのせいだと自覚はあるか？」

「な、なっ、ないです!!」

　修莉のあられもない痴ち態たいを見て、楊玄が欲情している。その事実をつきつけられて、心臓がどくんと大きく跳はねた。

　楊玄は自分の寝間着を手早く脱ぬぎ、たくましい身体からだの線を露あらわにする。広い肩かたも厚い胸も、どちらも修莉にはないものだ。

　引き締しまった裸ら体たいにまとう男の色いろ香かは、どんな香こうよりもなまめかしい。けれど否いやが応でも目が行ってしまうのは、欲望を漲みなぎらせてそそり立つ楊玄の雄だった。張りつめた先端は、卑ひ猥わいな滴したたりでてらてらと濡ぬれている。

　視線に促うながされるまま、その屹立に触れた。はじめて触れた他人の性器はしっとりと硬く、妙みようにどきどきしてしまうのに、目が離はなせない。

「……なるほど。これは照れるな」

　修莉があまりにもまじまじと見たせいだろうか。楊玄は恥ずかしそうにぼそりと呟いた。

　修莉のものはすみずみまで見ておいて、自分は照れるだなんて都合がよすぎる。

　物言いたげな目を察知したのか、楊玄は修莉をそっと抱だき寄せた。

「そんな顔をするな。そなたに見られると興奮すると言っているのだぞ」

　ごまかされているような気もしたけれど、密着すると吸いつくような素す肌はだが気持ちよくて、修莉は言い分を聞き入れることにした。

　胸むな板いたに這はわせた手のひらで楊玄の鼓こ動どうを聴きながら、どちらからともなく唇くちびるを重ねる。吐と息いきが交わるたびに、性の匂においは濃こくなった。楊玄はあでやかな笑えみを浮うかべると、鴇とき色いろの乳ち首くびをつつっと愛めでるように撫なでてくる。

「っ、あ……」

　こそばゆさの中に疼くものを感じて、思わず声が出た。甘くつねられると、さっきまでとは違ちがってじりじりと身体の芯が燃えるような錯さつ覚かくを起こす。その熱の正体が性感だと気づいて、修莉は慌てた。

「陛下、そこは……触さわっちゃだめです」

「どうして」

　こんなところで感じるなんて、変だと思われるかもしれない。乏とぼしい知識と自信のなさが、修莉を弱気にする。けれど楊玄はお構いなしに、つんつんとつつくのをやめない。

　柔らかかった乳首は次し第だいに熟うれて、こりこりと硬くなってくる。押しつぶすようにされるとじわっと熱いものが染しみて、たまらず声が洩もれた。

「あ、あっ……」

　反射的に身をよじると、やんわりと元の姿勢に戻もどされてしまう。

「心配しなくてもいい。ここも感じるようにできてるんだから」

「ほ……本当ですか？」

　楊玄はうなずくと、修莉の股間に手を伸のばした。さっき達したばかりだというのに、欲望がゆるく萌きざしている。きれいな指でそっと撫で上げられただけで先走りがとろりと流れ出る感覚に、思わず震ふるえが走った。

「感じやすいな、そなたは……。本当に恥はじらっているのか、それとも私を煽あおっているのか、わからなくなってくる」

「そんなの、陛下が……色々するからじゃないですかっ……」

「ああ、そなたがこんなに感じているのは私のせいなのだから……責任をとらなくてはな？」

　どことなく嬉うれしそうな声に、警けい戒かい心しんが湧わく。だが時すでに遅おそく、楊玄は修莉の腰こしをぐっと引き寄せたかと思うと、こともあろうに互たがいの性器を束ねるように握にぎった。

「ちょっ……──、あっ……！」

　あまりの生々しさに今度こそ言葉を失う。大きな手のひらの中でむきだしの雄がこすれあうさまはどうしようもなく卑猥で、芯しんからとろけてしまいそうにいい。

　こんないやらしいことが、楊玄の責任のとり方なのだろうか。尋ねたくとも口を開けば声が甘く掠かすれて、とても言葉にならなかった。盗ぬすみ見た楊玄の表情は情欲に染まり、せつなげに眉まゆを寄せている。楊玄も感じているのだと思った瞬間、得体の知れない痺れがぞくっと走って、おのずと腰を揺ゆらしてしまった。

「まったく……そなたは無む垢くなふりをして私を誘う」

「あっ……、あ、ちがっ……います……っ」

　都合のいい解かい釈しやくだと反論しようにも、気持ちよさと恥ずかしさの板いた挟ばさみに啼なくことしかできない。二人分の先走りに塗まみれて絡からみあう昂たかぶりを扱しごき上げられるたび生じる猥みだりな熱と水音が、切実な快感となって突つき抜ぬける。

「あ、んんっ、だめ……、また、いっ……ちゃいます……っ」

「ああ……、私も、だ」

「んん……あぁ……っ！」

　背筋を思いきりしならせて爆はぜたのは同時だった。ぬるい白はく濁だくが勢いよくほとばしり、互いの腹をどろりと濡らす。

「修莉……」

　求められるまま、唇を重ねた。放出の余韻が残る接吻は、危あやうい甘さに満ちている。

　楊玄の手が、そっと尻しりに伸びてきた。反射的にびくりと震えると、その手はなだめるように丸みを撫でる。

「……最後まで求めてもいいか？」

　その言葉の意味は、半分しかわからない。

　ごくぼんやりとした男女間の知識なら持っているが、自分たちに当てはめてみたところで、なにをどうするのか見当もつかなかった。

「……わかりません」

　それは意思表示としての回答ではなかった。こんなにそばにいて肌はだまで重ねたというのに、楊玄の心がわからない。

「わかりません、陛下。僕には……」

　もう一度だけ、同じことを言う。楊玄ははっとしたような顔になって、修莉の身体から手を離した。

「……すまなかった、修莉。すまない……」

　心のどこかで期待していた。楊玄も同じ気持ちでいると、信じていた。……なんて勝手な、ひとりよがりの考えだったのだろう。

　好きですと打ち明けてしまえば、楽になるのだろうか。けれど、望む言葉が返ってこないと知っていて言えるほどの勇気は持っていない。

　ふと、楊玄の黒い尾おに目が行く。今夜のことはあの古い習わしに数えてもらえるのだろうか。美しい黒毛の獣けものに抱かれて朝を迎むかえることができたら、どんなに幸福か。

　──無理だろうな。

　臆おくした修莉に、その姿を見る資格はない。楊玄と同じく、本心を隠かくすことを選んだのだから。

　だけど、目を覚ましてもしも隣となりに神しん獣じゆうが眠ねむっていたら、寝ね惚ぼけたふりでぎゅっと抱きついてしまおう。ふこふこの毛並みに、思う存分埋うもれよう。

　そんな想像に耽ふけりながら、深い眠りへと落ちていった。
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　翌朝。

　寝しん台だいの上にいたのは、修莉ひとりだけだった。

　美しい獣も、美しい皇こう帝ていも、その姿はない。出発は早朝だと言っていたから、楊玄はすでに馬車に揺られているのだろう。

　抱きあった温ぬくもりは、もうとっくに冷めている。

　やり場のない寂さびしさだけを引きずって、修莉は寝台から起き上がった。







七　偽いつわりの雷らい鳴めい




　楊玄が外遊へ出発して、九日目の朝。昨晩からの霧きり雨さめは本降りへと変わり、しとどに濡ぬれた環かん青せい宮きゆうの庭木が重そうに梢こずえを揺らしている。休講となった馬術の時間を使って本を読もうと、修莉と桃寧は蔵書閣を訪おとずれた。

「桃寧、決まった？」

「はい。ぼくはこれにします」

　桃寧は音楽の歴史について書かれた本を、修莉は古今東西の神獣に関する伝承を集めた本を選んだ。雨音に耳を傾かたむけながら、二人でしばし読書に集中する。

　修莉が手にした『神獣叢そう話わ』は、皇帝の逸いつ話わから地方の民話まで神獣にまつわる話が幅はば広ひろく取り上げられており、読み物としては面おも白しろい。だが、探していた情報──獣けもの姿を見たいという言葉が、房ぼう事じの誘いであるという記述──は、どこにもなかった。

　俗ぞく説せつだから載のっていないのか。それともやはり、楊玄にからかわれただけなのか。

　内容が内容だけに、ほかの誰だれかに訊きくのは憚はばかられる。

　半ば諦あきらめかけて頁ページをめくったところで、とある一文が目を引いた。

『まばゆい光のごとき力は、影かげを落とすこともある』

　そこには、神獣の力が及およぼす負の影えい響きようにまつわる話がまとめられていた。力を扱あつかいきれず、人の姿に戻もどれないまま没ぼつした皇帝や、神しん託たくに背そむき、民衆を苦境に陥おとしいれた皇帝──悲ひ惨さんな歴史は、強大な力がもたらすのは恩おん恵けいばかりではないという証明だ。楊玄もこうした歴史に学んだからこそ、厳しく己おのれを律するのだろう。

　同じ章には、以前李珀に薦すすめられた史書で読んだ奇き病びようの話が記されていた。神獣の血を引く皇族を苦しめた不治の病は、負の側面の最たるものではないかという編者の考察が添そえられている。

『この病の発はつ症しようは、主に十代。自覚症状に、慢まん性せい的な頭痛、倦けん怠たい感、長期にわたる入にゆう眠みん障害』

「……」

　病に関する詳くわしい記述は、修莉の脳のう裏りにわずかな陰りを落とした。不眠の気があると言った楊玄の顔が思い浮うかんで、すぐに打ち消す。──単なる偶ぐう然ぜんだ。ありふれたこの症状に悩なやんでいる人など、いくらでもいる。

　第一、楊玄はすでに二十代半ばだ。発症するならもっと早いはず──そんな考えがよぎった自分にぞっとする。悪お寒かんを振ふり払はらうようにして続きに目を走らせ、最後の一文を見つけたときには心から安あん堵どした。

『長い時間をかけて、皇族はこの病に打ち克かった。昊国に真の安あん寧ねいがもたらされたのである』

　闘たたかいの結末はもちろん、以前の史書と同じだ。この地上に、皇族だけを脅おびやかす病びよう魔まはもはや存在しない。──そんなことは許されないのだ。

　自分に言い聞かせるようにしてそう唱えると、修莉は本を閉じた。







「そろそろ行こうか、桃寧」

「はい、先生」

　昼ひる餉げの時間を前に、修莉と桃寧は席を立った。蔵書閣の外ではいよいよ雨風が激しくなり、遠くからはごろごろと不ふ穏おんな雷かみなりの音が聞こえてくる。濃のう厚こうな嵐あらしの気配に、修莉は楊玄の旅程が延びるかもしれないと言った女じよ官かんの言葉を思い出した。明日の夕方には帰国する予定だったが、この空模様では道中どこかで足止めされる可能性が高い。

　桃寧も同じことを考えたのだろう。分厚い灰色の雲に覆おおわれた空を見上げ、「兄上のお帰りは遅おそくなりそうですね」と心配顔だ。

「そうだね。もう近くまで来てるとは思うけど……」

　小雨程度ならともかく、この荒こう天てんでは途と中ちゆうで宿をとって嵐が通り過ぎるのを待つだろう。

　馬車は頑がん丈じようだろうが、乗せているのは皇帝だ。同行の忠臣たちならば大事をとるに違ちがいない。

　早く帰ってきてほしいという気持ちはある。けれどあの朝、ひとりで目覚めたときの肌寒さを思い出すと、どんな顔で迎えたらいいのかさっぱりわからなかった。

「……膳ぜん房ぼうに頼たのんで、滋じ養ようのある料理でも作らせてもらおうかな」

　なにか別のことをしないとやさぐれそうだ。桃寧も「それは名案ですね！」と乗ってくれる。

　鶏とりを煮に込こんだ汁しる物ものか、いっそのこと鱉すつぽんか。そんな相談で盛り上がっていたそのときだった。

「お待ちください、修莉どの」

「……はい？」

　回かい廊ろうの途中で呼び止められて振り向くと、深衣をまとった恰かつ幅ぷくのいい男がこちらを見ていた。

　格好を見るに神官。しかし目から下は薄うすい布で覆われており、はっきりと顔がわからない。

「失礼ですけど……」

　どなたでしょうかと尋たずねようとした矢先、今度は背後で複数の沓くつ音おとが鳴った。いつの間にか槍やりを携たずさえた衛え士じが十人ばかり、修莉たちを取り囲むように立っている。

「修莉先生になにかご用ですか？」

　明らかに異様な雰ふん囲い気きに、桃寧が用向きを問う。男は拱きよう手しゆの姿勢をとって、質問に答えた。

「桃寧殿でん下か、先さき触ぶれなく参上いたしましたご無礼をお許しください。神殿からの急報をお伝えするために、駆かけつけた次し第だいでございます」

「急報とは？」

「恐おそれながら──、修莉どのに関するお話でございます」

「僕ですか？」

　名指しされたことに驚おどろきながらも、修莉は桃寧の前に出る。

「今上陛下の連れん理り梓しを選ぶ神託におきまして、神殿側に重大な過失があったことをお伝えしに参りました」

「……過失？」

　一呼吸置いてから、男は告げた。

「神託を読み誤ったと、正式に発表があったのです。つまり、修莉どのが連理梓であるという託宣の内容は──誤りであった、と」

「え──」

　告げられた事実の重さに、頭が真っ白になった。絶句した修莉の横で、桃寧が即そく座ざに抗こう議ぎの声を上げる。

「そんなこと……！　これはなにかの間ま違ちがいです」

「桃寧殿下。お気持ちはわかりますが、どうかこの件は私どもにお預けください」

「できません！　よりによって皇帝陛下の留守中にこんな話をするなんて、どういうおつもりですか!?」

「なにをおっしゃる。我々は陛下のためを思えばこそ、すみやかにことを運びたいのですよ」

「陛下がいらっしゃらない状態で、なにをしようというのです!?」

　桃寧の激した声だけが、遠のきそうになる意識をかろうじて現実につなぎとめてくれる。

　とにかく、きちんと話を聞かなくては。

「すみません、突とつ然ぜんのことでなにがなんだか……このことは李珀さまもご存じなんですか？」

　神殿と聞いて真っ先に浮かぶのはやはりその名前だった。修莉の指南役でもある彼がなんの前触れもなく、しかも部下を動かしてこんなことをするとは考えにくい。

　しかし男は修莉の予想を裏切り、顔色ひとつ変えずに言い放った。

「無論です。私どもは李珀さまのご用命で参ったのです」

「そんな──」

　その言葉に、神託を読み誤ったと言われたときよりも激しい動どう揺ようが走る。これにはさすがの桃寧も血相を変えたが、すぐに気を取り直して修莉に言った。

「修莉先生、まともにとりあう必要はありませんよ。一いつ介かいの神官に、先生を連行する権限などないんです。どんな事情があろうと、連理梓に直接命令を下すことができるのは、皇こう帝てい陛下と神官長だけなんですから」

「……桃寧」

　いつも笑え顔がおの桃寧が、頰ほおを紅潮させて激げき昂こうしている。自分のために怒おこってくれているというのに、修莉はまたも言葉が出てこない。自分こそが連理梓だと、胸を張って言えない。

　覚かく悟ごを決めたはずなのに、最後の最後で拭ぬぐいきれなかった思いが、心の奥底に残っている。──やはり、自分は器うつわではなかったと。だから、

「いや……桃寧。行って、ちゃんと話をしてくるよ」

「先生！」

　どちらにしろ、伝聞の立ち話で済む問題ではなかった。李珀から事情を聞いて、もし神託が誤りであったというのなら、事実として受け止めなくてはならない。

　修莉に抵てい抗こうの意思がないとみた男は、手を挙げて衛士に合図をした。あっという間に両りよう腕うでをとられ、後ろ手に拘こう束そくされてしまう。

「しばらく、お身み柄がらを預からせていただきます」

「お待ちください！　こんな乱暴なこと、見過ごせるわけがない！」

　冷静さを取り戻した修莉とは裏腹に、桃寧の声は震ふるえていた。しかし男は動じない。礼れい儀ぎをわきまえた口調ながらも、冷ややかに問う。

「殿下。神しん獣じゆうの血を引くあなたさまが、神託に異を唱えようとするのですか？」

「っ、なに……!?」

「連れていけ」

「先生！　先生──っ！」

　桃寧の叫さけび声が、豪ごう雨うの音に紛まぎれて消える。震えが止まらないのは冷たい雨のせいなのか、恐きよう怖ふを感じているからなのか。

　修莉にはもはや、判別がつかなかった。
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　降りしきる雨の中、泥どろと砂じや利りでぬかるむ山道を歩いてたどり着いたのは、昊国の神殿だった。

　遙はるか昔、神獣が降り立ったとされる神聖な場所。半神の建国者がこの地に神殿を作ったのが昊国の始まりだという。

　神職しか入れない聖域。そんな場所にまさかこんな形でくることになるとは、夢にも思っていなかった。

　連れていかれた先は祈いのりの祭さい壇だんではなく、ごく簡素な部屋だった。寝しん台だいと卓たくはあるものの、環青宮の居室とは比ひ較かくにならないばかりか、決定的な違いがある。

　壁かべの一部は格こう子し。出入りの扉とびらにも格子が嵌はめられ、下のほうには小窓がある。それが外から食事を差し入れるためのものだと気づいたとき、修莉は自分が投とう獄ごくされたのだと知った。

「さむ……」

　神殿までの道中、修莉を連行した神官がお義理程度に傘かさを差し掛かけてくれたが、横よこ殴なぐりの雨と風のせいで官服は濡ぬれていた。手元に引き寄せた毛布は驚くほど粗そ末まつで、ここは牢ろう屋やなのだと実感する。

　沓底から染しみてくる雨水の冷たさにいっそのこと脱ぬいでしまおうかと思ったそのとき、遠くで男の声がした。近づいてくる足音につられて、座っていた寝台から立ち上がる。

「──修莉！」

　現れたのは、李珀だった。

「ああ修莉、大だい丈じよう夫ぶかい。急にこんなところに連れてこられて、怖こわかっただろう」

「李珀さま……」

　顔を見たら、安心すると思っていた。やっとまともに話ができると、期待したはずだった。しかし、李珀の沈ちん痛つうな面おも持もちを格子越ごしに見た瞬しゆん間かん、修莉は言いようのない違い和わ感かんを覚えた。

「まず──私は、きみに謝らなくてはならない」

「……なにをですか？」

　心臓がさっきから、嫌いやな拍ひよう子しで鳴っていた。ろくに説明もせず、急に拘束したことを謝っているのだろうか。驚かせ、怖がらせて悪かったと。

　それとも──

「私は、神しん託たくを読み間違えたのだ。神獣に選ばれた連理梓は……修莉、きみではなかった」

「────っ……」

　胃が鉛なまりを吞のんだように重い。

　やっぱりそうか。噓うそだ、信じたくない。──そんな相反する思いが入り乱れてまだらになる。

「修莉、きみは本当によくやってくれたよ。桃寧も私も、感謝している。けれど……間違いであることがわかった以上、連理梓としては城に置いておくことができない」

　労ねぎらいの言葉は、ひどくむなしく響ひびいた。どんなに褒ほめられようとも、連理梓ではなかったという事実──楊玄と神獣の縁えにしで結ばれた男ではなかったという事実は、覆くつがえらない。

　使者が故郷を訪おとずれたあの日、修莉の人生は一変した。

　凍こおりつくような雰ふん囲い気きの中で執とり行われた任命式。環青宮で過ごした、彩いろどり鮮あざやかな日々。

　厳しいけれどやさしい楊玄と、可愛かわいくて利発な桃寧。二人と心を通わせた、たくさんの時間。

　すべてが一度に押し寄せてきて、感情は言葉にならなかった。

「……修莉？」

　黙だまったままの修莉の顔を、李珀が怪け訝げんそうに窺うかがう。

　わかりました、と言うしかない。迷めい惑わくをかけてすみませんでした、すぐに城を出て行きますと。しかし、声は出なかった。現実を認める、その勇気がない。

「追い打ちをかけるようで申し訳ないけど、もうひとつ話がある。……きみに、間かん諜ちようの疑いがかけられているんだ」

「え……？」

「連理梓を騙かたって、皇族の情報を入手していたのではないか──と」

　あまりの言われように、血の気が引く思いがした。そもそも今日の今日まで本物だと思って役目を務めてきたのだ。自分には不ふ釣つり合いな役職だと、隙すきあらば弱気に走る心を叱しつ咤たして。

　勝手に命じられ、勝手に取り消された。なのに、まるで自分が立場を利用して悪事を働いたかのように思われているとなれば、さすがに冷静ではいられなかった。

「そ……、そんなこと、するわけないでしょう！」

「落ち着いて、修莉。もちろん私はきみを信じているよ。あんなに尽つくしてくれたきみが間諜だなんて、そんな莫ば迦かな話があってたまるか」

「……」

　まただ。李珀の憤ふん慨がいする声に、またしても奇き妙みような違和感が強くなる。

　修莉を連行した神官は李珀の命令だと言ったのに、どうして気の毒がった物言いをするのか。間諜の嫌けん疑ぎも、本を正せば神託の誤読が原因だというのに、李珀はいったい誰だれに対して怒いかりの矛ほこ先さきを向けようというのか。

　李珀もまた、責任をとる立場のはずだ。なのに、格子の向こう側から一歩も動かず、まるで修莉にすべての非があるかのような話し方をする。

　すべてにおいて他人ひと事ごと──それが、違和感の正体だった。

「ちょっと……おかしいんじゃないですか？」

「ああ、こんなことは許されない。……けど、きみが査問にかけられることは決定している」

　質問の意図にも気づかず憤いきどおった挙げ句、「こればかりはどうにもできなかった」とわざとらしくうなだれる李珀を見て、修莉は我が慢まんできずに声を荒あらげた。

「神託を読んだのは……読み誤ったのは李珀さまなのに、責任を問われないというんですか!?　僕だけが査問に出るって、おかしいでしょう！」

「もちろん、私も出る。まあ、証人としてではあるが……」

「証人……!?」

　単なる証人と、身に覚えのない罪を問われる修莉では、立場が違ちがいすぎる。

　第一、李珀はいったいなにを証言する気なのだろう。査問を阻そ止しできなかった李珀が修莉の潔白を訴うつたえたところで、耳を貸す者がいるとは思えない。

　自力で抗こう弁べんするしか、もう道は残されていないのか。

「納なつ得とくできません……けど……、状じよう況きようはわかりました。全部、自分で話します。そしたら僕は……故郷に帰りますから」

　連理梓でない以上、もう万天城に居場所はない。庶しよ民みんの修莉にふさわしい元の生活に戻もどる、それだけだ。

　しかし李珀は、険しい顔で首を横に振ふった。

「残念だけど、それは難しいと思う」

「……どういうことですか？」

「故意か過失かの違いはあるにしろ、立場を利用して皇室の情報を得たことには変わりがない。疑いが晴れたとしても、なんらかの処分は下されるだろう」

「じゃ、僕はどうなるんですか……？」

「……よくて、流る刑けいになるだろうね」

　潔白が証明されても故郷に帰ることが許されないばかりか、刑けい罰ばつとして見知らぬ土地に放ほうり出される──あまりの救いのなさに眩暈めまいがした。それでなくとも、李珀との会話で正気を保つには途と方ほうもない精神力が必要なのだ。失望させたあとで救いを見せておきながら、またしても突つき落とす。そんな話運びに感情の起き伏ふくは望まずとも激しくなり、思考はだんだんと麻ま痺ひしてゆく。

「修莉。私はきみの無実を信じているし、流刑が不当な処しよ遇ぐうであるとも思っている。それに、もともとは私の過あやまちだ。……そこでひとつ提案がある」

　それは、密談めいた耳打ちだった。「──ここから逃にげる気はないか？」

「逃げるって……牢ろう破やぶりをするっていうことですか!?」

「おいおい、ここは牢屋じゃないよ。……けど、そうだな。正式な手続きを踏ふまずに抜ぬける、というところは共通しているか」

「そんなの、無理に決まってます」

「手引きは私がするから心配無用だ。ここから出たあとの生活も保障しよう。故郷へは帰してあげられないけど、流刑先よりも快適なことは確かだよ」

「でも……」

「これよりいい選せん択たく肢しがあるとは思えないね」

　ひどく耳みみ触ざわりのいい話だ。しかし牢破りなど──李珀は牢屋ではないと言っているが、修莉からしてみれば同じだ──大それた計画にもほどがある。

　手引きするのが誰であろうと関係ない。査問を拒きよ否ひし、警備を欺あざむいて逃とう亡ぼうすることになんら変わりなかった。

「李珀さま、僕……できません」

「なに？」

「逃げたくないんです」

　解げせない、と顔に大書して、李珀は尋たずねた。

「……理由を聞かせてもらえるかい？」

「僕が選ばれたのが間違いだったっていうのは……納得できます。けど、陛下や桃寧に顔向けできないようなことはしていません。だから──陛下にちゃんと話がしたいんです」

「楊玄に？」

「陛下ならきっと、わかってくれます」

　公正な人だ。神託を読み誤ったことについては驚おどろくだろうが──そして、少なからず李珀を批判するだろうが──、双そう方ほうの言い分を聞くに違いない。そのうえで、事態に見合った裁きを下してくれる。自分たちはそれだけの関係を築いてきたと、胸を張って言うことができた。

「あのね、修莉」

　李珀はまるで、わからずやの幼子を諭さとすような口ぶりだ。

「いいかい。仮にきみが潔白だと信じたとしても、処遇は変わらないんだよ？」

「……陛下が本当に必要だと判断したことなら……受け入れます。話もしないで消えて暢のん気きに暮らすより、ずっといいです」

「修莉は楽観的すぎるね。あいつを信しん頼らいするのは勝手だけど、向こうはどうかな？　連理梓は皇こう帝ていの片かた腕うでだというのに、こんなことになっても帰ってこないじゃないか」

「それは、まだ外遊の途中で」

「私は何日も前に、この件について南へ早馬を走らせているよ。もちろん天候が崩くずれる前にね。だけど、奴やつはこの場にいないどころか、文のひとつも届いていない。きみのことをどう思っているのか……なによりの証しよう拠こだとは思わない？」

「────」

　目の前の李珀が、まったく知らない他人に見えた。

　いままでと同じ人物だということが、もはや信じられない。

　やさしい言葉。親切な態度。腹中に剣けんを隠かくすための偽ぎ装そうは、巧こう妙みようすぎて寒気がした。

　その白はく刃じんがいま鮮せん烈れつに閃ひらめいて、修莉の心を斬きりつける。

「時間をあげよう。どうするのが最善かよく考えて──きみなら、わかるね」





◇






　監かん禁きんされてから、三日ばかりが経過した。

　身体からだを動かすこともできず、食欲も湧わかない。睡すい眠みんが浅くなり、うたた寝ねばかりを繰くり返すようになると、小さな明かり取りの窓から射さす光だけでは夜明けと夕方の区別をつけることもできなくなった。

　加えて、李珀による連日の説得だ。楊玄がいかに修莉を蔑ないがしろにしているかを説く李珀に反論するのは気力を削けずる行こう為いでしかないのだが、つきあうよりほかにすることがない。

　一目でいい、楊玄がその姿を見せてさえくれたら。そんな修莉の希望を嘲あざ笑わらうかのように時は過ぎ、心身だけが摩ま耗もうする。

　もしかしたら、すでに戻っているのではないか。修莉のことなどとっくに見捨てているから、姿を見せないのではないか。そんな悲観的な考えが這はい寄るたびに、必死で気持ちを立て直す。信じようと決めたのは自分だ。

　その日、いつものように食事を運んできた李珀は、ちっともなびかない修莉を見て「きみは思っていたより頑がん固こだね」とため息をついた。

「陛下はお戻りになりましたか？」

　まだ戻ってこない、戻ってきたとしても傷つくのはきみだ、と昨日までと同じ回答がくると思っていたが、李珀の答えは違った。

「……明日の午前には戻ると連れん絡らくが入ったよ。午後からは、査問だ」

　沈しずみ込んでいた胸に、わずかな光が射す。長い旅を終えて、ようやく楊玄が帰ってくるのだ。

「お願いです、査問の前に話をさせてください」

「楊玄が戻ってきたところで、事態は変わらないと言っただろう？」

　憐あわれみの目を向ける李珀を、正面から見返す。

「それでも、話がしたいんです」

「きみも一いつ緒しよに暮らしていたんだからわかるだろう。情に流されるような判断は、一度だってしたことがないんだ。神しん獣じゆうの意思に逆らうことは考えられないし、間かん諜ちようの疑いまでかけられた人間を民間に戻すなんて例外を、あの堅かた物ぶつが認めるはずがない」

「違います、僕はただ……」

　愛しているから、裏切りたくない。信じているから、裁かれることも怖こわくない。その気持ちに噓うそはないのに、すべてを打ち明けられない歯は痒がゆさに唇くちびるを嚙かむ。

「ただ、なに？　……もしかして、私が思っているよりもよほど、楊玄に特別な思い入れでもあるのかな？」

　李珀は修莉のわずかな動どう揺ようを見み逃のがさなかった。含ふくみを持たせた言い方につられて思わず顔を上げると、意味深に笑う李珀と目が合う。

「い、いえ……」

「そう？　なら、安心したよ。……ともかく、身の潔白を訴えたいだけなら、ますますお薦すすめできないね。皇帝と連理梓の関係を解消した段階でもはや他人……いや、もっと悪いな。嫌けん疑ぎをかけられたきみに対して、あいつは裁く側の人間として接するだろう。冷たくあしらわれて傷つくきみを、私は見たくない」

　李珀は格こう子しの扉とびらを開けると、はじめて牢ろう屋やの中へと足を踏み入れた。持ってきた食事の盆ぼんを卓たくに置き、修莉に向けて手のひらを差し出す。

「さあ、私と行こう。もう時間がない」

　修莉はその手をどこか不思議な思いで見ていた。登城してからずっと、修莉を導いてくれた李珀の手だ。心こころ許もとない夜道を照らす灯あかりであった彼の手はいま、闇やみ深い谷へと誘さそうものにしか見えなかった。

　あんなにも親切にしてくれた人がどうしてこんな悪事を唆そそのかすようなことをするのか。修莉の胸を占しめているのは、怒いかりではなく失望と疑問だった。偽にせ者ものの連理梓を逃亡させて、いったい李珀になんの利があるというのだろう。

　神しん託たくを読み間ま違ちがえたという、自責の念。修莉に対する、親切心。どれも理由のようでいて、違うような気もした。

　本心が見えないからこそ恐おそろしい。しかし最も恐れるべきは、自分の選択が楊玄に悪あく影えい響きようを及およぼすことだ。偽物を摑まされた皇帝が牢破りまで許したとなれば、顔に泥どろを塗ぬるどころの話ではなくなる。ならば恋れん情じようなど抜きにしても、修莉が選ぶべき道はひとつしかなかった。

「行けません」

「……なに？」

「僕は行きません。陛下を裏切りたくないんです。たとえ罰ばつされることになっても、逃にげたら絶対に、後こう悔かいする……」

　生まれてはじめて好きになった大切な人だ。たとえ想おもいが報むくわれなくとも、こんなあてつけのようなことをする気にはとてもなれなかった。

「修莉……」

　李珀の整った顔から、表情が消える。

　無む駄だなことをするなと責められるだろうか。それとも、もう一度よく考えたほうがいいと、諭されるだろうか。しかし李珀はどちらもせずに、差し出した手を下ろすと静かに呟つぶやいた。

「……まったく、修莉は肝きもが据すわっているね……。私の負けだ。完敗だよ」

　李珀がやれやれといった風ふ情ぜいで首を振ふる。苦笑いする顔は、かつての指南役のそれだった。

　──これでよかったのだ。李珀にどんな深しん謀ぼう遠えん慮りよがあろうとも、逃とう亡ぼうはそれ自体が罪になる。神託に関する過失の軽重は判断できないが、牢ろう破やぶりすることでできる償つぐないなどあるはずがない。

「そうと決まれば、明日の査問に備えて体力をつけておいたほうがいいね。最近、全然食べていなかっただろう」

　李珀はそう言って、食事の盆を差し出した。気を張っていたせいか、ひどく喉のどが渇かわいている。茶ちや碗わんに水を注つぐと、一気に飲み干した。

「……修莉。ここから先は、長丁場になるだろう」

　李珀は神しん妙みような表情で修莉を見み据すえた。査問の厳しさは想像もつかないが、事実を受け入れて立ち向かうしか道は残されていない。後あと戻もどりできないという点では登城したときと同じだなと思うと、どこか自信が湧いてくる。

「覚かく悟ごを決めるんだよ、いいね？」

　力をこめて、はい、と返事をしたつもりだった。

　しかし言葉はなぜか、声にならずに消えていった。

　指先から力が抜ぬけていく。茶碗が床ゆかに転げた途と端たん、身体の軸じくがぐにゃりと折れる感覚がした。前のめりに倒たおれて、散らばった破は片へんに手をつく。熱い痛みに顔が歪ゆがむが、自分の意思で指一本動かせない。

「きみは本当に、手のかかる子だ。修莉……」

　遠のいていく意識の中で、李珀の声が冷たく反響していた。　>>>♥







八　真実の獣けもの




　どろりと深い沼ぬまの底から、引きずり出されるような目覚めだった。

　鉛なまりのように重い身体からだで寝ね返がえりを打とうとして、やけに硬かたい寝しん台だいに眉まゆを顰ひそめる。目をこすると薄うす暗ぐらい視界の中に岩いわ肌はだが露あらわになった天てん井じようが見えた。どうやら寝台ではなく、石造りの床の上で眠ねむっていたらしい。

　鈍にぶく痛む頭で記き憶おくを手た繰ぐり、自分の失態を思い出す。おそらく水になんらかの混ぜ物がしてあったのだろう。薬くす師しの息子むすこでありながら気づきもせずあっさりと意識を失ってしまうとは、情けないと言うよりほかにない。

　だるい身体を起こして、辺りを見回す。ひんやりとした空気に、黴かびの臭におい。わずかに自然光の射す入り口と部屋の形に整えられた四方の岩がん壁ぺきを見るに、かぎりなく洞どう窟くつに近い石室のようだった。

　しかし、ここがどこかはわからない。

　手がかりになりそうなものもなく、あるのはぞっとするほどおびただしい数の書物だけだ。

　静かな石室に、硬い沓くつ音おとが響ひびいた。

「やあ。おはよう、修莉」

「李珀さま……」

「よく眠れたかい？」

　日常の延長かと錯さつ覚かくするほどの気楽さで話しかけてきたのは、李珀だった。

「ここ、どこですか。査問は？　陛下は……!?」

「まあ、そう焦あせらないで。ちょっと話をしようじゃないか」

　反射的に後ずさると李珀が「そんなに怯おびえないで」と苦笑いするが、さすがに無理な相談だ。

　得体の知れない水を飲ませた上にこんなところまで連れてきた相手と友好的な会話を交かわすほど、修莉も能天気ではない。

「ここは新たな神しん殿でんとなる場所だよ。長い時間をかけてようやく、遷せん宮ぐうの準備が整ったんだ」

「せ……遷宮!?」

　さらりと打ち明けられたとんでもない計画に、修莉は青ざめた。

「なんでそんな……、正気ですかっ？」

「さすがの私も、冗じよう談だんでこんなことは言えないよ」

　万天城の敷しき地ち内にある神殿を、別の場所へと移し替かえる。いくら修莉が政まつりごとや神事に関かかわっていないとはいえ、そんなに大きな話ならば耳に入らないはずがない。つまりは──

「李珀さまの独断ですか……？」

「言い方がよくないな、修莉。私は神事に関するすべてのことに決定権を持っているんだから、行使するのは当然のことだろう」

　以前、楊玄と李珀が言い争っていた場面を思い出す。

　神殿も城の一部だと主張する楊玄と、神殿が独立した組織であることを譲ゆずらない李珀。二人の意見は、真っ向から対立していた。

「石窟にしたのは正解だね。祈いのりを捧ささげるにふさわしい静せい寂じやくに満ちていると思わない？」

　岩山を掘ほったのか、自然の洞ほら穴あなを利用したのか。どちらにしろ、李珀ひとりでできることとは思えなかった。手を貸したのは考えるまでもなく神殿派だろうが、正直言ってここまでするのかという驚おどろきを隠かくせない。皇こう帝ていと敵対する勢力を率いて、神しん獣じゆうの力を宿す器うつわともいえる神殿を秘ひ密みつ裡りに遷宮しようとする行いは、謀む反ほんにも等しい大罪だ。

「……李珀さまは、ご自分がなさったことの意味をわかっておいでですか」

「おかしなことを言うね。神事については、きみよりも詳くわしいと思うけど？」

「茶ちや化かさないでください。勝手に遷宮を決めるなんて、許されるわけないじゃありませんか」

「修莉、きみはどうも勘かん違ちがいしていないか？　許す、許さないの問題じゃない。私はただ、国のあるべき姿を取り戻もどそうとしているだけだよ」

「あるべき姿……？」

「皇帝の座に就つくべきだったのは、私だ」

「それは──」

　兄弟の間で生じた、皇位継けい承しようのねじれ。いままで正面から訊きけなかったことが、李珀の口調ではっきりと知れた。

　楊玄の即そく位いに、李珀は反発している──。自分が手にするはずだった未来を、「奪うばわれた」と思っているのだ。

「……やっぱりきみも、同じ顔をするんだな。誰だれも彼も、私には腫はれ物に触さわるような態度だ。どうして私が指名されなかったか、教えてあげようか」

　気になっているだろう？　と李珀がささやく。

「いつだったか、きみは私が神獣に変身した姿を見たいと言ったね」

「……はい」

　李珀は自じ嘲ちようめいた声で呟いた。「──できないんだよ」

「……。えっ？」

「変身しないんじゃなくて、もう、できないんだ。いくら私がそうしたくともね」

　あのとき、ほんの好こう奇き心しんで「見たい」と言っただけなのに。

　時間差で告げられたのは、重すぎる真実だった。

「……いつから、ですか……？」

「母上を亡なくしてから、ずっとだ」

　それは、秘密の告白だった。

　母親は楊玄を身み籠ごもってから、ずっと病びよう床しようにあったこと。李珀が毎日見み舞まいに通ったこと。

　やっとのことで楊玄を産んだと思ったら、ほんの数日後に息を引き取ったこと。

　李珀の回想は、生なま乾がわきの傷を素す手ででさするような痛みに満ちていた。触れば治りが悪くなるとわかっていても、ほかに正気を保つ方法がないと言わんばかりに切々と語る。

「あの日私は看み取とるどころか、最さい期ごの別れを言うことさえ許されなかった。泣いて疲つかれた目を閉じて、記憶の中の母上を偲しのぶだけ……。気がついたら私は、変身する方法がわからなくなっていたんだ。……神獣の加護を受けるこの国で、それがなにを意味するかわかるかい？」

　なぜ、正せい妃ひの産んだ子であり長男である李珀ではなく、次男の楊玄が皇帝に指名されたのか。その理由は、皇族だけが持つ力が──昊を支える力が、涸こ渇かつしたからなのだ。

　事情が詳つまびらかにされなかったのも、修莉が知らなかったのも、当然のことだった。国と李珀の威い光こうを守るために、伏ふせられていたのだ。

「これでわかっただろう。楊玄こそが、すべての元げん凶きようなんだ。あいつは私から母上を奪い、力を奪い、玉座を奪った。あいつさえいなければ、私はなにも失わずにすんだんだよ」

　幼い日に負った傷は、弟への憎にくしみへと形を変えて、李珀をいまもなお苦しめている。その胸の痛みも、喪そう失しつ感かんも、修莉には想像することしかできない。けれど──

「お母さまを失ったのは、陛下も同じです……」

「母上を死に追いやったのは、楊玄本人じゃないか！　あいつさえ産まなければ母上はいまも生きていたんだ！」

「そんな……！」

　──母上は私を産んだせいで命を落としたんだ。

　楊玄の淡たん々たんとした声が蘇よみがえって、修莉の胸はやるせなさでつぶれそうになった。大切な家族を失った悲しみは同じはずなのに、兄は弟を責め、弟はその責を受け入れている。修莉がいくら否定してもその声は届かない。兄弟の間でもつれた糸をほどくことは、叶かなわないのだろうか。

「私を待っていたのは神官の職だった。私からすべてを奪った男を補ほ佐さする仕事だと……笑うしかないだろう……この私がだ……。この悔くやしさが、惨みじめさが、きみにわかるか！」

　李珀の激した声が、石室の冷たい空気を震ふるわせた。

「ここは特別な場所なんだ。この石窟を掘った断だん崖がいから、母上が愛した別べつ荘そうが見下ろせる──修莉にもあとで見せてあげようね。ただし、私の望みを叶えてくれたらの話だけど」

「……李珀さまの望みは、皇帝になることですか」

　だとすれば自分には手を貸す方法がない。しかし李珀は「そんなものはあとからついてくる」と鼻で笑った。

「私の望みは力を取り戻すことだ。最後に姿を変えてからもう、二十年以上が経たつ……。この身体には確かに気高く美しい神獣の血が流れているというのに、いまの私はもう、あの感覚を思い出すことすら難しい……」

　それがもどかしくて恐おそろしくてたまらないのだと、李珀は自分の胸をかきむしるように嘆なげく。

「元の身体に戻る方法を探すために、私は国中からありとあらゆる書物を集めたよ。蔵書閣に入りきらずこんなところまで溢あふれてしまうくらいね……けど、ない。ないんだ、どこにも！」

　はっとする思いで、修莉は石室を埋うめ尽つくす書物を見上げた。次こそは、この本こそはと、李珀は何度頁ページをめくったことだろう。

　期待を裏切られるたびに情念が染しみついてゆく書物で埋まる石室は、ただの書庫ではない。希望のあるかぎり抜ぬけ出すことのできない、李珀の牢ろう獄ごくだった。

「私を憐あわれに思うかな、修莉？　でもね、まだ諦あきらめるつもりはないよ。──私が読める本の中には見つからない、というだけだからね」

　李珀は意味ありげな視線で修莉を見た。

「修莉。私には、きみの力が必要だ。きみの──昊こう古こ字じを読む能力が」

「…………なんの話ですか」

　動どう揺ようを押し殺して、平静を装よそおう。しかし李珀は修莉の内心を見み透すかすように「とぼけなくていいんだよ」と猫ねこ撫なで声を出した。

「最初におかしいなと思ったのは、地方から取り寄せた大量の本を整理したときだ。きみは偶ぐう然ぜん、昊古字の書物を手にして……不自然な分け方をしたね」

　背中に冷や汗あせが流れるのを感じながら、木箱一いつ杯ぱいの本を大おお雑ざつ把ぱに分類したことを思い出す。

　楊玄から昊古字の存在を知らされるより前の、まったく無意識のうちの行動だった。

　修莉がその文字を読めなかったならば、内容を判別できずに異国の書物としてまとめておくに留とどめただろう。普ふ通つうの人からしてみれば、整理してしまったこと自体が不自然なのだ。

「闇やみ雲くもに分けたとも思えないし、あれには驚かされたよ。とはいえ、分類が正しいかどうか、昊古字を読めない私にはわからない。確かめるために、もうひとつの仕事を頼たのんだ」

　修莉の顔色が変わったのを見て、李珀がゆっくりとうなずく。

「そう、学者の資料閲えつ覧らんに立ち会ってほしいと言ったときだ。きみは私が指示した本を探している最中、偶然目にした──まぁ、書しよ架かに置いたのは私なんだけど──昊古字の書物を読んでいたね？」

　修莉はいまさらながら己おのれの迂う闊かつさを悔くいた。頼まれた本を探すほんのわずかな時間、李珀は修莉の行動を隠れて観察していたのだ。

「昊古字の書物は、見つけるのも苦労したよ。どうせ読めやしないのにと徒労を感じたこともある。だけど、先人の叡えい智ちをもってすれば闇の中に光が見えるかもしれないと、何度も自分に言い聞かせた……そしてとうとう、私の努力が報むくわれる日がきたんだ。もちろん、修莉も協力してくれるだろう？　ここにある昊古字の文ぶん献けんを読んで、私の力を取り戻す方法を見つけだしてほしい。それが、私の望みだ」

「──李珀さま……」

　修莉はすぐに返事ができなかった。

　李珀の境きよう遇ぐうには、同情を禁じ得ない。最愛の母親を失い、力までも失って、約束されていた将来の道を断たたれたのだから。

　けれど、李珀が楊玄に向ける憎ぞう悪おはとても共感できるものではなかった。己のために修莉を脱だつ獄ごくさせようとしたことも、李珀を信しん頼らいしていたからこそ受け入れがたいものがある。

「どうしたの？　もしかして、断るの？　修莉は、私を見捨てるのかい？」

「いえ……その……」

　李珀を突つき放せないのは修莉に捨てきれない感情があるからだ。母親を失ったことで神しん獣じゆうの力が涸渇したというのなら、癒いやされてしかるべきではないかという思いが少なからずある。

「ああ、そうだ。私が力を取り戻もどして玉座に就いたら、きみを連れん理り梓しに指名してあげようか。それなら、やる気が出るだろう？」

「指名……？」

「私にとってはたやすいことだよ。今度こそ、修莉を本物の連理梓にしてあげる」

「なにを言っているんですか……？」

　戸と惑まどいを隠かくせずに、声が震える。

「連理梓の選定に人の意思が介かい在ざいすることはないと……李珀さまならよくご存じのはずです」

「万天城と神しん殿でんの両方を掌しよう握あくするようになれば、充じゆう分ぶん可能だ」

「可能かどうかの話じゃありません！　神獣の力を欲ほつしておきながらその存在を軽かろんじる方に、皇こう帝ていが務まると思いますか……!?」

「──なんだって？」

「力を失ったことについては……、お気の毒だと思います。けど、皇帝陛下にふさわしいのは楊玄さまです」

　楊玄はかつて桃寧に対し「この身体からだが私たち自身のものと考えてはならない」と説いた。

　自分の身体でありながら、自分のものではない。だからこそ己を律する必要があるのだと。強い心がなくては務まらない立場だと知っている楊玄と、己のために力を欲する李珀。どちらが国を治めるべき人物かは、明白だった。

「……。莫ば迦かげているね。きみを助けにこなかったあいつに、義理立てしようというの？」

「僕が裏切りたくないのは、自分の気持ちです」

「まさかと思うけど、連理梓としての責任感じゃないだろうね？　忘れてるならもう一度言うけど、きみは本物の連理梓ではないんだよ？」

　愚ぐ直ちよくさを嘲あざ笑わらうような物言いは、李珀の手だ。嚙かみ合わない会話に、修莉は首を振ふった。

「関係ないんです」

「……は？」

「神獣に選ばれた存在でなくても、僕は僕の意思で陛下のことを守りたいんです。立場なんて、どうでもいい」

　一平民の修莉にできることなどたかが知れている。皇帝や神官長が持つ権力の前では、無力にも等しいだろう。

　それでも、楊玄の心に寄り添そっていたかった。自分を厳しく追いつめてしまうような人を、寂さびしさに慣れすぎてしまった人を、ひとりにはしておけなかった。

　──私に愛される覚かく悟ごが、そなたにはあるのか？

　心を見せない相手に、自分の気持ちを伝えるのは難しい。けれどいま、修莉はようやくその勇気を得たような気がした。

　報われるかどうかじゃない、資格のあるなしじゃない。

　ひとりの男として、楊玄を愛している。愛しているから、守りたいと思う。

　修莉にとっての愛される覚悟は、どんなことがあっても楊玄を愛する覚悟だ。

「そうか……。きみも、私を選んではくれないのか……」

　感情の抜け落ちた声で、ははは、と李珀が笑う。修莉はたったいま、李珀と訣けつ別べつしたことを悟さとった。

　石室の入り口から射さしていた光は、いつしか陰かげりを見せている。日が完全に落ちてしまう前に、ここを出て帰り道を探したかった。

「……どこへ行くつもり？」

「帰ります」

「どこに？　もう帰る場所、ないよね。脱獄してきたんだから、城に戻っても立派な罪人だよ。故郷にだって、もうきみの居場所なんかないだろう？」

「城に戻って、出頭するんです」

「きみって、案外頭が固いんだ。なるほど、それで楊玄にほだされたわけか。人の趣しゆ味みにけちをつける気はないけど……面おも白しろくないなぁ……」

　もはや返事をする気にもなれず、ぶつぶつと呟つぶやく李珀に背を向けて入り口へと向かう。

　その肩かたを、強い力で摑つかまれた。

「あのねえ、修莉。私の秘密を知って、さらには心からの望みをつっぱねたきみを、はいそうですかって言って帰すと思う？　そんな都合のいい話はさぁ────ありえないよ」

「──、李珀さ……！」

　反応が遅おくれた、ほんの一いつ瞬しゆんだった。飛んできた平手をもろにくらって、衝しよう撃げきで視界がぶれる。傾かしいだ身体をそのまま引き倒たおされると、今度は鳩尾みぞおちに強きよう烈れつな一発が入った。

「っ、は」

　打たれた肉の痛みで息を吸うこともままならず、床ゆかに頭をこすりつけてのたうつ。その姿を李珀が冷ややかに見下ろしていた。そのまま流れるような裾すそさばきで跪ひざまずくと、その優美な仕草からは想像もつかないほど屈くつ強きような力で修莉の肩を押さえつける。

　李珀の手が細い喉のどにかかった。指先にこめられた力は異様なほど強く、抗こう議ぎの声を出すことはおろか、呼吸することさえもできない。酸素を失い、思考を奪うばわれた意識が、すうっと暗く遠ざかっていく。

「あ……、……ぁ」

「苦しいね修莉、苦しいね……私もずっと苦しかった……せめて、この気持ちだけは味わって……」

　李珀の言葉もまた、暗闇に吸い込まれるようにして聞こえなくなった。ふわりと身体の浮うく感覚は眠ねむりに落ちる寸前の心地ここちによく似ていて、自然と瞼まぶたが重くなる。

　──これで、終わりだ。

　それは、李珀が呟いた声だったのか。それとも、修莉が思い浮かべた言葉だったのか。

　力なく目を閉じた、そのときだった。

　どんっ、という衝撃が全身を襲おそった。突とつ進しんしてきたなにかに吹ふっ飛ばされて、思いきり壁かべにぶつかったのだ。急に呼吸が戻った反動で、涙なみだが出るほど咳せき込む。

『修莉先生！　大だい丈じよう夫ぶですか！』

「と……、ね、い……？」

『ああ、先生……しっかりしてください！』

　腕うでの中に転がり込んできたのは、白銀の毛玉だった。ぜえぜえと荒あらく息を吐はきながら抱だきしめた体温はふわふわと柔やわらかく、どっと押し寄せた安あん堵ど感かんで心臓がきゅっと痛くなる。

　弾だん丸がんのような体当たりで助けてくれたのは、桃寧だけではなかった。

『修莉……』

　覚えのある声が、修莉の名を呼ぶ。

　そこに立っていたのは、漆しつ黒こくの成獣だった。

　姿形は狼おおかみに似ているが、体高は一回り半ほど大きい。

　しなやかで力強い体たい軀くを覆おおう、黒くつややかな獣毛。見慣れた立ち耳に、ふさふさの尻尾しつぽ。

　修莉を見つめる、晴れた夜空によく似た瞳ひとみ──

「もしかして、陛下ですか……？」

『ああ。……遅おそくなってすまなかった』

　愛いとしい人が、誰だれよりも大切な人が、修莉を助けにきてくれた。

　その事実に、胸がぐっと熱くなる。

「……これはこれは、神獣姿でお出ましとは」

　尻しり餅もちをついていた李珀が、ゆるりと体勢を立て直して胡座あぐらをかいた。わざとらしいくらいに抑よく揚ようのない声は、かえって彼の裡うちに潜ひそむ激情を想像させる。

「神殿の周囲には私の部下がいたはずだけど、失礼はなかったかな？」

『ご心配には及およびません。皆みな、すすんで道をあけてくれました』

「ほう……おまえの姿の前に、ひれ伏ふしたというのか……？」

　持てる者と持たざる者の間に引かれた一線を見せつけられ、李珀の顔が屈くつ辱じよくに歪ゆがんだ。

「神獣の力を私的に利用するとは、それでも皇帝か！」

『兄上こそ！　私の面前でのこの所業、ただで済むとお思いか!!』

　返す怒ど声せいはいつになく熱い。本気の怒いかりに燃える双そう眸ぼうで李珀を見み据すえたまま、一歩前に出る。その足どりは殺気を隠かくそうともしない。

『修莉は私の連理梓です。連理梓の一大事は、国の一大事。変身する理由に不足はありません。……それどころか、いまここで兄上の行こう為いに報復する大義名分があるも同然なのですよ？』

　また一歩。追いつめるように楊玄が近づくと、李珀が同じだけ後ずさる。

　危あやういまでの気き迫はくに怯おびえわななく桃寧をはっと抱き、瞬間的に呼びかけた。

「へ、陛下……っ」

『！　────っ……』

　楊玄が足を止め、フーッと息を吐く。苛いら立だたしげに、しかし必死で自分を落ち着かせようとしているのがわかった。

　散っていく殺気に、李珀が負けん気を取り戻もどす。

「わ……私が送った文を読まなかったのか？　そいつは偽にせ者ものだぞ」

『……その件は城に戻ってから聞きます。兄上が私の話を聞いたあとで、その主張を続ける気があればですが』

　わずかながら、声の険しさが和やわらぐ。

『ここは、母上の別べつ荘そうに近いのですね……。崖がけから見下ろす湖の景色が、とても好きだったと聞いています』

「やめろ！　おまえが母上を語るな」

『私は──母上に関することで、兄上に黙だまっていたことがあります』

　憤ふん激げきしたままの李珀と、冷静さを取り戻した楊玄。二人の会話は、いつもの口論とは明らかに色合いが違ちがっていた。

『私を産んだあとで、母上の容態が悪化したことは事実です。否定するつもりはありません。……ところで兄上は、母上がなんの病に罹かかっていたのかご存じですか？』

「母上は元来、お身体からだが弱かったのだ」

『……やはり知らないのですね』

「────だから！　おまえがなにを知っているというんだ!!」

　苛立ちから怒鳴りつける李珀にも動じず、楊玄ははっきりと響ひびく声で言った。

『母上の病は、この国の皇族だけが──神しん獣じゆうの血を引く者だけが罹り患かんする不治の熱病でした』

「──、なに……!?」

『これまで発はつ症しようした皇族は、例外なく死亡しています。表向きは兄上もご存じのとおり、根絶したという話になっていますが……本当は違う。まだこの世に存在しているんです』

　楊玄が明かした真実に、修莉は衝撃を隠せなかった。史書の中で凄せい惨さんに綴つづられたあの奇き病びようの脅きよう威いはまだ、去っていないというのか。

『不運にもその病で亡なくなった場合は、死因が秘ひ匿とくされるようになりました。皇族だけが罹る不治の病は、国家の浮ふ沈ちんに直結するからです』

「しかし……母上は西域の出身だ……罹るはずがない。神獣の血を引いていないのだから」

『ええ。理由についてはわかりませんが、当時の薬くす師しが言うには、胎たい内ないにいた私が宿していた神獣の力になんらかの影えい響きようを受けて発症したのではないかということです』

　李珀は即そく座ざに非難の声を上げた。

「やはりな！　正しよう真しん正しよう銘めいおまえが元げん凶きようではないか。まったく、とんでもない災さい厄やくだ……！」

『兄上、最後まで聞いてください。……本来は罹るはずのない病だったせいか、母上の症状はそれまでのものとは微び妙みように違っていました。高熱に苦しみはしましたが、死に至ることはなく……危き篤とく状態から、奇き跡せき的に持ち直したんです』

　打ち明けられた事実に、もはやその場の誰ひとりとして言葉を発することができなかった。

　李珀がごくりと唾つばを吞のんだ気配がする。

　長い長い沈ちん黙もくのあとで、彼はその声を震ふるわせた。

「生きて……いるというのか」

『はい。確かに一命を取り留めました。……ただ。いまだに、眠りから目覚めてはいません。母上は昏こん睡すい状態なのです。もう何年も、ずっと』

「────」

　李珀が声もなく天てん井じようを仰あおぐ。そのまま祈るように目を閉じると、静かに泣いた。

　途と方ほうもなく長く抱かかえていた悲しみの殻からが罅ひび割れ、感情がとろけだすような嗚お咽えつだった。

　李珀と楊玄──二人の運命を変えた母親は、生きている。昏睡状態とはいえ、しかし生と死の違いはあまりにも大きい。

「どうして隠していたんですか？　亡くなっただなんて、そんな噓うそまでついて……」

　修莉が抱いた疑問に、楊玄は苦々しい口ぶりで答えた。

『父上は当時、一連の出来事を前代未聞の凶兆とみなして、事実を伏せたと聞いている。どのみち病のことは表に出せないし、一向に目が覚めないなんて説明のしようがない。したところで、皇室への不信が蔓まん延えんするのは避さけられないと判断してのことだろう。……私はそれに従うしかなかった』

　だから誰にも話せなかったというのか。国の威い信しんを守るため、かけがえのない母親の生死を偽いつわっていたと。──そんなの、ひとりで抱えるにはいくらなんでも重すぎる。

「…………会えるのか」

　肺はい腑ふから絞しぼり出すような声で李珀が言う。

「母上に会えるのかっ……！」

『──兄上。私が留守の間、連理梓の神しん託たくについてよからぬ騒さわぎがあったようですが、これは本当の話ですか？』

　肩かたを震わせた李珀はか細い声で、しかしはっきりと証言した。「────噓だ」

『噓、というのは？』

「神託を読み誤った、というのは、私がでっちあげた噓だ……」

『修莉は、正しく昊の──私の連理梓ですね？』

　李珀はうなずき、自らの罪を認めた。

　身体中から、一気に力が抜ぬけていく。神獣の託宣は本物だった。修莉は真に、楊玄の運命の相手だったのだ。

『神官職にありながら、私利私欲のために派は閥ばつを形成するなど、言語道断です。ましてや神獣の意思をねじ曲げて修莉を誘ゆう拐かいした上、手にかけようとした……。この件について、私は兄上をしかるべき方法で告発します。──覚かく悟ごしてください』

　漆黒の獣けものが全身から放った怒りの苛か烈れつさに、空気が震しん撼かんした。

　どんな温情もかけず、裁きを下す。容よう赦しやない断罪の宣告を受けて顔を伏せた李珀に、楊玄は静かな声で『ですが』とつけ加えた。

『母上の話をずっと黙っていたことについては……、申し訳なく思っています』

「おまえは母上に……会っているのか？」

　李珀の問いに、楊玄は首を振ふって否定した。

『話を打ち明けられたときに一度、お顔を拝見しただけです』

　一命を取り留めたものの、決して生きているとは言いがたい状態の母親のことを、息子むすこたちに話すべきか話さざるべきか。先帝である父親は悩なやみ苦しんだ末に、口を噤つぐむことを選んだという。秘密の漏ろう洩えいをなんとしてでも避さけようとした結果の、苦く渋じゆうの選せん択たくだった。

　知っているのはほかに薬師だけという状じよう況きようの中、先帝は自分の死期がきたら妻を自らの手で殺して秘密を葬ほうむろうと覚悟していたのだという。

「な、なら……、話が早い。会わせてくれ、頼たのむ。頼むから。このとおりだ」

『……っ、兄上……』

　手をつき額ぬかずいて懇こん願がんする李珀の前で、漆しつ黒こくの獣が突とつ然ぜん、その体たい軀くをぶるっと震わせた。その反動でぐらりとふらつき、楊玄は後あと肢あしを折って座ってしまう。

「!?」

　泰たい然ぜんとした風ふ情ぜいを保ちながらも、荒あらい呼吸を繰くり返す姿はどう見ても様子がおかしい。

「頼む……、頼む……」

「ちょっ……、李珀さま、待ってください。陛下の様子が変です」

　修莉の制止を振り払はらい、李珀はなりふり構わず楊玄にすがった。それでも答えようとしない弟に業ごうを煮にやしたのか、哀あい願がんの声に怨えん嗟さの色が混じる。

「この期ごに及およんで、母上をひとり占じめにするつもりなのか……!?　そもそも、どうしておまえだけが母上のことを知っていたんだ」

　李珀の詰きつ問もんに、楊玄が息も絶え絶えに答える。

『……本来なら、私も……知らされるはずではありませんでした。というより……知りたくも、なかった……』

　らしからぬ吐はき捨てるような言い方に、違い和わ感かんを覚えたその瞬しゆん間かん。

　漆黒の獣の身体はまるで軸じくを失ったかのように傾かたむき、鼻はな面づらを床面にこすりつけるようにしてくずおれた。途と端たん、もうもうと立ちこめた錦にしき色の煙けむりが、その姿を覆おおい隠かくしてしまう。

「陛下!!」

　修莉が慌あわてて駆かけ寄ったときにはすでに獣の姿はなく、裸ら体たいの楊玄がうつ伏ぶせで倒たおれていた。苦痛に歪ゆがんだ顔には、玉の汗あせが浮ういている。

　修莉はその額に、おそるおそる手を伸のばした。手のひらに感じた熱は、血液が沸ふつ騰とうしているのではないかと疑うくらい異様に高い。

「陛下……どうしたんですか、しっかりしてください！」

「……私も……、知らないままでいるはず、でした」

　とてつもなく嫌いやな予感が、胸の中に渦うず巻まいた。まさか。違う。そんなはずは、絶対にない。きっと、疲つかれているだけだ。長旅に体力を奪うばわれて、風邪かぜでも引いたのだろう。休息と栄養をとれば、きっとすぐに治るに決まってる──、

「……こんな身体にさえ……ならなければ…………」

　微かすかな呟つぶやきは、修莉の希望を粉々に打ち砕くだいた。しんとなった室内に、楊玄の荒い息が響ひびく。

　なぜ、楊玄だけが秘密を託たくされたのか。

　この場にいる全員がその理由を察して、一様に絶句した。

「と……桃寧、薬師を……ここに。城下の……老ろう薬くす師しだ……わかるな？」

『はい、すぐに……すぐに！』

「──修莉。そなたに怖こわい思いをさせた、私を……許してくれ……」

「陛下っ!!」

　修莉の呼びかけには応じることなく、楊玄は静かに目を閉じた。　>>>♥







九　霄そらを寿ことほぐ花




　桃寧が出て行ってからすぐ、修莉は李珀と一いつ緒しよに楊玄を別室の寝しん台だいに移した。李珀は母親の話を咀そ嚼しやくするのに精せい一いつ杯ぱいなのか、一言も口を利きかずに修莉の指示に従う。

　石せつ窟くつには同じような造りの小室がいくつかあり、簡素ながら生活を営むことのできる空間が整っていた。とはいえ薬くす師しの仕事道具はさすがになく、汗を拭ふいて薄うす手での着物を着せ、水を飲ませるくらいしかできることがない。

　桃寧が薬師を連れて戻もどったのは半刻後だった。すでに隠いん居きよの身であるという白はく髯ぜんの老薬師は、楊玄に対して「亡なくなった先代正せい妃ひと同じ病である」という救いのない診しん断だんを下した。

「……治ち療りよう法は？」

　修莉の問いに、老薬師は答えない。

「薬も医術も……本当になにもないっていうんですか？」

「残念ながら、発はつ症しようしてしまってはもう……」

　老薬師が濁にごした言葉の先は、残ざん酷こくなほどに明白だった。

　もう、助けることはできない。突然すぎるその宣告に、頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。

「私は長年、皇室の庇ひ護ごを受けてこの病を研究してまいりました。もちろん、当時の正妃さまを目覚めさせるために……この場にいらっしゃる方はご存じだと、桃寧殿でん下かから伺うかがいましたが──」

　老薬師の探さぐるような視線に李珀が少し反応を見せたが、それだけだった。異論が出ないのを確かく認にんして、老薬師は話を続ける。

「しかしその方法は研究を重ねても一向に見つけられず、さりとて根治する手段も依い然ぜんとして不明のままでした。ですがこの病には潜せん伏ぷく期間があることがわかったのです。正しく服薬することで、発症を抑おさえることができるということも。陛下が罹り患かんしたのは皇太子になられてからすぐのことでございます。私は毎晩必ず薬を飲むように申し上げました」

「その薬っていうのは、もしかして……薬湯ですか？」

　老薬師は訝いぶかしげな表情で、修莉の質問に質問で返した。「どうしてそれを？」

「僕が毎晩、薬湯を煎せんじていたんです。陛下からは不ふ眠みんの薬だと聞いていましたけど……」

　修莉が調合の内容を詳くわしく話すと、老薬師はうなずいた。

「まさしく、私が指示したものです。まさか、ご存じの方がいらっしゃるとは……」

　老薬師が驚くのと同時に、修莉は膝ひざから力が抜けていった。楊玄がいつもどんな思いで薬湯を飲んでいたのかと考えると、胸が引き絞しぼられるような痛みを覚える。

　楊玄は、たったひとりだった。あんなにそばにいたのに、たったひとりで病と闘たたかっていた。そのことが悔くやしくて申し訳なくてどうしようもない。

「今日まで発症せずにいたというのは、効果があったのでしょう。ですがこうなってはもう、手て遅おくれです。薬が効かなくなったか、あるいは、飲み損そこねたのか……」

　老薬師の推測に、修莉の胸はざわついた。

　神しん獣じゆう姿のままの桃寧に、おそるおそる問いかける。

「……桃寧。陛下はいつ戻ってきた？」

『今朝です……。ずっと続いていた嵐あらしが昨晩遅おそくにやっと収まって、そのまま馬車を走らせたと聞きました』

　日が昇のぼるのを待たずに移動してきたというのか。嵐のあとの荒あれた道を、夜通し馬車で走り続けたと。それほどまでに帰国を急がせたのはきっと──「僕のせいだ」

『えっ……？』

「僕が捕つかまったって聞いて、陛下は急いで帰ってきてくれたんだ」

『そんな……、修莉先生のせいなんかじゃ』

「それできっと薬湯を飲み損ねて、こんな……。全部、僕のせいだったんだ……」

　愛する人が自分のせいで生命の危機に瀕ひんしているという事実に打ちのめされ、修莉は目の前が真っ暗になった。取り返しのつかない事態を引き起こしたという自覚に、吐き気さえ催もよおす。

　修莉が不覚をとらなければ、帰国を急がせずにすんだ。連れん理り梓しを引き受けなければ、李珀に利用されることもなかった。後こう悔かいはどんどん時を遡さかのぼり、修莉を苛さいなむ。

　神しん託たくは間ま違ちがいだったと聞かされたとき、一度は楊玄のそばから離はなれる覚かく悟ごをした。けれど、楊玄自身がこの世からいなくなることなど、考えたこともなかった。底知れぬ恐きよう怖ふに、震ふるえが止まらない。

『……先生？』

　名前を呼んでも、返事をしてくれなくなる。たわいもない話をして笑うことも、桃寧の成長を一緒に喜ぶこともできなくなる。

　なにもできないまま、愛いとしい人を失うのか。好きだとも言えないまま、すべてが終わるのか。

「……嫌だ」

　嫌だ。嫌だ。絶対に絶対に、死んでほしくない。

　そんな未来は、とてもじゃないけど耐たえられない────

『……修莉先生!!』

　突とつ然ぜん、キーンと金属めいた音が耳に刺ささった。見れば、桃寧が隣となりで白銀の毛並みを逆立てんばかりに興奮している。その姿は怒おこっているようにも、いまにも泣き出しそうにも見えた。

「……桃寧？」

『しっかりしてください、先生!!　兄上はまだ……生きています。生きようとしているから、苦しいんです。先生がそんな……そんな死にそうな顔、しないでください!!』

「桃寧……」

　人のそれとは違う神獣の音おん声じようが、停止した思考に響ひびく。大好きな兄が死の淵ふちで苦しむ様子を目まの当たりにして、つらくないわけがない。それでも桃寧は、凜りんとしてそこに立っていた。

「……ごめん、桃寧」

『いいえ、先生。ぼくはまだ、諦あきらめていないだけです』

　だから先生も諦めないでくださいと、桃寧は瞳ひとみを青く輝かがやかせた。意志を宿す強い光は、未来の皇こう帝ていそのものだ。

「……勇ましいことです」

　老薬師が嗄かれた声でぽつりと言う。

「ただ、殿下……こうなってしまっては打つ手はありませんよ。いつかは根治できる日がくるやもしれませんが、いまの知識では、少しでも楽にしてさしあげるのが精一杯です」

　研究を重ねればゆくゆくは治療法は見つかるかもしれない、という意味の老薬師の呟つぶやきに、なにかが引っかかった。刹せつ那な、修莉を捕とらえたときの李珀の言葉が脳のう裏りにひらめく。

　──先人の叡えい智ちをもってすれば闇やみの中に光が見えるかもしれない。

　未来がだめなら、過去はどうだ。時の流れに置き去りにされるほどの、古い知識なら？

　その突とつ飛ぴな思いつきに、修莉は必死ですがった。

　昊こう古こ字じによって蓄たくわえられた知識が己おのれを救うのではないかという微かすかな希望をよすがに、李珀が集めていた石室の古書の山。その中に薬学書か医学書はないだろうか？　昊古字の──古代の知識が眠ねむる神秘の文字で書かれた書物が──。

「桃寧、老薬師せんせい。……それと、李珀さま。しばらく陛下をお願いします」

『……修莉先生？』

「桃寧。僕も、諦めるのはやめたよ」

　過去を悔くいて、絶望に身を落とすのはたやすい。けれど、修莉のとるべき道はほかにある。教えてくれたのは桃寧だ。

　連理梓と皇太子は、師し弟ていも同じ。今度は、修莉が立ち向かう姿を見せる番だった。







　修莉は無我夢中で石室の中にある古書を漁あさった。膨ぼう大だいな量の中から昊古字で書かれたものを選より分けて、大まかな分類をする。

　李珀がどんな思いでこの書物を集めたのか。考えただけで、ひどく痛ましい気持ちになる。

　負の遺産として遠ざけられ、現在では存在を知る人もほぼいないとされる文字の本を集める労苦は、並なみ大たい抵ていのものではなかったはずだ。徒労に終わるかもしれないとわかっていても収集を続けたその執しゆう念ねんが、頁ページの一枚一枚にまで染しみ込んでいるような気がする。

　医薬学の書物は五冊あった。全部を精読する時間も読解力もない。記き憶おくを頼たよりに知っている単語を結びつけて、文の大意を推測していく。

　一冊めは、子供の病気について。二冊めは、鍼しん灸きゆうについて。三冊めは、食事健康法。手て応ごたえのなさに、頁をめくる手が焦あせる。

　四冊めにも目当ての情報がないことを確認し、祈いのるような思いで最後の一冊を手にとった。植物の絵に説明文を付した薬物学書だ。

　修莉が知っている植物もあれば、見慣れないものもあった。焦る指で頁をめくり、その絵を見つけた瞬しゆん間かん、修莉は「あっ」と息を吞のんだ。

　扇おうぎのような葉が特とく徴ちよう的な花の模写。その隣には、獣けものの耳と尻尾しつぽのある人間が描えがかれている。

『特徴：毒なし。極きわめて苦し。翡ひ翠すい色。原産地：西域。適応症しよう：高貴なる熱病。勅ちよく命めいにより、食しよつ客かくが発明した秘薬の調合方法を記す──』

「……これ……」

　皇族特有の奇き病びよう、とは明確に書かれていない。だが『高貴なる』とぼかした病名の書き方や勅命を受けたという記述、そしてなにより皇族の挿さし絵えに、探し求めていた情報だと直感が働く。

　興奮で震える手をぎゅっと握にぎり、すぐにでも調合しようと必要な材料に目を通した。生薬の類たぐいはすぐ手に入りそうだが、肝かん心じんのこの花の名前は──

「寿じゆ霄しよう花か……って読むのかな？」

　修莉はもう一度、花の特徴について書かれた文を読んだ。

「翡翠色。……西域。……、これ」

　読み取った単語が一本の線となり、脳裏で一いつ瞬しゆんきらりと光った。──この花を知っている。その強きよう烈れつな確信に、鼓こ動どうが騒さわぐ。

　──たとえばこれなんて、本来は西域でしか咲さかない花なんだよ。

　李珀がくれた栞しおりの花弁と模写が、記憶の中で重なった。同じ花であることは間違いない。

　悲しい思い出が育てたあの花が、翡翠色が美しいあの花こそが、未来を拓ひらく鍵かぎになる。

「……、急ごう」

　修莉は書物を抱かかえると、石室を出て走った。楊玄を救うためには、李珀の力が必要だった。







　石せつ窟くつ神しん殿でんの最さい奥おうで、李珀は長い尻尾を丸めて茫ぼう然ぜんと座っていた。

「李珀さま」

　そこは祭さい壇だんのような場所だった。精せい緻ちな神獣文様を刻んだ床ゆかをじっと見つめている李珀に声をかけると、億おつ劫くうそうな仕草で振ふり向く。母親の話を消化しきれずにいるのだろう、うつろな瞳を修莉に向けてつまらなそうに呟いた。

「……訃ふ報ほうを伝えにきた顔には見えないね」

「冗じよう談だんはやめてください。……李珀さまにお願いがあってきました」

　修莉が李珀の隣に腰こしを下ろすと、返事代わりのため息が返ってきた。

「私に？　きみのためにできることなんて、もうひとつもないと思うけど」

「陛下を助けるために、李珀さまの力が必要なんです」

「助けるって……ずいぶんと楽観的だね、きみは。もう時間の問題じゃないか。いったい私になにができる？　母上について教えてくれたことは、感謝しよう。あの老ろう薬くす師しが居所を知っているんだろう？　すべての片がついたら、私は母上に会いに行くんだ」

　すべての片がついたら──。暗に楊玄の死を指す言い回しに、静かな怒いかりを覚えた。

　そういうときほど不思議なことに、修莉の腹は据すわる。

「……あの陛下がなんの対策もしてないと思ってるんですか？」

「なに？」

「先帝は、自分の死に際ぎわに正せい妃ひさまを自分の手で殺そうとまで考えていたんですよ？　陛下がその遺志を受け継ついでいたとしたら、正妃さまは──」

「……修莉。言葉が過ぎるよ」

　最後まで言い終える前に、ぐっと胸むなぐらを摑つかまれた。目の前で抜ぬき身の刃やいばをつきつけられたような視線の鋭するどさに、思わず息をつまらせる。しかし、怯ひるんではいられなかった。

「っ……、よく考えてください！　どうして陛下が秘密を話したと思ってるんですか。陛下にもしものことがあったとき、李珀さまにお母さまのことを託したいって思ったからじゃないんですか!!」

　李珀が一瞬、はっとしたように目を逸そらした。しかし、半信半疑な声こわ色いろで薄うすく笑う。

「あいつが私に？　……まさか」

「いいえ、陛下がお母さまのことを頼たのめるのは、李珀さましかいないんです。万が一、陛下がこのまま……、」

　胸がつかえるような思いで、言葉を切る。口にするのもおぞましい仮定だったが、拳こぶしに力を入れて耐たえた。

「…………このまま、亡なくなったら。皇太子の桃寧が跡あとを継いで、皇帝の座に就つきます。まだ幼いですから、実務はできないかもしれません……けど、一日も早く一人前になるために必死になると思います。それ以外のことは、とても気にかけていられないくらいに」

「母上のことまで気を回す暇ひまもないだろうから、頼まないと？　どうかな、私などよりよほど信しん頼らいしているだろうに」

「どんなに信頼していても桃寧は異母弟です。実の母子おやこならまだしも、本当に任せようとするでしょうか？」

「……」

　李珀が納なつ得とくするかどうかは賭かけだった。すべては修莉の推測だ。だが、思いきり的外れでもないだろうという自信はある。いくら桃寧を厳しく指導している楊玄とはいえ、皇帝の重責に加えて、先帝の代から続く秘密まで引き継がせるとは思えない。

　誰だれにもなにも言わず、秘密を葬ほうむることはできた。しかし、楊玄はそうしなかった。同じ母親の血を分けた李珀の存在を、楊玄は信じたのだと修莉は思った。

「李珀さまのほかには誰もいないんです。だから陛下はここまで、伴ともも連れずに来たんですよ。きっと、李珀さまとこの話をするために」

「……肝心なことを話す前に倒たおれるなんて、計画倒れもいいところだね」

「それは陛下も計算外だったかもしれません。けど、まだ機会はあります。陛下を助けることさえできれば」

「どうやって？　長年研究してきたっていう、あの老薬師も匙さじを投げたじゃないか」

「治ち療りよう薬を見つけたんです。李珀さまが集めた昊こう古こ字じの書物に、調合の方法が書いてあったんですよ。その材料に、あの花が……翡翠色の花が必要なんです」

「翡翠色の花って……寿霄花のこと？」

「そっ、それです!!」

　花の名前が一いつ致ちしたことで気が昂たかぶり、今度は修莉が李珀にぐっとつめ寄った。

「李珀さまが庭園で育てている花です！　お願いします、調合には絶対に必要で……！」

「ちょ、ちょっと待ってよ修莉。落ち着いて」

　両りよう肩かたを摑んで迫せまってくる修莉に、李珀は面めん食くらう様子を隠かくさない。

「きみは図ずう々ずうしいというか、押しが強いというか……こんな状じよう況きようで私を脅おどした上に、最後は『花をよこせ』だって？　まったく、見上げた根こん性じようだね」

　そんな皮肉のあとで、「知らなかったよ」とぼそりと呟つぶやく。知らないことが多すぎた、と。

　憑つき物が落ちたような、すっきりとした顔だった。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみには、再び生気が宿っている。

「……いいだろう、修莉。きみの胆たん力りよくに免めんじて、悪あがきにつきあうよ」

「じゃ、じゃあ……！」

「馬車を呼んでいる時間はないな。馬で山道を抜けるか……。私が変身してきみを背に乗せて行くことができたら話は早いんだけど、生憎あいにくそれは無理だから」

　自じ嘲ちようめいた笑いを洩もらして、李珀が立ち上がる。亜あ麻ま色いろの尻尾がゆらめいたその後ろ姿に、修莉は希望がつながったのを感じた。







「少し、飛ばすよ」

　李珀の愛馬で、夜の山中を駆かけた。万天城は、山をひとつ越こえたところにあるという。人の足で歩く時間も迂う回かいしている余よ裕ゆうもなく、修莉は李珀が手た綱づなを握る馬に騎き乗じようした。

　起き伏ふくの多い、険しい道だった。規則正しい蹄ひづめの音だけが、風をきって夜の闇やみに流れていく。こんなところに取り残されたら大変だと身み震ぶるいしたのが伝わったのか、李珀の呆あきれた声が背中越しに聞こえた。

「きみは怖こわがりなのか度胸があるのか、それとも単に能天気なのか……どうもわからないね。こんなに簡単に私を信用していいの？」

「え、えぇっ？」

「わざと間ま違ちがえた道を走っているかもしれないし、途と中ちゆうできみを放ほうり出すかもしれないよ？」

「……李珀さまは、そんなことしません」

　こんな状況で修莉をからかうなど、やはり李珀は食えない性格だ。だが、抜け殻がらでいられるよりもずっといい。

　ようやく街かい道どうに出ると、万天城の灯あかりが見えてきた。正門の前に立つ衛え士じはいつもより人数が多く、来訪者に目を光らせている。

　城内の情報は錯さく綜そうしている可能性が高い。牢ろう破やぶりの修莉と神しん託たく改かい竄ざんを企くわだてた李珀、どちらの情報が生きていても、まずいことになる。

「……正面突とつ破ぱは避さけるが吉きちだね」

　李珀は馬首を正門と逆方向へ向けた。城じよう壁へきを大回りして、人ひと気けのない場所で馬を降りる。

　見張りに見つかることなく進めるのは、幼少時に裏道を「皇族の嗜たしなみ」として覚えたという李珀のおかげだ。

　最後は手入れのされていない野道のような場所を通り、ようやく李珀の庭園にたどり着いた。

　修莉の目には、ほとんど景色が見えない。記き憶おくと符ふ合ごうするのは夜風に乗る果樹の甘い香かおりと、駆け足で通り過ぎた西域風の四阿あずまやだけだ。

　夜目が利きくのか、すたすたと歩いてゆく李珀の背中を見て、修莉は肝かん心じんなことを思い出す。

「あ、あの！　寿じゆ霄しよう花かはもう咲さいてるんですか？」

「……さあ。どうだったかな」

　ふさふさの尻尾しつぽが、気まぐれに揺ゆれた。小道の途中でぴたりと足を止め、安あん堵どとも落らく胆たんともとれないため息を洩らした李珀にぎょっとする。山中での意地悪な台詞せりふが、ふと頭をよぎった。

「ま、まさか……」

「自分の目で確かめてみるといい」

　道の端はしに寄った李珀の足あし下もとにしゃがんで、そっと草をかき分ける。瞬しゆん間かん、清せい楚そな香りが夜気に混じった。

　誘さそわれるようにして向けた視線の先には、扇おうぎ形がたの葉に守られて、花の翡ひ翠すいが輝かがやいている。

「これが……！」

　宝石よりも高貴な野性の美しさに、修莉は言葉を失った。いままでに見たどんな花とも違う神秘の色に染まる花弁は闇深い夜にも紛まぎれず、修莉の目にはっきりと見える。

　それは奇跡の花が燦さん然ぜんと放つ、命の輝きだった。







「修莉先生！」

「ごめん桃寧、お待たせ。陛下は？」

「熱がどんどん高くなって、冷やしても冷やしても追いつきません」

　石せつ窟くつ神しん殿でんに戻もどったのは、夜半過ぎのことだった。桃寧は人の姿に戻り、老ろう薬くす師しと一いつ緒しよに楊玄の看病をしながら、修莉の帰りを待っていた。何度も水につけたであろう、赤くなった小さな手をそっと握にぎる。

「ここから先は、僕に任せてほしい。絶対に陛下を助けるから」

　もう夜も深い。李珀たちと一緒に休むよう桃寧に促うながすと、修莉は薬の調合に取りかかった。

　老薬師から借りておいた道具を使い、薬物学書と首っ引きで生薬を煎せんじる。絶対に間違いがあってはいけない、そう思えば思うほど昊古字を読む目が滑すべり、慣れた作業も指が震ふるえた。

　はじめてあの薬湯を作った夜、神しん獣じゆうの祝福を受けていると褒ほめられたこの手で、楊玄の命を救いたい──その一心で、集中を取り戻す。

　慎しん重ちように手順をこなし、最後にすりつぶした寿霄花の花弁を加えると、湯の色がぱっと翡翠色に変化した。飲用というより色水のような見た目に不安を覚えて、おそるおそる味を確かめる。

「苦っ……」

　大たい抵ていの苦味には慣れている修莉でも、吐はき出したくなるほどの苦さだった。水を飲んでも舌に残った味は消えず、いつまでもその存在を主張する。正気の楊玄なら絶対に飲まない味だ。

　荒あらい呼気の合間に、一匙ずつ楊玄の口元に運ぶ。力の入らない身体からだでは嚥えん下かするのもつらいようで、二回に一回は噎むせた。朦もう朧ろうとした意識でも苦味はわかるのか、時折えずくように喘あえぐ。

「頑がん張ばってくださいね……ちょっとだけ我が慢まんして……」

　あと一口、もう一口。しかめた顔を見るのは心苦しいが、飲み口を改善するために試行錯さく誤ごする時間はない。余計なものを混ぜて、効能が変わってしまっても困る。

　きっかり碗わん一いつ杯ぱい分の薬湯を飲み終えたときには、苦く悶もんで表情が歪ゆがんでいた。ますます具合が悪くなっているように見えるのは、気のせいだと思いたい。

「陛下。薬はもうおしまいですよ」

　ほんの少し上体を起こして碗から水を飲ませると、ごくごくと美味おいしそうに喉のどが鳴る。だが、眉み間けんの皺しわは深いままだ。

　──今夜の薬湯は苦い──。

　忘れられないあの晩。楊玄が修莉にそんな噓うそをついたときの顔と、なんだかよく似ている。期せずして思い出したら、こんな状況だというのに自然と笑いがこみ上げてきた。

　楊玄が苦いと言ったものを甘くする方法なら、知っているではないか。

　汗あせで額に貼はりつく前まえ髪がみをなだめるように梳すいて、薄うすく開いた唇くちびるに、修莉はそっと口づけた。重ねた唇は、やっぱり苦い。泣きたくなるほど苦くて──甘い。

「……どうですか、陛下。甘くなったでしょう？」

　元気になったらきっと、楊玄は返事をしてくれるはずだ。

　ちょっと憮ぶ然ぜんとした顔で、ああ、甘いな──と。





◇






　気がついたら、夜が明けていた。椅い子すに座って仮か眠みんをとろうとして、いつの間にか寝ね入いってしまったらしい。慌あわてて立ち上がり、寝しん台だいの様子を見る。

　楊玄は静かな寝息をたてて眠ねむっていた。汗の引いた額に当てた手のひらに、昨晩のような熱は感じられない。やすらかな寝顔に、修莉は思わず呼びかけた。

「陛下、陛下っ……聞こえますか？」

　祈いのるような呼び声に、長い睫まつ毛げが微かすかに動く。

　楊玄はゆっくりと目を開けた。瞳の夜空に、目覚めの光が射さすのが見える。

「……！　陛下っ……！」

　眩まぶしそうに瞬まばたきを繰くり返したあとで、わずかに口角が上がった。微笑ほほえむようなその表情に、もう大だい丈じよう夫ぶだという安心感が胸の底からぐっとこみ上げる。

　運命は、修莉に味方した。

　愛いとしい人を、この手に取り戻したのだ。







十　天上の愛




　楊玄は本復してすぐに公務に復帰し、李珀の謀む反ほんに端たんを発した一連の騒さわぎを収束させるための対応に追われることとなった。

　李珀が神しん託たくの改かい竄ざんを試み、虚きよ偽ぎの報告をしたと認めたことで、修莉は正式に連れん理り梓しの身分を取り戻した。伴ともなって間かん諜ちようの容疑は晴らされ、脱だつ牢ろうは誘ゆう拐かいの被ひ害がいにあったものとして処理されている。

　神しん殿でん派と呼ばれていた者たちの処しよ遇ぐうが決まり、あとは李珀の処分を残すのみとなった頃ころには事件から二ふた月つきばかりが経たっていた。嵐あらしの季節はとうに終わり、朝晩はもう肌はだ寒ざむい。

　その日の午後、修莉は楊玄から「つきあってほしい場所がある」と正門前に呼び出された。

　李珀を連れて現れた楊玄を見て、修莉はなんとなく行き先を察する。用意されていた馬車には、御ぎよ者しや以外に伴ともの姿はない。

　三人が着いたのは、静かな山林の中にひっそりとたたずむ小さな屋や敷しきだった。中庭には竜胆りんどうや鶏けい頭とうのような可か憐れんな野草が咲いている。

「ここ、もしかして……」

「ああ。母上のお住まいだ」

　楊玄の言葉に、李珀が緊きん張ちようしたのがわかった。

「どうぞ。兄上──」

　一国の妃きさきであれば物置にすら使わないであろう、質素で飾かざり気のない小さな一室。

　花窓から射す光は柔やわらかく、現世とは思えないほどの静せい謐ひつさに満ちている。ゆっくり眠れるようにという先帝の想おもいが伝わってくるような空間だった。

　帳とばりのかけられた寝台には、かつての正妃であり、楊玄と李珀の母親である女性が眠っている。

　李珀は夢の中を歩くようにおぼつかない足どりで寝台に近づくと、そっと跪ひざまずいた。

「……母上……」

　うつろな呼び声は、慟どう哭こくの果ての声だ。これまで李珀の人生を支配してきた怒いかりと悲しみが、濾ろ過かされていくかのように透とう明めいに響ひびく。

　李珀が見み舞まいの花を──あの翡翠色の花束を、母親の枕まくら元もとに置いた。清楚な香りが部屋の中につんと漂ただよう。

　美しい寝顔だった。眠りについてから二十年以上が経過しているというのに、まるで楊玄が誕生したときからずっと、移ろわぬ時の中で生きているように見える。

　彼女は夢を見ることはあるのだろうか。夢の中なら李珀はきっとまだ幼子のままで、楊玄は生まれたばかりの赤子だ。母親の腕うでに抱だかれて眠る幼い弟を、照れくさそうにしながら見守る兄──そんな未来があったのかもしれないと思うと、やりきれない気持ちになる。

　ふと。

　薄い瞼まぶたが、わずかに動いたように見えた。

「……」

　誰だれも、なにも言わない。

　その場にいた全員が、見み間ま違ちがいとして受け取った。目を覚ましてほしいという願望が見せた淡あわい幻まぼろしだと。

「……今日は天気がいいから、眩しいのかもしれない」

　楊玄が母親から目を背そむけるように帳を調整しようとしたそのとき、寝顔を見つめていた李珀の肩かたがびくっと揺ゆれた。──その視線は、震ふるえる睫毛に吸い寄せられている。

　陛下、と修莉が呼びかけた声に振ふり向いた楊玄は、その場に立ち尽つくした。

「ああ……」

　李珀の瘦こけた頰ほおに、はらはらと涙なみだが伝う。細長い錦にしき色の煙けむりが、ふわりと立ちのぼった。涙で濡ぬれた床ゆかに、音もなく着物が落ちる。

　そこには、一体の獣けものがいた。亜あ麻ま色いろの毛並みが美しい、聖なる獣だ。

『……母上……母上……』

　うっすらと開いた目が、二人の息子むすこを見てほんの少し細くなる。ただそれだけで、頰や唇を動かさずとも彼女が微笑んでいるとわかった。

　──お花をどうもありがとう。

　修莉はその透すき通るような声を、確かに聞いたと断言できる。

　長い年月を経て届けられた花の香かおりに導かれて、彼らの母親は戻もどってきたのだ。





◇






「なんだか、実家のみんなの顔が見たくなっちゃいました」

　環かん青せい宮きゆうの露ろ台だいに出て楊玄と二人、変わりゆく夕刻の空を眺ながめる。

　こんな穏おだやかな時間は本当に久しぶりで、修莉はこの事件がようやく終わりを迎むかえつつあるということを実感していた。

「里心がついたか？」

「そんなんじゃないですよ。でも、たまに懐なつかしくなるんです。今日みたいなことがあった日は、特に」

　李珀と母親の再会は、修莉の郷きよう愁しゆうを誘さそった。

　登城したばかりの頃とは違い、右も左もわからずただ居場所を探して一歩ずつ歩くことしかできなかった心こころ許もとなさは、もうすっかり消えている。

　だから、心に芽生えたのは感傷めいたものではない。大切な宝物を取り出して愛めでるときのような、やさしい気持ちだ。

「……なら、そなたに朗報がある」

　差し出されたのは、一通の手紙だった。「今朝、そなたの弟君から届いたものだ」

「弟から……！」

　弟の幼い笑え顔がおが、瞬しゆん時じに蘇よみがえった。

　元気にしているだろうか。どれくらい大きくなっただろう。懐かしさと愛しさで胸が一いつ杯ぱいになる。早く読みたいと思いながらも、修莉は一瞬、受け取るのをためらった。

「……読んでもいいんですか？」

　登城した最初の夜、家族に手紙を書きたいという要望をつっぱねたことを思い出したのか、楊玄は苦笑いを浮うかべて「ああ」とうなずいた。

「ただ──、渡わたすにはひとつだけ条件がある」

「条件？」

　返事を書いてはいけないとか、内容を見せなくてはいけない、といったようなことだろうか。

　いくつか言われそうなことが思い浮かんだが、楊玄が提示した条件はそのどれでもなかった。

「この先もずっと……私のそばにいると約束することだ」

「……。えっ？」

　思いもよらない答えに、修莉は目を丸くする。楊玄は咳せき払ばらいをすると、一言「すまない」と謝った。

「条件ではないな。私の、たったひとつの望みだ」

「僕がそばにいることが、陛下の望み……？」

　楊玄は茫ぼう然ぜんとしたまま返事ができずにいる修莉の手をとり、手紙の入った筒つつを握にぎらせた。

　そっと重なった手が微かすかに震ふるえているのに気がついて顔を上げると、揺れる視線とぶつかる。

「そなたを失わなくて、本当によかった」

　凜り々りしい眉まゆを曇くもらせたその顔は、どきりとするほどか弱い。

「ど、どうしたんですか？」

「……あの日からずっと、兄上に首を絞しめられて動かなくなったそなたの姿が頭から離はなれない。忘れようとしても、夢にまで出てきて私を苛さいなむのだ。私のせいであんな目に遭あわせたというのに、そなたのいない人生が……怖こわくて仕方ない……」

「陛下……」

　そばにいて当たり前の存在を失う恐きよう怖ふは、痛いほどわかる。修莉もまた、瀕ひん死しの楊玄を前にしてまったく同じ気持ちを抱いたのだ。

「僕はちゃんと、ここにいますよ。……死にそうだったのは、陛下じゃないですか」

　冗じよう談だんめかして言うと、そうだな、と呟つぶやく声がようやく笑う。

「生きてくれているだけでいい。修莉が幸せならば、それでいい。そなたが望むなら、役目を終えたあとに故郷へ帰してやるのがいいと頭ではわかっている。わかっているはずなのに……できない。……したくない」

　らしからぬ物言いに、楊玄は自分で「これは私の我わが儘ままだ」と認めた。

「そなたは故郷でもきっと、すばらしい人生を送るだろう。いつか愛する誰かと出で逢あい、共に家庭を築いて、子ができたらさぞ愛情を注ぐのだろうな。やがて店を継ついだら、慕したわれる薬くす師しになるに違いない。……そなたの人生が、美しいつづれ織りのように続いていくのがわかる。けれど、私は──」

　嗚お咽えつを堪こらえたような間が空いた。

「私は、そなたでないとだめだ。そなたのいない私の人生など、あっという間にみすぼらしく枯かれてしまうだろう」

　自分は弱くなったのかもしれない、と楊玄は目を伏ふせる。

「物心ついたときから、私には与あたえられた役目を全まつとうするだけの人生しかなかった。……いつどうなるかわからないこの身体からだで、妻や子を持つことなど考えもしなかったというのに」

「……だから前に、『妃きさきを求めない』なんて断言したんですね」

「そうだ。父上も不測の事態に備えて、後継ぎを作るための新しい妃を迎えた……無事に桃寧が生まれて、どんなにほっとしたか」

　そのときの楊玄の心中を思うと胸がつまる。たとえいつ命を落とそうと皇統の継続に支障が出ないよう環かん境きようが整えられていくさまを、目まの当たりにしてきたのだ。

「ひとりで生きていくと決めていた私が誰かを愛することなどできないと思っていた。そんな勇気、とてもじゃないが持てないと。……そなたを愛する覚かく悟ごがなかったのは、私のほうだ」

「陛下……」

　たくさんの重荷を背負った人生に、他人を巻き込むわけにいかない。そんな思いでどれだけ多くのことを諦あきらめたのかと、考えただけで気が遠くなる。すべてを飲み込み己おのれを律し、閉じた人生を歩んできたのだ。

「だがいまは違う。そなたが臆おく病びような私を変えてくれた。本当の命をくれたのだ。──愛している、修莉。私には、そなたが必要だ」

　指先から伝わる孤こ独どくに、泣きそうになる。「愛している」と口にする重さを知っている楊玄の想おもいは信じられないほど無防備で、驚おどろくほど強い。

　見つめあう二人の横を、一いち陣じんの風が吹ふき抜ぬけた。

　沈しずみゆく夕日で茜あかね色いろに燃える空は、修莉の心を熱くする炎ほのおのように美しい。

「……僕はずっと、家族に手紙を書きたいと思っていたんですよ」

「あのときは……そなたの気持ちに寄り添そってやれずに、すまなかった」

「最初は確かに、手紙を書いて寂さびしさを紛まぎらわせようと思ってたんです。だけど、いまは違います。城での仕事に一生を捧ささげる覚悟があるって……皇こう帝てい陛下のそばにいたいって、書こうと思っているんです」

「それは──」

「僕は……僕も陛下を愛しています。本当はもう、ずっと前から」

　生まれてはじめての告白に、胸が震える。だが、怯ひるむことはない。愛する覚悟も、愛される覚悟も、とうに決めていた。

「立場が違ちがうって、わかっているつもりです。僕は本当に運がよかっただけで、たまたま一いつ緒しよにいられるだけなんだっていうことも。けど、それでも──」

　楊玄が修莉の手をとり、そっと左胸へと導く。

「私の身体は、神しん獣じゆうのためにある。私の意思は、民たみのためにある。ひとつとして私のものではない。けど、心だけは──この愛だけはずっと、そなたのものだと誓ちかおう」

　真しん摯しなまなざしが、修莉をまっすぐに貫つらぬいた。手のひらで聴きく心音は、愛していると叫さけんでいる。その鼓こ動どうの強さに、修莉もまた永遠の愛を誓った。
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　湯ゆ浴あみを済ませて上がった寝しん台だいで、久しぶりの接せつ吻ぷんをした。

　想いが通じてからはじめて重ねる唇くちびるは、格別に甘い。唇で唇を食はむような接吻は獣けもののように荒あらっぽいのに、心までとろんととろけそうになる。

「んんっ……」

　甘やかな吐と息いきを洩もらした隙すきをついて、楊玄が舌を絡からませてくる。誘さそうような動きに合わせて互たがいのそれを絡めあう、まるで手ほどきのような口づけだった。

　うまくできているかと考える余よ裕ゆうはない。柔やわらかく濡ぬれたものをこすりあわせる心地ここちよさに、まともな思考はあえなく淫みだらにぼやけてしまう。

　硬かたく尖とがらせた舌先で上うわ顎あごをつつかれてついくすぐったさに身をよじると、楊玄はくつくつと笑った。

「そなたは本当に感じやすいな。おまけに覚えが早くて愛らしい……実に教え甲が斐いがある」

　楊玄がその長い指で、修莉の唇を挑ちよう発はつするようになぞる。たったそれだけのことでぴくっと肩かたを揺ゆらす始末なのだから、反論のしようもない。

　公私の区別はきっちりつけると豪ごう語ごする楊玄だが、確かに有言実行だと修莉は思った。昼はあんなに清せい廉れんなのに、夜になるとふしだらなことを教えようとする。はじめての接吻も、肌はだを重ねて生じる淫らな熱も、全部楊玄から習ったことだ。

　欲情で潤うるんだ瞳ひとみに吸い寄せられるようにして、口づけを交わす。もつれて絡む舌をほどいて強く吸われると、下腹部がずきっと疼うずいた。もどかしい思いで互いの寝ね間ま着きを剝はいで、素す肌はだを晒さらす。どんなに上質な絹も、二人を隔へだてるただの布でしかなかった。

　楊玄はすっかり健康を取り戻もどしたようで肌はだ艶つやもよく、均整のとれた肉体は相変わらず美しい。愛いとしさの溢あふれるままにぎゅっと抱だくと、なめらかな肌から湯上がりの熱が伝わってくる。

「どうした？」

「……陛下がここにいることが、嬉うれしくて」

　甘えた仕草に「私もだ」と笑えみが返ってくる。それはささやかでいて、替かえのきかない幸せだった。

　修莉をゆっくりと寝台に押し倒たおしながら、楊玄の手が戯たわむれのような軽かろやかさで内うち腿ももを這はった。

　すでにゆるく勃たち上がった雄おすが、愛しい人の手の中でぷるんと震えて、先走りの涙なみだを流す。

「ん、あっ……」

　あやすように扱しごかれると、驚くほど甘い声が出た。ほんの二、三度上下されただけで、身体の芯しんからとろけていきそうに気持ちがいい。

　泣きじゃくる先せん端たんはゆるゆると、根元からは激しく追い立てるように、楊玄は淫らな緩かん急きゆうをつけて修莉を責めた。くちゅくちゅと響ひびく卑ひ猥わいな水音に、寝室の空気が色めく。

「あっ、あっ……、んん」

　はしたない声に耐たえきれず、唇を嚙かもうとしたのをすかさず見み咎とがめられて、楊玄の唇に阻そ止しされてしまう。教えられたとおりに舌を絡ませている最中も、下腹部をいじる手は止まらない。

「……気持ちいいか？」

「は、は……いっ」

　強がる余裕もない修莉の返事を聞くと、楊玄はそのまま反応を楽しむように括くびれたところをくすぐった。きわどい刺し激げきにぴくぴくと背中が浮うき、ひときわ声が乱れる。

　快感で桃もも色いろに染まった肌に、唇が降りてきた。耳元から首筋へ、鎖さ骨こつのくぼみから臍へその周りへと、感じやすいところばかり狙ねらうのは絶対にわざとだ。

「あ……もう、へいか……だめなところ……ばっかりっ」

「だめ？　……ああ、そなたの『だめ』は『いい』という意味だったな」

「っ……、うう……陛下はやっぱり意地が悪い……」

「私はそなたに、天上の快楽を教えたいのだ。そのためなら、意地悪くもなろうというもの」

「……陛下って思ってたよりずっと、いやらしいですね」

「褒ほめ言葉として受け取っておこう」

　憎にくまれ口で反はん撃げきしても、あでやかな笑みに流されてしまう。閨ねやでの睦むつ言ごとすら完かん璧ぺきに記き憶おくしている相手をやり込めようなど、土台無理な話なのだ。

　自信に満ちた唇が、腰こし骨ぼねから内腿へと伝う。勃ちきった屹きつ立りつを口に含ふくんで、じゅるじゅるといかがわしい音をたてて啜すすられると、目が眩くらむほどの愉ゆ悦えつが染しみ渡わたった。

　陰いん囊のうに添えられた手が意味深に動くのに合わせて、突つき上げる衝しよう動どうに腰が浮く。達いきたくて仕方ないのに、楊玄はそれを許してくれない。

「あ、へい、かっ……、もうっ……、はやくっ……」

　わかっているくせに、なに食わぬ顔で「もう、なんだ？」などとうそぶく。欲望を漲みなぎらせて重くしなるものを握にぎってぐしゅぐしゅと振ふり扱かれると気絶しそうなくらい気持ちいいのに、決定的な刺激にはなりえない。焦じらす手つきに限界寸前で、修莉は恥はずかしい要望を口にした。

「お願いっ……、い、いか……せて……、くださいっ……」

「──ああ。そなたの頼たのみとあらば、喜んで」

　満足そうな声こわ色いろに、楊玄の策略にはまったと気づく。しかし、意思を持って扱き上げる手に抗あらがうことができない。待ちわびていた淫らな動きに、息が切れるほど喘あえぐ。

「っ、あ、あぁっ……！」

　目がちかちかするような快楽のてっぺんに昇のぼりつめて、呆気あつけなく弾はじけた。溜たまりに溜まった白い蜜みつはぴゅうっと勢いよく溢れて、下生えまで濡らしていく。

　あまりに強きよう烈れつな快感で飛びそうな意識の端はしで、修莉は接吻をねだった。絶頂のあとの口づけは濃こくて、頭の芯までどろっととけてゆくような感覚に陥おちいる。目を閉じると、瞼まぶたの裏がじわりと熱くなった。

「……泣いているのか」

　眦まなじりに触ふれるやさしい唇に気づいて、頰ほおがかっと熱くなる。

「これは……、その……き、気持ちよくって……」

　さすがにいじめすぎたという自覚があるのだろうか。素す直なおに打ち明けると、楊玄は安心したような笑みを浮かべた。……そんな顔をされたら、怒おこれなくなる。

　楊玄はそのまま身体からだをずらすと、達したばかりの性器に躊ちゆう躇ちよなく口づけた。白い飛ひ沫まつを舐なめとっていく舌の動きにつられて、背中が跳はねる。残ざん滓しまで吸い上げるようにされると、敏びん感かんな先端がじんじんと痺しびれてひとたまりもなかった。

「ああ……っ」

　まだ、熱が収まらない。これだけじゃ、とても足りない。もっと欲しくて、我が慢まんできない。楊玄の唇が触れたそばから、あさましい欲望が暴あばかれていく。

「……陛下。今日は……陛下が神獣になった姿を見たい……、です」

　その言葉がどんな意味を持つのか、修莉はもう知っている。

　この世でいちばん愛しい人は、滴したたるような色いろ香かをたたえて微笑ほほえんだ。

「そなたの望みは、私の望みだ」







　楊玄の大きな手のひらで温められた香こう油ゆが肌を滑すべる。尻しりの丸みを愛いとしむように包まれるのが照れくさくて、うつ伏ぶせなのをこれ幸いと敷しき布ふで顔を隠かくしてしまう。壊こわれ物のように扱あつかわれるのは気恥ずかしいが、もっと普ふ通つうに触さわってほしいと言うのも変だ。

　誰だれにも明かしたことのない窄すぼまりに、探さぐるような視線を感じる。ぬるぬるした指が触れると、反射的に腰が引けた。

「す、すみません……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。焦あせる必要はない」

　その言葉どおり、指はゆっくりと秘所の周りを這う。臆おく病びような蕾つぼみを怖こわがらせないようにと丁てい寧ねいに香油を馴な染じませる指が、会陰に触れたそのときだった。

「っ！　……そこ……」

「ここか？」

「ひゃっ、あぁっ……」

　指先で押し揉もまれるだけで、じわじわと性感が染みる。性器を直接どうにかされるのとまた違ちがう、腰の奥が疼くような感覚だった。

　いったいどんな仕組みでこうなるのか、さっぱりわからない。薬くす師しとして得た人体の知識は、房ぼう事じには応用できないのだろうか。さすられるたび淡あわい愉悦はこっくりと濃くなり、ひくひくと蕾が震ふるえる。それがひどく卑猥な気がして、羞しゆう恥ちで肌はだが熱を帯びた。体温が上がったせいか、香油がつんと匂におい立つ。

「……修莉、力を抜ぬいて。深呼吸、できるか？」

　促うながされるまま、呼吸だけに集中した。

　濡ぬれたあわいが押し開かれていくその瞬しゆん間かん、無視できない異物感に思わず声が洩もれてしまう。

「──っう……」

　指一本で、この圧あつ迫ぱく感かん。

　ある程度の覚かく悟ごは決めていたものの、正直予想外だった。指先が少しでも進もうとすると、身体に力が入ってしまう。

「痛いか？」

「ちょっと……だけ」

　嫌いやではない。だが、まだ少しだけ怖い。修莉の葛かつ藤とうを見み透すかしたのか、楊玄はなにも言わず、なだめるように尻を撫なでる。香油を足して指でさすられると、蕾の縁ふちが柔やわらかくふやけていくのがわかった。浅い抜き差しのこそばゆさに、臆病な窄まりがゆるりとほどける。

　拡ひろげられるような鈍にぶい痛みを感じなくなった頃ころ、指先がその一点を掠かすめた。

「あ……っ！」

　目の前で火打ち石を叩たたかれたような火花が散る。その反応を逃のがすまいと、楊玄は同じところを探るようにして指を動かした。

「な、なんか……変、ですっ……そこ」

　むずむずとする疼うずきは、蕾の周りをいじられたときとよく似ていた。性器への刺激とは別の、いけないことをしているような、どうにかなってしまいそうな感覚。

「あ……ああ、だめっ、あ」

　眩暈めまいがするほどの強い快感が、修莉を襲おそう。楊玄が探り当てたのは、官能の泉だ。ひとたび触れられると、湧わいて溢あふれて止まらない。

　内ない壁へきはとろけてしなり、楊玄の指にまとわりつく。そうしようと思っていないのに、修莉の意思が及およばない。自分の身体の一部なのに、意のままにならないのだ。

「そなたはまこと初心うぶとは思えぬいやらしさだな。私の指をきゅうきゅうと食はんで離はなさない」

「ちがっ……これは、違うんです……っ」

「どう違う？　初心と見せかけて、実は手練てだれではないのか？」

「う……ひどい……」

　恋こいに胸を焦こがすのも、愛いとしさに泣くのも、恥ずかしいことを許すのも全部、楊玄がはじめてなのに。

　ふてて敷布に突っ伏ぷすと、楊玄が慌あわてた。

「わかった。私が悪かった。……そなたのこんな可愛かわいい姿は、私だけのものだな」

「あっ、あ、そこはっ……」

　だめだと言っているのに。照れ隠しではなく、本当にだめなのに。こすられるたびにじんと腰に響ひびいて、おかしくなってしまう。

「修莉、許せ。私はもう、そなたの虜とりこだ。そなたに触れていると、自分が抑おさえられなくなる」

　せつない声で愛をささやくのは、理知的な皇こう帝ていではなく、発情したひとりの男でしかない。そうさせているのは修莉だ。

「っ、あ……！」

　指が抜けていく感覚に、腰が物欲しげに揺ゆれた。くるりと身体を返されて、天てん井じようが目に入る。仰あお向むけの姿勢になると、両りよう膝ひざを胸につけるようにして脚あしを折り曲げられた。あられもない格好に、泣き言が洩れる。

「やだ……見ないでください、陛下」

　反射的に閉じようとする脚は、やんわりと開かれた。いつの間にか腹につくほど反り返った昂たかぶりも、濡れてひくつく蕾も、楊玄にすべて見られてしまう。

「修莉。力を抜いて」

「あ、陛下、待っ……──」

　硬かたく湿しめったものが、窄まりに当たる。慣らすように数度行き来してから、楊玄の劣れつ情じようが修莉を一気に刺さし貫つらぬいた。

「──────っ……」

　猛たけりきった雄おすは、指とはとても比ひ較かくにならない。その大きさと熱さに、声を出すこともままならなかった。

「修莉……」

　名前を呼ばれているだけなのに、ぞくぞくっと震えが走る。つながったところがぴりぴりと熱を帯びていた。

「痛くないか？　苦しくないか」

　気き遣づかわしげな声に、ふるふると首を横に振ふる。が、正直呼吸をするだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　どうしても力を入れてしまう腿ももに、ふさふさの尻尾しつぽが触れる。そのやさしい感かん触しよくに、ふっと身体がゆるむのを感じた。黒い尾おはまるで、修莉をなだめるように触れる。

　修莉が落ち着くのを待って、楊玄はゆるゆると腰こしを動かした。痛くないように、傷つけないように。修莉のそこをゆっくりと己おのれの形に馴染ませていく。

「……、ん……あ、あぁっ！」

　濡れた昂りは時間をかけて、あの一点に届いた。欲望で張る先せん端たんに思うさまこすられるのが、どうしようもなく気持ちいい。猥みだりな動きに敷布は乱れ、肌のぶつかる音が響く。

「あっ、あ……、へい、か、あっ」

「修莉……、修莉」

　こんなにも激しい愛し方があるのか。すべてを忘れて、身も心も滾たぎるような愛し方が。

　無知で無む垢くだった肌が一晩にして、楊玄の熱情に犯おかされてゆく。

　心をくれると、愛だけは修莉のものだと誓ちかった男の背中に手を回して、必死にしがみついた。「これじゃ動けない」と苦く笑しようする楊玄の声は、なまめかしく掠れている。

　甘やかな接せつ吻ぷんと引き替かえに腕うでを解き、修莉の手首を敷布に縫ぬいとめて、楊玄は腰を使った。小気味いい律動に合わせて、穿うがたれた雄に熟うれた襞ひだがうねり絡からみつく。

　高みが近いのだと、本能が告げていた。修莉の興奮につられるように突つき上げが速くなり、意識半ばで、極きわみへの階きざはしを駆かけ昇のぼる。

「あ……、もう、あ……だめっ……あ……！」

　突き抜けるような鋭するどい性感に、眼まな裏うらがカッと光った。小さな尻をぶるぶると震わせて、屹きつ立りつがだらしなく白しろ蜜みつを垂れ流す。

「──、修莉っ……」

　耳元にかかる熱い吐と息いきと小さな呻うめき声。ねっとりと腰を打ちつけられるたびに染しみるぬるい熱に、楊玄もまた果てたのだと知る。

　穿たれていたものがずるりと抜けていく感覚が寂さびしくて、思わず身をよじる。

「やだ……」

「……修莉？」

「へいか、いかないで……、はなれたく、ないっ……」　>>>♥

　もっとずっと、くっついていたい。汗あせと白はく濁だくに塗まみれて、とろけあうまでひとつになりたい。

　それが無自覚な痴ち態たいだということには、思い至らなかった。楊玄を引き寄せた途と端たん、さっき修莉の中で達したばかりの雄が硬こう度どを取り戻もどすのがわかる。

　抱だき起こされてそのまま、膝ひざの上に乗せられた。跨またがるような格好で望みどおりに一分の隙すきもなく抱きあうと、胸が甘く疼いて口づけをねだらずにいられなくなる。

「そんなに私を煽あおってどうする。そなたにせがまれたら、私は断れないと知っているのか？」

　いつだったか、いもしない楊玄の妃きさきを想像したことがあった。寵ちよう妃ひに頼たのまれたらどんな贅ぜい沢たくなおねだりでも聞いてしまうのだろうかと疑ったけれど、いまとなっては誰だれよりも欲深い自分に気づいて呆あきれてしまう。

　あのときは、どんな美び姫きが我わが儘ままを言おうとも、整然と叱しかる楊玄を思い浮うかべていた。色いろ恋こいで我を失うようなことなどありはしないと。だが、目の前の楊玄はどうだ。

　修莉のよくばりを叱るどころか「仕方ないな」と笑い、甘くとろけるような口づけをくれる。

　接吻のやさしさとは裏腹に、楊玄は強い腰使いで修莉を下から突き上げた。弱いと知られているところを怒ど張ちようでぐりぐりと抉えぐられると、あられもない声で啼ないてしまう。

「あ……、あ──っ……」

　姿勢のせいか、さっきよりもずっと奥深くまで穿たれる感覚があった。身じろぎするだけで潤うるんだ隘あい路ろがかき混ぜられて、愛しあった証あかしがくちゅりと鳴る。淫いん靡びな音に思わず引けた腰をぐっと寄せたかと思うと、楊玄は修莉の無防備な乳ち首くびをくすぐった。完全な不意打ちに、白い喉のどを反らして悲鳴のような嬌きよう声せいを上げる。

「やっ……！　陛下、そこっ……」

「ここも感じるようにできていると教えただろう？」

「けど……、けど、あっ……、だめ、です……っ」

　修莉の小さな乳首は、愛しい人の手による愛あい撫ぶを覚えていた。指でこねるように動かされるだけで、むず痒がゆさが快感に変じていく。

「ほら、こんなに私を締しめつけて、悦よろこんでいるではないか」

「あっ、あ……、う、んんっ……」

　南天の実のように色づいてつんと凝しこったものをいじられると、感じるまま腰が揺れてしまう。

　こんなはしたないことをして、嫌きらわれたらどうしよう──熱に浮かされた意識の端はしでそんなことを考えると、楊玄が唇を重ねてきた。くらくらするほど淫らな味のする接吻に、ためらいは融とけてなくなる。

　そこから先はもう、与あたえられるままに喘あえぐだけだった。むきだしの欲求をぶつけあううちに理性は夜や闇あんに霞かすんで消え、まじりけのない官能だけが残る。

「あ、へいかっ、また……いっ……ちゃう……っ!!」

　最後の最後、楊玄の放出に合わせて、修莉はもう一度極みへと達した。射精とはまた違ちがう、幸せでとろけるような恍こう惚こつに浸ひたる。

　愛する人とひとつに交わる──はじめて知る天上の快楽に酔よわされて、修莉はうっとりと瞼まぶたを閉じた。





◇






　修莉の目を覚ましたのは、やけにふさふさした感触だった。鼻の上を行ったり来たりして、目を開けると同時に盛大なくしゃみが出る。

『……おはよう、修莉』

「っ……、おはようございます……？」

　知った声だが、どこか違う。頭の中でこだまするような不思議な音おん声じように、修莉は寝ね起おきの目を見開いた。

　漆しつ黒こくに艶つやめく、豊かな獣じゆう毛もう。上じよう機き嫌げんでゆらゆらと揺れる尻尾と、晴れた夜空を思わせる濃のう紺こんの瞳ひとみ。寝しん台だいの上で修莉を抱いていたのは、この国でいちばん美しく、気高い獣けものだった。

「……よかった。またお会いできましたね、陛下」

『ああ。私もこうしてそなたを抱く日を心待ちにしていた』

　皇こう帝ていが獣姿となって、妃を抱いて眠ねむる初夜。かつて修莉の胸をせつなく締めつけたその古い慣習に則のつとって、楊玄は姿を変えてくれたのだ。

　すいっと頭が近づいてきたかと思うと、鼻から唇の周りをぺろぺろと舐なめられる。人間の姿からは想像もつかない甘えた仕草に、つい笑えみが零こぼれた。

「ふふ、くすぐったいですよ陛下。……わっ、陛下の毛並み、すっごく気持ちいい……！」

　撫なで上げると、もふもふもふっ、と極ごく上じようの被ひ毛もうが指の間を通り抜ぬける。すばらしい手て触ざわりに、興奮を隠かくせない。

「これって、冬毛なんですか？」

『私たちに換かん毛もう期はないから、通年同じだ。冬は暖かく、夏は涼すずしい』

　織物の特色を説明するような口調につい笑ってしまうが、やはり普ふ通つうの動物とは違う神秘の存在なのだろう。石せつ窟くつでは身を守る強さを備えた獣毛に見えたが、触り心地ごこちはとてもやさしい。撫でるたびに、ほわほわっと心が温まる。

『……そなた、もしかしてこの姿のほうが好みか？』

　会話中もずっと毛並みを撫でる手を止めない修莉に、楊玄の声が拗すねた。ぷいとそっぽを向くと、ふてたように体たい軀くをころんと丸めてしまう。

「そんな、どっちも大切な陛下のお姿じゃないですか。比べられませんよ」

『それはまあ……そうか。いや、しかしだな……』

　納なつ得とくしかけたものの、どうにも腑ふに落ちないらしい。両方とも自分なのに、やきもちじみた感情を抱くのが不思議だ。やはり人間でいる時間のほうが、よほど長いせいだろうか？

「……なんて。いつもの陛下がいちばんですよ？」

　内ない緒しよ話ばなしのように告げると、立ち耳がぴくぴくっと動く。楊玄はあっさり機嫌を直したようで、『よし、では戻るか』なんて言いだした。

「あっ、待ってください。その前に一回だけ……このまま、ぎゅっとしてもいいですか？」

　次はいつ見られるかわからない希少なもふもふ──もとい、神獣姿。修莉はかねてより胸に抱いていた夢を打ち明けた。

『……ぎゅっとか』

「はい。ぎゅーっとです」

『………………そなたの頼みなら、仕方ないな』

　長い逡しゆん巡じゆんのあとでおずおずと身を寄せてきた楊玄を、宣言どおりに強く抱きしめる。素す肌はだで感じる毛並みは、とびきり心地がいい。

「……愛してます、陛下」

　柔やわらかな被毛に頰ほおずりしながらささやく。『私もだ』と返事をする声を聞きながら、修莉は静かに目を閉じた。今日はもう少し寝ね坊ぼうして、温かな幸せに浸っていようと心に決めた。







十一　時を超こえる言葉




　母子おやこの再会から数日後。

　修莉はその日、長らく保留になっていた李珀の処分について、楊玄から直接報告を受けた。

　神官長の解任と、僻へき地ちへの流る刑けい。そして──

「……皇こう籍せきの剝はく奪だつ……ですか」

　楊玄は険しい顔のまま、「そうだ」とうなずいた。李珀は単なる逆ぎやく賊ぞくではない。高貴な身分が争点となったであろう審しん議ぎで下された裁きは、修莉が想像した以上に重かった。

　李珀は反論することもなく、すべての処分を受け入れたという。

「兄上は、とある貴人に仕えて余生を過ごす予定だ」

　楊玄が言う「とある貴人」が誰のことを指しているのか、修莉には明白だった。本来の力を──涸かれていた愛を心に取り戻もどした李珀が、静かな暮らしを送ることができるように祈いのった。





◇






「……大だい丈じよう夫ぶ、桃寧？　緊きん張ちようしてる？」

「ぼくは平気です、先生」

「でも、バチが逆だよ」

「あっ」

　韶しよう楽がく堂どうの舞ぶ台たい裏で、修莉と桃寧は「ふぅ、はぁ」と大きく深呼吸する。

　たくさんの練習を重ねて、ようやくこの日を──桃寧の演奏披ひ露ろう会を迎むかえることができた。

　もともと楊玄に思い出の曲を聴きかせたいという理由から揚よう琴きんを始めた桃寧だが、「頑がん張ばる姿を多くの人に見てもらおう」という楊玄本人の提案により、大がかりな催もよおしとなったのだ。

　観客の中には、息子むすこの晴れ姿を見ようと駆かけつけた蘭珠の姿もある。楊玄の隣となりに座り、顔を輝かがやかせて演奏が始まるのを待っていた。

「修莉さま、そろそろお時間です」

　裏方を手伝ってくれている女じよ官かんが、修莉に合図をする。

「はい。じゃあ桃寧──落ち着いて。大丈夫、きっとうまくやれるよ。客席で見てるからね」

「はいっ」

　きりりとした顔でうなずく桃寧を見てひと安心、修莉も客席に行こうとしたそのときだった。

「修莉さま、そちらは舞台ですよ」

「え？　……あっ」

　顔を真っ赤にして、すごすごと方向転てん換かんする。まったく、緊張しているのは自分のほうだ。

　客席に座り、堂々たる足どりで出てきた桃寧を、拍はく手しゆで迎むかえる。

　ゆるやかな旋せん律りつから、その曲は始まった。

　濃こまやかな音が重なって紡つむがれる音色は、悠ゆう久きゆうの歳月を思わせる。

　速度が上がる箇か所しよは、練習のときに何度もつっかえた難所だ。修莉の心配をよそに、桃寧は軽かろやかにバチを操あやつった。音の粒つぶは喜びに跳はねて、流れ星のように聴ちよう衆しゆうのあいだに降り注ぐ。

　最後の一音が鳴ったあとには、優ゆう雅がな音のゆらぎが残った。

　桃寧が椅い子すから降りて、ぺこりとお辞じ儀ぎをする。完かん璧ぺきな演奏だった。

「──すばらしい！」

　真っ先に立ち上がって大きな拍手をしたのは楊玄だった。修莉も手のひらが熱くなるくらいに夢中で拍手を送り、いつの間にか韶楽堂は喝かつ采さいの渦うずに包まれていた。

　桃寧は本当によく頑張った。大好きな兄のためにと苦手な楽器に真っ向から取り組み、最高の演奏をやり遂とげたのだ。嬉うれしさと誇ほこらしさで胸がぱんぱんになる。

　桃寧のきらきらとした笑顔はいつの間にか、その場にいた全員に広がっていた。





◇






「本当にいい演奏会だった」

　韶楽堂から戻ってきた修莉の部屋で、楊玄は余よ韻いんに浸ひたっていた。

「そなたに礼を言わなくてはな」

「頑張ったのは桃寧ですよ」

「二人ともだ」

　見つめあうと、自然に笑みが零れる。

　生まれも育ちも、なにもかもが違ちがう自分たちが手を取りあい、桃寧の成長を共に支えられるのは、奇跡のような縁えんだ。

　いつか、桃寧も大人になる。自分たちが背中を押さずとも、ひとりで歩み始める日が来る。けれどその日までは──せめて見守ることが許されている間だけは、このかけがえのない幸せを享きよう受じゆしていたいと切に思った。

「……それにしても、そなたの部屋……また本が増えていないか？」

　楊玄が室内に山と積まれた書物にちらりと目を向ける。例の一件のあと、修莉は石窟に収められていた昊こう古こ字じの本を整理する役目を引き受けたのだ。

「無人の石窟に放置しておくわけにもいきませんから。あ……そういえば、面おも白しろいものを見つけたんですよ」

　楊玄に見せたのは、一冊の古い帳面だった。

　昊古字で記された持ち主の名は──

「──そなたの高祖父!?」

「はい。色々調べてみたら、そういうことみたいです」

　名前入りの帳面を見つけたのは、祖父が昊古字の知識を持っていた理由について調べたいと思っていた矢先のことだった。

　帳面の持ち主と祖父につながりはないだろうかと考えたときに、遠い先祖に城勤めの学者がいたことを思い出したのである。手がかりを求めて実家から家系図を送ってもらい調べてみると、帳面に書かれた名前がなんと高祖父その人だとわかったのだ。

　この情報をもとに、今度は城内で学者名めい簿ぼを遡さかのぼってみたところ、かなり皇室に近いところで言語学研究をしていた学者のひとりだったということが判明した。どうやら老年になって城を出しゆつ奔ぽんしたようで、その記録も残っている。

「当時の高祖父は極ごく秘ひで昊古字の研究に関かかわっていたんじゃないでしょうか。でも突とつ然ぜん……、たとえば皇こう帝ていの代だい替がわりとかで方針が変わって、研究が打ち切られたのかもしれません」

「なるほど。ありうる話だな」

「ここから先は、推測ですけど……城を出ても、研究を諦あきらめられなかったんだと思います」

　昊古字が持つ危険性より、有用性を重視していた高祖父は、どうにかして後世に残す方法を考えた。そして、言葉遊びに紛まぎれさせて子孫に伝えることを思いついたのではないだろうか。

　太古の言語は不思議な双六すごろく遊びとなって受け継つがれ、修莉の代になって再び日の目を見た。事実、楊玄の命を救ったのは、昊古字によって伝承された薬だったのだから、ある意味仕し掛かけ人である高祖父は、してやったりと思っているかもしれない。

「僕は昊古字の研究を再開したいんです。もちろん、負の遺産だってこともわかってますけど……人の役に立つ知識があるなら、眠ねむらせておくより、使うべきだと思います」

　連れん理り梓しである自分にしかできないことがあるとしたら、それはいったいなんなのか。ずっと問い続けてきたその答えを、修莉はようやく得たような気がしていた。

　禁きん忌きとまで言われた文字を蘇よみがえらせることは容易ではない。楊玄も即そく答とうはせず、しばらく思案したのちに「そなたの意志はわかった」とだけ言ってうなずいた。

「一朝一いつ夕せきでできることとは思わぬ。だが……やる価値はある。私たちの代から桃寧の代へと、正しく運用できるように考えていこう。共に、な」

「──ありがとうございます！」

　また、新しい一歩を踏ふみ出せた。

　その喜びを嚙かみしめながら、修莉は一枚の紙を取り出した。

「気が早くてすみません。実は、陛下に早さつ速そくお見せしたいものがあって」

「私に？」

　修莉が用意していたのは、昊古字で書かれた一いつ篇ぺんの詩だった。修莉が添そえた対訳に、楊玄の目が釘くぎ付づけになる。




　時の流れに移ろう色よ　風の吹くまま綾あやなす雲よ

　涯てなく続くこの昊そらが　我が子に注ぐ愛に似て　いついつまでもあるように

　朝まだき、光溢あふれる暁ぎよう紅こうに　愛いとしき子らは目覚めよう




「……これは……」

「あの揚琴の曲についていた歌詞です」

「……知らなかった。こんな詞があったのか」

　蔵書閣の稀き覯こう書しよ室で、李珀が修莉の反応を試ためそうと置いていた本の中に、この楽がく譜ふはあった。

　そこには親から子への愛情を歌う昊古字の詞がつけられていたのだ。

「陛下の先生は、この曲をずっと陛下のために弾ひいてらしたんですよね」

「──ああ」

「先帝も、陛下の先生も……もしかしたら、この曲にこめられた意味を知っていたのかもしれませんよ」

　歌詞が失われても、大切な子供へ贈おくる曲として伝承されていた可能性は、大いにある。楊玄の思い出に触ふれた桃寧が、長い時を経て受け継いだように。

「修莉……ありがとう。ありがとう……」

　楊玄は決して、ひとりではなかった。父親とかつての師の愛情は、確かな形でずっと楊玄のそばにあったのだ。







　──正史によれば。

　神しん獣じゆうの寵ちよう愛あいを受けたひとりの連理梓が、古代の秘宝とも呼ばれた昊古字を蘇らせたという。

　時の皇帝はこれによって得た知識を正しく運用し、その治世は栄さかえたと伝えられている。








あとがき









　はじめまして、こんにちは。市いち川かわ紗さ弓ゆみと申します。

　このたびは『神しん獣じゆう皇こう帝ていと初はつ恋こいの誓ちかい』をお手にとっていただきまして、まことにありがとうございます。

　本作は新人賞受賞後、担当さまとの打ち合わせを重ねて新しく書き上げたお話です。

　美形エリートがコンビを組んで、オフィシャルに子育てする関係があったら？　という妄もう想そうから、連れん理り梓しの設定を作りました。蓋ふたを開けたら主人公の修しゆう莉りは一いつ般ぱん庶しよ民みん出身となりましたが、時代によっては「暗君な皇こう帝てい×名家出身の選良連理梓＋ひきこもり皇太子」といったような、今回とは真逆の人たちもいたかもしれません。

　タイトルの「初恋」は、修莉と楊よう玄げんの両方にとってはじめての恋という意味でつけました。

　これから先、恋の力で垢あか抜ぬけていく修莉と、嫉しつ妬とやら独どく占せん欲よくやらといった未知の感情に振ふり回される楊玄。そんな新たなる妄想に、ひとりフフフとしています。

　イラストを担当してくださったのは、高たか星ぼし麻あさ子こ先生です。

　修莉はまるできらりと光る原石のような青年に、楊玄はぞくぞくするほど理知的な美び丈じよう夫ふに描かいていただき、心底ときめきました。可愛かわいく・りりしく・モフモフに、と三さん拍びよう子し揃そろった桃とう寧ねいは家宝にしたいと思います。そして、李り珀はく。ラフをいただいたときからずっとずっと見つめています。……はい、一ひと目め惚ぼれしてしまいました。

　この中ちゆう華か風ふうモフモフ世界を高星先生に彩いろどっていただけたことは幸運の一言に尽つきます。大変お忙いそがしい中、本当にありがとうございました。

　最後まで伴ばん走そうしてくださった担当さま。その慧けい眼がんでわたしの偏かたよった萌もえを見み抜ぬきつつ、的確に軌き道どう修正していただき、とても感謝しています。根気強くやりとりしてくださったおかげで、キャラクターと深く向き合うことができました。

　また、この貴重な機会を与あたえてくださった角川ルビー小説大賞ご関係者の皆みなさまをはじめ、本作の出版に携たずさわってくださったすべての皆さまに、心からお礼を申し上げます。息長く書き続けることができるよう、努力してまいります。

　そして最後に、この本を読んでくださる読者の皆さま。

　本当にありがとうございます。ちょっとでも楽しんでいただけたら、このうえなく幸せです。

　またお会いできたら、とても嬉うれしく思います。




　二〇一七年　七月


市川紗弓
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桃色禁書　解読秘話







　修莉が自室でその書物を見つけたのは、とある晩のことだった。

　くすんだ桃色の表紙には、【一】とだけ書いてある。書名がついていない本は珍しいなと、なにげない気持ちで手にとった。

　昊古字で書かれたその本には、身を清める方法に始まり、酒や刀剣といった捧げ物の揃え方が詳しく記載されている。儀式かなにかの手順を解説した学術的な文書だろうかと思いながらざっと目を通していると、ふとその単語が目に入った。

「……。閨？」

　神殿や祠のような聖域での話だと思っていた修莉は、唐突にも思えるその一語に首を傾げた。しかしどうやらこれが解読の鍵となる単語だったようで、さっきまでとは驚くほど記述の文意が変わってくる。

　閨という言葉によって露わになった本来の内容に、修莉はごくりと喉を鳴らした。

「こっ……、これは……」

　刺激的な文章を目で追うたび、心拍数が跳ね上がる。

　床入りの作法。交合前にしておくべき準備と、場合によって必要な道具。男の悦ばせ方。

　これは儀式についての本などではない──まぎれもなく房中術について記した書物だ。

「こんな本が残ってたなんて……」

　あまりにも破廉恥な内容に、修莉は驚きを隠せなかった。やはり太古の昔といえど、書いたのはいまと同じ人である。

　この本をどう扱うべきか。養生術の一種として、医薬学の書物と一緒に分類すべきだろうか。

　だが、やすやすと人目に触れるところに置いておくのはなんとなく憚られる。人に害を為す物騒な知識ではないが、ある意味禁書と言ってもいいのではないだろうか──

「修莉？」

「……わっ!!」

　突然の気配に、椅子から浮き上がるほど驚く。文机のそばには、月白色の寝間着姿の楊玄が立っていた。

「なっ……陛下でしたか。おどかさないでくださいよ」

「何度も声をかけたぞ。聞こえていなかったのか？」

「え？　あ……す、すみません……」

「そなたがいつまで経ってもこちらにこないから、待ちくたびれてな」

　会いたかった、とささやかれてどきどきしてしまう。日中も顔を合わせているというのに、まるで何日も会っていなかったように甘えた声だ。とろりと融けるような低音は、心を通わせるようになってから数月経っても変わらず修莉の心臓を騒がせる。

　就寝前の薬湯はもう作っていないが、代わりに毎晩二人で同じ床に入るようになった。場所はもっぱら楊玄の居室だ。修莉の部屋は楊玄曰く、「本ばかりで色気がない」のだという。

　時間をつぶそうと手にとった本に気を取られて、いつの間にか楊玄の部屋へ行く時間を大幅に過ぎていたらしい。

「そんなに熱心に、なにを読んでいたんだ？」

「熱心になんて読んでません！」

「そうか？　私の声にも気がつかないほど夢中になって、こう、本に穴があきそうなほどじっと見つめていたではないか」

「そっ、そんなことしてませんってば!!」

「……そなた、さっきからおかしいぞ。いったいこの本がどうしたというのだ」

「あっ」

　楊玄は怪訝そうな顔をして、修莉の手から本を取り上げてしまう。修莉が静止する間もなく、そのまま数頁をめくり、「ふむ」とため息をついた。

「昊古字の本か。……さすがに、読もうとして読めるものではないな」

「そ、そうですよ。その本、ちょっと難しいですし」

「ほう。そなたでもか」

　話題を変えようとしたが、逆効果だったらしい。楊玄は余計に興味を持ったのか、また頁をめくり始める。いくら内容がわからないとはいえ、目の前でやられては心臓に悪い。

「もうそろそろ、いいんじゃないですか？」

「……そなた、やはりおかしいぞ？」

　止めようとすればするほど、楊玄は熱心に本を見る。理由を尋ねられても困るので、これ以上強くは出られない。早く飽きてほしいとじりじりしながら待っていると、突然、楊玄の視線が一点で止まった。

「……んん？」

「ど……どうかしました？」

「──これは……そうか、なるほど……」

　楊玄はひとしきりうなずいたあとで、にやりと笑った。「そなたが夢中で読んでいた理由がわかったぞ」

「だから、夢中になんてなってませ……え？　理由って」

　楊玄が含み笑いを浮かべて差し出した頁に、修莉はぎょっと目を剝いた。そこにあったのは、あられもない姿で交接する男女の挿絵だ。

「な……っ!!」

「春宮画とはな。やはり修莉もこういうものに興味があるのか」

「ち……違います違いますっ！」

　そんなものがあったのかと、どっと汗が噴き出した。いくら昊古字が読めなかろうと、絵があれば内容は一発でわかってしまう。

「なにも照れる必要はないだろう？」

「本当に違うんです！　こんな絵があるなんて、全然気がつかなかったですし……第一これは房中術の本で、指南書のようなものなんですよ」

　どうにかして誤解を解かねばと、「まじめな本なんです」と必死で説明する。修莉とてこれが純粋な学術書だと思っているわけではないのだが、春宮画に興奮していたと思われるよりはずっとましだ。

「指南書？　……ああ、そういうことなら」

　楊玄は修莉の手を引いて立たせると、文机を離れて寝台へと向かった。

「な、なんですか陛下。どうしてこんなところに……」

「野暮なことを。この手の本を読むなら寝台のほうが適しているだろう？　さあ、私に読んで聞かせてくれ」

　きゅっと指を握られると、それだけで胸が甘く疼いた。意地悪されても許してしまうのは、やはり惚れた弱みなのだろうか。

　寝台の上で広げたその古書は、文机で読むよりもずっとなまめかしく見えた。挿絵は単なる性技の解説図とは思えないほど過激で、中には、男同士の交接を描いたものまである。

　どの項がいいかと頁をめくりながら思案する楊玄は、「おっ」と声を上げて一枚の絵に目を留めた。

「この絵の人物には神獣の耳と尻尾があるぞ。わかった、これは皇族に関する記述だろう」

　楊玄が注目した頁には、妖しげな体勢で睦みあう二人が描かれていた。目聡いというかなんというか、確かに片方の男には獣耳と尻尾が生えている。

「尻尾を使って行うようだが……ああ、文字が読めないのが口惜しい……いったいこの行為はなんと申すのだ」

　楊玄が意味を知りたがったのは、ごく平易な一文だ。けれど、口にするのはためらいがある。

「修莉？」

「……えっと……」

　相変わらず隠し事のできない自分が情けない。「わかりません」などと言っても、この赤い顔では噓をついていると白状するようなものだ。修莉は観念して、その行為の名称らしき言葉を口にした。

「……し……しっぽ……まぐわい、です……」

「尻尾まぐわい……!?　聞いたこともないな。どんな行為なのか、尻尾のある身としては知っておかねばなるまい」

　楊玄はもっともらしい顔を作って、俄然興味を示す。やり方を解読するようにとせっつかれて、修莉は泣く泣くその文章を読み上げる羽目になった。

「まず……尻尾のある人が寝台に座って、尻尾を脚の間から出します……」

「こうか？」

　楊玄は言うが早いか、寝間着の裾を割り開き、内腿の間からふさふさの尻尾を尻に敷くようにして座る。

「ちょっ……、なにも陛下が同じ恰好をしなくてもいいんですよ」

「実践したほうが理解が深まるだろう。このあとはどうする？」

「こ、このあとは、相手がその上に跨がって、尻尾に…………」

「尻尾に？」

「い……、陰部をこすりつける……そうです……」

　楊玄は立ち耳を器用に動かして修莉の消え入りそうな声を拾うと、「ほう……」と唸った。

「なんとまあ、好奇心旺盛なご先祖さまがいたものだ」

「そっ、そうですね……こんなこと、陛下にはとても」

「子孫たるもの、見習わねばならぬ」

「えっ!?」

　修莉は耳を疑った。楊玄はさっきからなんだかんだ聞こえのいいことを言っているが、結局は本に書かれている行為を試したいだけなのだ。

　愛しい人はなかなか強情で、こうなってしまうと言葉では勝てない。しぶしぶ跨がった修莉を見て、楊玄は呆れた声を出した。

「そなたが脱がなければ話にならないではないか」

「う……」

　甘い声に唆されて、寝間着の帯を解く。ひとりで下着を脱ぐ恥ずかしさにもたついていると、楊玄の手で一気に取り払われてしまった。

　むきだしになった性器に、黒色の獣毛が妖しく絡む。筆先のような繊細さと、ごわごわした獣らしさ。異なる質感を織り交ぜた感触は絶妙で、わずかにこすれるだけでぞくぞくと痺れが走り、背筋を反らせてしまう。

「っ、あ……」

「なかなか卑猥な眺めだな」

　背徳的なものを感じて洩れた吐息に、色めいた楊玄の声が重なる。冬は暖かく夏は涼しいという不思議な被毛は、神聖なものでありながらひどく淫猥な性具のようにも見えた。

「……それから？　もっと腰を動かすのではないのか？」

「っ！　陛下……」

　どうしても引けてしまう腰を、やさしい手にそっと引き寄せられる。楊玄の両肩に手を置き、促されるままゆるやかに上下すると、淡い性感が通じて修莉の雄は素直に萌した。禁断の書に記された秘技は、確かに気持ちがいい。けれど、こんなひとりで愉しむような痴態を晒すのはとても耐えられなかった。

「やだ……、こんなのできませんっ……」

「……修莉？」

「ひとりじゃいやです……陛下も……、一緒に……」

　仕方ないなと笑いながら、楊玄もまた帯を解いて下腹部を露わにした。豊かな獣毛に紛れて、ごりっとしたものが触れる。互いの屹立がぶつかりあうと、せつないため息が零れた。楊玄の美しい眦は、欲情でほの赤く染まっている。

　尻尾まぐわいというのはつまり、互いの性器をこすり合わせる兜合わせの応用なのだろう。しかし尻尾が交わることで、その快感は比べものにならないほど濃厚になる。はちきれんばかりの昂りはすでに、はしたなく流れる透明の露に塗れてぐしょぐしょだった。

「尻尾をこんなふしだらなことに使うなど、想像したこともなかった……確かに、これもまた禁断の知識と言えよう」

　聖なる獣の尾だという意識から逃れられない修莉と違い、楊玄の手つきには躊躇がなかった。大きな手のひらで己と修莉を握り、尻尾ごと力強くこすり上げる。

「んんっ、あ、あっ……、へい、か……そんなっ……」

　互いの先走りに濡れて淫靡にまとわりつく獣毛と一緒に扱かれると、泣きたくなるほど感じてしまう。経験したことのない愛撫に翻弄されて、思わず楊玄にしがみついた。

「どうした。兜合わせならもう何度もしているだろう？」

「う……、だ、だって……し、尻尾がっ……、あ」

「そなたは私の尾が好きだと申したではないか」

「はっ……、い……、すき、です、けど……っ」

　こんな淫らな状況でそれを言うのはずるい。悠然と揺れるあのふさふさの尻尾が好きなだけなのに、ひどくいやらしい問答に聞こえて恥ずかしくなる。

「これから先、そなたに熱っぽく尻尾を見つめられたら、それだけで疼いてしまいそうだ」

「なっ……、ん……っ」

　そんなつもりで見ているわけじゃないと、艶めいた軽口に反論しようとしたら、即座に唇を奪われた。甘い接吻でふやけた意識は、覚えのある鋭い感覚に支配されてゆく。

「んんっ……、っ、あ……っ！」

　容赦ない手淫に追い立てられて、白い蜜がぴゅう、と勢いよく飛沫いた。修莉が達したのを見るや否や、楊玄は筆のように束ねた獣毛ですかさず小さな蜜口をくすぐってくる。

「あ……、だめですそれ……っ、あぁ……っ……！」

　追い打ちのような刺激に、腰骨がじんじんと痺れた。達したばかりの孔から白く濁った涙がとろとろと洩れて、痙攣のような細かい震えが止まらない。

　たった一回達しただけとは思えないほどどろりと濃い、水飴のような快楽が全身に廻った。

「陛下っ……」

　ぐずぐずになった身体はもう、欲望に抗えない。ねだるままに与えられた二度目の口づけは、熱く長い夜が始まる合図だ。

　寝台の隅に追いやられた桃色の表紙が、涙で霞んで見える。世にも恐ろしい書物を見つけてしまったことを後悔しながら、修莉はゆっくりと目を閉じた。
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